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三
條
西
家
旧
蔵
本
孜
（一〉
ー
－
伊
勢
物
語
其
一
松
尾
檀
　
学
習
院
大
学
国
語
国
文
学
研
究
室
に
は
、
本
学
松
尾
聡
教
授
の
手
に
よ
つ
て
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
二
十
七
日
と
同
二
十
四
年
三
月
四
日
の
二
度
に
渡
つ
て
三
条
西
家
よ
り
直
接
譲
受
け
た
同
家
旧
蔵
本
が
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
三
条
西
家
本
は
本
研
究
室
の
他
に
、
最
近
「
国
文
学
研
究
3
2
」
に
井
上
宗
雄
氏
そ
の
他
に
よ
っ
て
御
紹
介
の
あ
つ
た
早
稲
田
大
学
図
書
館
や
書
陵
部
、
天
理
図
書
館
、
日
本
大
学
図
書
館
な
ど
に
も
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
と
い
5
。
　
本
研
究
室
本
は
点
数
か
ら
も
又
内
容
的
に
も
概
し
て
乏
し
い
と
い
え
よ
う
が
、
物
語
、
家
集
、
歌
合
な
ど
く
に
渡
つ
て
お
り
、
例
え
ば
伊
勢
物
語
天
福
本
の
善
本
や
枕
草
子
能
因
本
な
ど
の
注
目
す
べ
き
諸
本
が
含
ま
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
三
条
西
家
よ
り
直
伝
の
オ
ー
ソ
ド
ツ
ク
ス
な
資
料
と
し
て
、
今
再
び
顧
ら
れ
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　
目
録
を
作
り
、
順
次
若
干
の
解
説
を
加
え
た
所
で
、
た
ゴ
時
間
を
浪
費
す
る
に
す
ぎ
ぬ
か
も
し
れ
な
い
が
、
陽
の
目
を
見
ず
に
埋
蔵
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
諸
々
の
写
本
を
紹
介
す
る
の
は
一
つ
の
務
め
で
も
あ
ろ
う
。
　
そ
こ
で
最
初
に
、
昭
和
二
十
三
年
に
譲
受
け
た
「
伊
勢
物
語
」
関
係
書
よ
り
ま
ず
目
録
を
作
り
、
続
い
て
順
次
若
干
の
解
説
を
試
み
よ
う
と
思
う
。
　
解
説
は
諸
複
刻
刊
行
物
や
諸
先
賢
の
論
文
な
ど
を
主
に
参
考
に
し
て
試
み
た
も
の
で
、
不
備
疑
問
の
点
が
多
く
、
し
か
も
紙
幅
の
都
合
上
そ
の
殆
ど
は
次
回
以
後
に
譲
る
事
に
し
た
。
　
目
録
は
ほ
ゴ
次
の
様
な
順
に
記
し
た
。
但
不
明
未
詳
の
個
所
は
、
多
く
の
場
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@一
合
こ
れ
を
省
略
し
た
。
　
　
①
書
名
②
写
本
で
あ
る
こ
と
③
巻
数
④
冊
数
⑤
著
者
⑥
綴
方
⑦
表
紙
⑧
用
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
6
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　一
　
紙
⑨
寸
法
⑩
枚
数
⑪
行
数
⑫
字
数
⑬
内
題
⑭
外
題
⑮
蔵
書
印
記
⑯
筆
者
⑰
　
　
写
年
時
⑯
奥
書
⑲
識
語
⑳
参
考
　
な
お
右
の
個
々
に
つ
い
て
次
の
点
に
留
意
し
て
頂
き
た
い
。
　
一
、
書
名
は
内
題
に
よ
る
。
内
題
な
く
外
題
あ
る
時
は
（
　
）
内
に
示
し
、
内
　
　
題
外
題
共
に
な
い
時
は
〔
無
題
〕
と
し
た
。
　
二
、
改
装
表
紙
は
断
ら
ぬ
限
り
標
色
三
条
西
家
紋
を
有
す
る
も
の
。
　
　
　
・
　
三
、
寸
法
は
端
数
四
捨
五
入
。
　
四
、
枚
（
折
）
数
は
墨
付
（
扉
含
む
）
数
。
　
五
、
内
題
及
外
題
は
そ
の
有
無
を
挙
げ
、
あ
る
場
合
は
、
場
所
・
原
か
替
か
　
　
（
題
籏
）
・
筆
蹟
・
題
名
の
順
で
挙
げ
た
。
　
六
、
蔵
書
印
記
は
「
学
習
院
図
書
印
」
・
「
同
館
整
理
印
」
の
二
つ
が
あ
る
揚
　
　
合
が
多
く
、
こ
れ
を
省
略
し
た
。
但
共
に
な
い
揚
合
は
断
り
、
又
こ
れ
ら
　
の
他
に
も
あ
る
場
合
に
は
そ
れ
を
挙
げ
た
。
七
、
筆
者
不
明
の
場
合
は
こ
れ
を
省
き
、
推
測
し
う
る
も
の
の
み
を
挙
げ
　
た
。
八
、
奥
書
及
識
語
は
改
行
の
時
に
は
「
／
］
を
以
つ
て
示
し
、
又
そ
の
場
所
を
　
（
　
）
内
に
示
し
た
。
九
、
参
老
に
は
系
統
、
内
容
の
他
注
意
す
べ
き
点
等
々
を
主
に
記
し
た
。
1
　
「
伊
勢
物
語
」
関
係
目
録
①
（
伊
勢
物
語
）
　
写
　
｝
冊
　
袋
綴
　
茶
系
襯
色
原
表
紙
　
楮
紙
薄
斐
紙
併
用
　
縦
二
十
六
糎
横
十
七
糎
　
七
十
九
枚
　
十
行
　
凡
二
十
一
字
　
内
題
な
し
　
外
題
表
紙
左
肩
替
題
籏
本
　
文
と
異
筆
「
伊
勢
物
語
」
　
蔵
印
「
三
條
西
」
　
室
町
末
期
の
写
か
　
奥
書
「
合
多
本
所
用
捨
也
可
備
謹
本
近
代
以
狩
／
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
　
之
人
今
案
也
／
更
不
可
用
之
此
物
語
古
人
之
説
不
同
或
櫓
／
在
中
将
之
自
書
　
或
称
伊
勢
之
筆
作
就
／
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
人
強
不
可
尋
／
其
作
者
只
可
　
翫
詞
華
言
葉
而
已
／
戸
部
尚
書
在
判
」
（
七
九
表
）
　
「
此
注
依
沙
弥
礼
春
所
望
所
記
送
也
／
其
後
宗
祇
庵
主
写
取
奥
書
所
望
之
問
　
／
染
筆
畢
勇
以
有
赤
面
之
思
不
可
／
被
出
箱
底
而
已
／
文
明
四
年
八
月
十
五
　
日
／
平
常
縁
在
判
」
（
七
九
裏
）
　
　
右
奥
書
は
、
武
田
本
系
統
奥
書
と
、
平
（
東
）
常
縁
が
宗
祇
に
識
語
を
与
え
　
た
文
明
四
年
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
の
常
縁
の
識
語
は
、
本
書
の
註
釈
と
常
縁
　
と
宗
祇
と
の
関
係
等
々
に
つ
い
て
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
　
　
本
書
は
伊
勢
物
語
本
文
（
武
田
本
系
統
）
と
註
釈
と
を
併
記
（
本
文
と
註
　
釈
と
は
同
筆
。
但
註
釈
の
部
分
に
や
x
後
人
の
筆
が
加
わ
る
）
し
て
い
る
。
　
　
註
釈
内
容
は
、
「
古
注
之
説
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
比
較
的
簡
単
な
も
の
で
は
　
あ
る
が
、
鎌
倉
期
の
註
釈
を
知
る
上
の
一
資
料
と
し
て
注
意
さ
れ
よ
う
。
②
愚
見
抄
下
　
写
　
下
巻
一
冊
　
一
条
兼
良
著
　
袋
綴
　
改
装
表
紙
楮
紙
　
縦
十
三
糎
横
十
八
糎
　
五
十
八
　
枚
十
二
行
凡
十
五
字
内
題
扉
表
中
央
本
文
と
同
筆
「
愚
見
抄
下
」
外
　
題
な
し
　
江
戸
中
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
六
十
五
段
よ
り
百
二
十
五
段
に
至
る
。
　
　
文
明
六
年
再
稿
本
系
統
。
続
群
書
類
従
本
と
は
さ
し
て
大
き
な
異
同
は
な
．
　
い
。
他
本
に
見
ら
れ
る
兼
良
自
筆
の
跡
と
い
う
六
十
九
段
の
頭
書
．
百
十
五
　
段
の
書
入
は
共
に
な
い
。
③
伊
勢
物
語
聞
書
　
写
　
一
冊
　
　
　
　
　
“
　
宗
祇
講
尺
肖
柏
聞
書
（
肖
聞
抄
）
　
袋
綴
　
改
装
表
紙
　
楮
紙
　
縦
二
十
六
糎
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@
　
　
「
横
二
十
糎
　
七
十
八
枚
　
十
一
行
乃
至
十
七
行
　
凡
二
十
四
字
　
内
題
墨
付
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
7
7
一
枚
目
表
発
端
に
あ
り
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
聞
書
」
　
外
題
表
紙
左
肩
替
　
題
籏
本
文
と
異
筆
「
伊
勢
物
語
聞
書
」
　
蔵
印
「
三
條
西
」
　
三
条
西
実
隆
筆
　
か
公
条
筆
か
　
永
正
頃
の
写
か
　
奥
書
「
へ
文
明
庚
申
孟
冬
仲
潮
書
写
詑
　
夢
篭
子
／
へ
此
一
冊
可
書
進
之
由
蒙
。
舗
離
子
細
看
之
談
宗
祇
所
々
令
添
削
畢
／
へ
明
懸
九
年
＋
月
於
和
　
泉
堺
南
庄
読
之
畢
／
へ
御
師
説
如
形
読
之
事
及
数
度
於
藤
正
友
宅
一
反
今
日
満
之
也
／
斎
元
醇
孟
秋
初
三
日
／
同
年
季
秋
於
和
泉
堺
浜
南
庄
引
接
寺
読
　
之
畢
／
同
二
年
挺
初
冬
廿
八
日
始
之
為
藤
兼
甚
読
之
／
仲
冬
八
日
終
功
畢
　
於
夢
庵
也
」
（
七
七
裏
七
入
表
）
　
（
な
お
前
表
紙
見
返
に
原
表
紙
の
残
片
か
と
思
わ
れ
る
茶
褐
色
貼
紙
三
片
が
　
あ
り
、
打
付
書
で
一
片
に
「
肖
聞
」
、
一
片
に
「
永
正
六
五
廿
六
立
筆
」
と
あ
る
　
が
、
他
】
片
は
判
読
に
困
難
。
）
　
　
右
奥
書
に
つ
い
て
付
言
す
る
な
ら
、
文
明
庚
申
孟
冬
の
夢
篭
子
の
記
事
と
　
次
の
宗
祇
に
談
合
し
て
添
削
の
記
事
は
、
多
く
の
肖
聞
抄
伝
本
に
見
ら
れ
る
　
も
の
で
あ
る
が
、
明
応
九
年
以
下
の
記
事
は
殆
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
明
応
・
　
文
亀
の
記
事
は
す
べ
て
肖
柏
（
夢
庵
）
に
関
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
肖
柏
　
の
伊
勢
物
語
講
尺
の
年
月
日
・
場
所
・
所
望
者
等
々
を
知
る
上
で
注
意
さ
れ
　
る
。
本
書
は
、
文
亀
二
年
十
月
廿
八
日
か
ら
十
一
月
八
目
ま
で
の
間
に
藤
兼
　
甚
の
所
望
に
よ
り
肖
柏
が
師
宗
舐
説
（
肖
聞
抄
）
を
講
尺
し
た
聞
書
に
特
に
　
関
係
が
深
い
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
本
書
系
統
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
右
奥
書
の
「
文
明
庚
申
」
（
「
申
」
は
「
子
」
　
の
誤
ま
り
か
）
の
記
事
か
ら
は
、
文
明
十
二
年
本
系
統
の
肖
聞
抄
の
内
容
を
　
有
す
る
か
と
推
測
し
う
る
が
、
一
方
又
系
統
の
判
断
の
一
手
掛
り
と
思
わ
れ
　
る
七
十
五
段
の
註
の
末
尾
に
付
す
る
註
記
に
は
、
　
　
す
で
に
今
年
文
明
九
丁
酉
に
い
た
り
て
五
百
九
十
入
年
也
。
奇
也
く
。
　
と
あ
り
、
文
明
九
年
本
系
統
に
属
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
　
　
実
際
に
そ
の
内
容
に
当
つ
て
み
る
と
、
本
書
は
、
文
明
九
年
本
系
統
の
内
　
容
に
文
明
十
二
年
本
系
統
の
要
素
が
比
較
的
加
わ
る
様
で
あ
り
、
例
え
ば
百
　
二
十
五
段
の
末
尾
に
、
普
通
文
明
九
年
本
に
は
見
ら
れ
な
い
註
記
、
　
　
此
一
部
在
中
将
の
事
を
あ
め
り
。
よ
て
始
終
の
段
に
も
み
え
侍
り
。
飯
初
　
　
に
も
注
之
詑
。
　
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
　
　
な
お
本
書
聞
書
の
講
尺
は
、
八
日
間
（
入
回
）
に
渡
つ
て
な
さ
れ
た
も
の
　
で
あ
る
。
④
伊
勢
物
語
聞
書
　
写
　
一
冊
　
宗
舐
講
尺
肖
柏
聞
書
（
肖
聞
抄
）
　
袋
綴
　
改
装
表
紙
　
楮
紙
　
縦
二
十
四
糎
　
横
十
九
糎
　
七
十
枚
　
十
三
行
　
凡
二
十
五
字
　
内
題
墨
付
二
枚
目
裏
発
端
　
に
あ
り
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
聞
書
」
　
外
題
表
紙
左
肩
替
題
叢
本
文
と
異
筆
「
伊
勢
物
語
肖
聞
抄
」
　
蔵
印
「
三
條
西
」
　
三
条
西
公
条
筆
か
　
室
町
末
期
の
写
か
　
奥
書
（
七
十
表
）
は
前
掲
本
奥
書
と
一
二
個
所
異
る
（
他
虫
損
で
判
読
困
難
の
個
所
若
干
あ
り
）
他
は
内
容
は
ほ
ゴ
一
致
す
る
が
、
「
文
明
庚
申
孟
冬
仲
欝
書
写
詑
　
夢
蕎
子
」
以
外
の
記
載
は
別
紙
貼
紙
で
あ
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
但
本
文
と
同
筆
か
。
（
別
紙
貼
紙
の
記
載
は
前
掲
本
奥
書
を
転
写
し
貼
付
け
た
も
の
と
解
釈
で
き
る
か
。
な
お
前
表
紙
見
返
に
茶
福
色
原
表
紙
残
片
か
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
虫
損
）
と
思
わ
れ
る
一
片
が
あ
り
、
打
付
書
で
「
□
聞
抄
」
と
あ
る
。
虫
損
部
分
は
「
肖
」
で
な
く
「
松
」
か
と
思
わ
れ
る
。
「
松
聞
抄
」
と
す
れ
ば
「
肖
」
と
「
松
」
は
同
音
故
に
か
く
記
さ
れ
た
か
。
，
或
は
「
松
某
」
の
聞
書
な
の
か
。
又
後
掲
⑫
以
下
の
諸
本
に
引
用
の
「
肖
聞
抄
」
が
「
松
闘
」
等
と
あ
る
の
に
符
合
。
）
　
奥
書
か
ら
は
、
「
文
明
庚
申
（
子
か
）
」
と
あ
り
文
明
十
二
年
本
系
統
に
属
す
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
｝
方
七
十
五
段
の
末
尾
に
付
し
て
、
　
す
で
に
今
年
文
明
九
丁
酉
に
い
た
り
て
五
百
九
十
入
年
也
。
奇
也
く
。
と
あ
り
、
文
明
九
年
本
系
統
に
属
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
。
　
内
容
も
前
掲
本
と
同
様
に
、
文
明
九
年
本
の
要
素
に
文
明
十
二
年
本
の
要
素
を
併
せ
も
ち
、
十
四
段
「
く
り
は
ら
の
あ
ね
は
の
松
」
の
註
に
は
、
　
勝
地
は
主
な
し
と
い
へ
り
。
松
の
ご
と
く
な
ら
ば
さ
そ
は
ん
と
也
。
が
付
加
さ
れ
、
又
百
二
十
五
段
の
末
尾
に
は
小
字
で
、
　
此
一
部
在
中
将
の
事
を
あ
め
り
。
よ
て
始
終
の
段
に
も
み
え
侍
り
。
販
初
　
　
　
　
（
虫
損
）
　
に
も
注
之
口
。
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
　
本
書
の
端
書
に
は
、
「
京
極
黄
門
伊
勢
物
語
両
本
奥
書
」
と
し
て
、
武
．
田
本
系
統
及
び
流
布
本
系
統
奥
書
を
載
せ
、
続
い
て
業
平
の
略
歴
を
記
し
て
い
る
が
、
前
掲
本
と
は
そ
の
内
容
か
ら
も
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
様
で
あ
る
。
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講
尺
聞
書
は
前
掲
本
同
様
八
回
に
渡
っ
て
い
る
α
　
な
お
「
肖
聞
抄
」
の
諸
伝
本
の
系
統
が
、
文
明
庚
申
云
々
な
ど
の
夢
蕎
（
肖
柏
）
の
奥
書
や
七
十
五
段
の
註
記
な
ど
に
よ
つ
て
判
然
と
な
る
も
の
な
ら
、
前
掲
本
及
本
書
は
、
文
明
九
年
系
統
本
に
と
つ
て
は
不
純
な
、
文
明
十
二
年
系
統
本
の
要
素
が
加
わ
り
、
両
系
統
本
の
混
合
体
の
も
の
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
い
っ
た
い
講
尺
聞
書
に
よ
る
註
釈
書
は
、
あ
る
時
あ
る
場
所
で
様
々
な
人
々
に
よ
り
講
尺
さ
れ
色
々
な
人
々
に
よ
つ
て
聞
書
さ
れ
て
、
そ
れ
ら
が
種
々
混
合
さ
れ
つ
x
自
つ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
は
自
明
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
た
が
つ
て
前
掲
本
及
本
書
の
奥
書
に
記
さ
れ
た
明
応
・
文
亀
（
二
年
初
冬
廿
八
日
は
宗
舐
残
後
三
カ
月
足
ら
ず
）
の
講
尺
が
肖
柏
の
講
尺
で
あ
る
事
が
さ
ら
に
何
ら
か
に
よ
つ
て
裏
付
け
ら
れ
る
な
ら
ば
、
前
掲
本
及
本
書
は
、
文
明
九
年
に
、
宗
紙
が
講
尺
し
た
の
を
肖
柏
が
聞
書
し
ま
と
め
た
「
肖
聞
抄
」
を
、
今
度
は
先
に
聞
書
し
た
肖
柏
自
ら
が
講
尺
し
た
事
に
よ
つ
て
、
こ
の
様
な
文
明
九
年
と
十
二
年
系
統
本
の
要
素
を
混
有
す
る
内
容
に
な
つ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
し
て
よ
さ
そ
う
で
あ
る
。
　
ま
た
明
応
九
年
・
文
亀
元
年
の
講
尺
が
共
に
和
泉
堺
南
庄
で
行
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
肖
柏
が
そ
れ
ま
で
隠
栖
し
て
い
た
摂
津
の
池
田
か
ら
、
永
正
十
五
年
に
和
泉
堺
に
移
る
以
前
に
、
同
地
を
し
ば
く
訪
れ
講
尺
を
人
の
所
望
の
ま
エ
に
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
で
き
、
肖
柏
に
よ
る
伊
勢
物
語
堺
伝
受
の
一
端
を
ほ
ゴ
本
書
の
内
容
か
ら
知
り
得
よ
う
し
、
し
か
も
そ
の
講
尺
は
明
応
．
文
亀
頃
に
は
す
で
に
こ
の
様
な
宗
祇
講
尺
肖
柏
聞
書
「
肖
聞
抄
」
の
文
明
九
年
・
十
二
年
系
統
本
の
混
合
の
状
態
で
、
肖
柏
が
師
説
を
講
尺
し
て
い
た
事
を
い
つ
そ
う
推
測
さ
せ
る
と
い
え
ま
い
か
。
，
　
こ
う
し
た
点
か
ら
み
れ
ば
、
前
掲
本
と
本
書
と
を
唯
単
に
混
合
体
不
純
な
　
も
の
と
し
て
宗
祇
講
尺
肖
柏
聞
書
の
「
肖
聞
抄
」
の
中
に
系
統
付
け
る
こ
と
　
は
躊
躇
さ
れ
、
又
た
と
え
系
統
付
け
た
と
し
て
も
、
そ
れ
で
終
つ
て
は
な
る
　
ま
い
。
あ
る
い
は
肖
柏
講
尺
の
聞
書
と
し
て
別
系
統
を
立
て
る
べ
き
で
あ
ろ
　
う
か
。
⑤
伊
勢
物
語
抄
　
写
　
一
冊
　
袋
綴
改
装
表
紙
楮
紙
縦
二
十
六
纒
横
十
九
糎
五
十
一
枚
十
二
行
　
凡
二
十
二
字
　
内
題
墨
付
一
枚
目
表
発
端
に
あ
り
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
　
抄
」
外
題
表
紙
左
肩
替
題
籏
本
文
と
異
筆
「
伊
勢
物
語
抄
」
蔵
印
「
三
條
西
」
　
江
戸
初
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
宗
舐
講
尺
肖
柏
聞
書
「
肖
聞
抄
」
に
近
い
が
、
「
肖
聞
抄
」
そ
の
も
の
で
は
　
な
く
、
そ
の
前
後
の
註
釈
か
。
少
く
と
も
宗
紙
の
説
に
関
係
の
あ
る
註
釈
で
　
若
干
の
三
条
西
実
隆
説
を
加
え
た
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
⑥
伊
勢
物
語
　
写
　
一
冊
　
三
条
西
実
隆
講
尺
清
原
宣
賢
編
（
惟
清
抄
）
　
袋
綴
　
灰
色
系
改
装
（
p
）
表
紙
　
楮
紙
縦
二
十
四
糎
横
十
九
糎
　
四
十
九
枚
十
三
行
凡
三
十
字
　
内
題
　
墨
付
二
枚
目
表
発
端
に
あ
り
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
」
　
外
題
表
紙
左
肩
打
　
付
書
本
文
と
異
（
P
）
筆
「
惟
清
抄
」
　
蔵
印
「
三
條
西
」
　
江
戸
初
期
の
写
か
　
奥
書
「
右
加
一
見
老
瀬
僻
案
之
臆
説
不
漏
一
事
載
而
抄
之
恰
／
如
破
竹
如
潟
　
水
却
錐
有
恥
来
者
償
同
志
者
須
潤
色
／
之
名
日
惟
清
抄
不
可
出
窓
外
而
已
／
　
大
永
壬
午
暦
重
陽
前
一
日
／
魂
陰
贋
菰
錫
　
箋
空
誌
六
＋
入
歳
」
（
四
十
九
裏
）
　
　
右
の
奥
書
は
、
普
通
「
惟
清
抄
」
と
い
わ
れ
る
も
の
に
は
あ
る
。
　
　
内
容
は
、
続
群
書
類
従
本
と
さ
ほ
ど
の
大
差
は
な
い
。
　
　
（
な
お
書
写
が
片
仮
名
漢
字
混
り
で
あ
る
点
が
注
意
さ
れ
る
。
）
⑦
伊
勢
物
語
　
写
　
｝
冊
　
三
条
西
実
隆
講
尺
清
原
宣
賢
編
（
惟
清
抄
）
　
袋
綴
　
改
装
表
紙
　
楮
紙
　
縦
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二
十
三
糎
横
十
六
糎
　
九
十
枚
　
凡
十
行
　
凡
二
十
字
　
内
題
①
扉
中
央
上
本
文
と
同
筆
「
い
せ
い
し
う
」
　
内
題
②
墨
付
三
枚
目
表
発
端
に
あ
り
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
」
（
書
名
は
②
を
と
る
）
　
外
題
表
紙
左
肩
替
題
籏
本
文
と
異
　
　
マ
こ
鞭
艶
響
鶴
灘
説
夢
載
而
抄
之
ム
鑑
破
竹
如
蘂
却
錐
有
恥
來
者
／
償
同
志
者
須
潤
色
之
名
日
惟
清
抄
不
可
出
／
窓
外
而
已
／
　
　
　
（
マ
マ
）
六
十
八
歳
椀
陰
贋
菰
蔚
尭
空
」
（
九
十
表
）
　
前
掲
本
と
同
様
に
続
群
書
類
従
本
「
惟
清
抄
」
と
は
さ
ほ
ど
大
差
は
な
い
が
、
前
掲
本
よ
り
は
よ
り
多
く
続
群
書
類
従
本
と
の
出
入
を
有
し
、
従
つ
て
又
前
掲
本
と
は
若
干
の
出
入
が
あ
る
。
「
惟
清
抄
」
諸
伝
本
の
5
ち
、
久
原
文
庫
旧
蔵
本
「
伊
勢
物
語
抄
」
や
桃
園
文
庫
蔵
本
「
惟
清
抄
」
に
は
、
書
入
の
形
（
前
者
は
朱
筆
．
後
者
は
墨
筆
）
を
も
ち
追
考
増
補
の
跡
を
示
し
て
い
る
註
記
の
個
所
が
認
め
ら
れ
る
が
、
本
書
で
は
書
入
の
形
で
は
な
く
て
そ
の
註
記
を
持
つ
て
い
る
事
が
注
意
さ
れ
る
。
今
そ
の
中
の
二
三
個
所
の
例
を
挙
げ
て
お
く
と
次
の
如
く
で
あ
る
。
五
十
八
段
「
宮
ば
ら
」
の
註
に
、
　
へ
桓
武
天
皇
の
皇
女
た
ち
御
事
鰍
。
可
尋
申
。
七
十
八
段
「
出
て
た
ば
か
り
給
ふ
」
の
註
に
、
　
私
云
た
ば
か
る
慮
の
字
鰍
．
日
本
紀
神
代
上
宝
鏡
図
既
或
説
第
＝
瓜
思
慮
。
入
十
二
段
「
大
和
う
た
」
の
註
に
、
　
私
に
い
は
く
や
蚤
と
の
国
此
声
に
よ
み
給
へ
り
。
　
こ
れ
ら
は
続
群
書
類
従
本
に
は
見
ら
れ
な
い
註
記
で
あ
り
、
前
掲
両
本
の
如
く
元
来
追
考
増
補
の
書
入
の
形
で
あ
つ
た
も
の
が
、
本
書
で
は
本
文
に
ま
ぎ
れ
込
ん
だ
も
の
と
老
え
ら
れ
よ
う
か
ら
、
こ
の
註
記
は
本
書
の
純
不
純
を
考
え
る
上
の
手
掛
り
と
な
ろ
う
。
⑧
伊
聞
写
　
一
冊
　
三
条
西
実
隆
講
尺
三
条
西
公
条
聞
書
（
遣
談
称
聴
）
　
袋
綴
　
灰
色
流
模
様
原
　
表
紙
薄
斐
紙
（
？
）
　
縦
二
十
九
糎
横
二
十
一
糎
　
四
十
二
枚
十
三
行
　
凡
二
十
二
字
内
題
墨
付
四
枚
目
表
発
端
に
あ
り
本
文
と
同
筆
「
伊
聞
」
外
　
題
表
紙
左
肩
打
付
書
本
文
と
同
筆
「
称
名
院
右
禅
府
伊
勢
物
語
御
聞
書
」
　
蔵
印
　
「
三
條
西
」
　
江
戸
末
期
（
？
）
の
写
か
奥
書
騰
錨
難
禦
也
抄
称
名
院
聞
・
也
／
杢
冊
也
奥
二
三
枚
柔
来
　
雨
中
吟
／
口
伝
共
ア
リ
シ
ミ
サ
シ
又
ミ
エ
ヌ
所
シ
ユ
ニ
テ
書
／
也
一
字
カ
ウ
　
イ
ツ
レ
モ
本
ノ
コ
ト
ク
也
／
時
文
禄
四
十
二
月
十
五
日
写
之
也
」
（
四
三
裏
）
　
　
右
奥
書
か
ら
本
註
釈
が
、
称
名
院
（
公
条
）
聞
書
の
抄
で
あ
り
、
奥
に
未
　
来
記
・
雨
中
吟
の
口
伝
が
あ
る
こ
と
を
知
る
。
　
　
こ
の
奥
書
は
、
時
文
禄
四
年
が
公
条
孜
（
永
禄
六
年
）
後
だ
か
ら
、
勿
論
　
公
条
の
記
載
で
は
な
く
、
公
条
自
筆
禁
中
御
本
を
文
禄
四
年
十
二
月
十
五
日
　
に
何
人
か
が
転
写
し
た
時
の
記
事
で
あ
る
。
（
右
奥
書
の
「
故
右
府
殿
御
筆
．
也
」
（
右
府
は
公
条
）
と
い
う
の
は
、
次
に
掲
げ
る
一
本
と
比
べ
る
こ
と
に
よ
　
つ
て
本
書
筆
者
の
書
入
れ
と
思
わ
れ
、
そ
れ
は
奥
書
全
体
を
指
す
の
で
は
な
　
く
「
此
本
禁
中
御
本
也
」
の
註
記
と
考
え
ら
れ
る
。
）
本
書
は
右
奥
書
を
も
つ
　
伽
た
本
の
転
写
本
に
間
違
い
な
か
ろ
う
。
　
　
そ
の
他
次
の
如
き
識
語
な
ど
が
あ
る
。
　
　
「
伊
勢
物
語
家
慧
度
々
御
講
尺
如
形
聞
書
了
／
但
往
年
序
一
向
難
見
分
事
共
　
有
之
間
其
内
少
々
又
書
／
改
之
次
第
不
同
事
共
也
度
々
之
聞
書
之
内
書
／
集
　
之
問
前
後
不
同
也
／
天
文
第
十
八
月
　
日
」
（
三
裏
）
　
　
「
一
此
伊
勢
物
語
ト
書
二
付
テ
此
奥
書
ニ
テ
題
号
ヲ
シ
ル
／
一
天
福
え
本
孫
　
ヘ
フ
ソ
ク
／
一
奥
書
ハ
三
ト
ヲ
リ
有
シ
ヤ
ウ
本
也
／
一
天
福
せ
う
ア
イ
詞
花
　
ケ
ン
ヨ
ウ
此
三
ツ
奥
カ
キ
有
」
（
四
表
）
一80一
「
家
君
伊
勢
物
語
御
講
尺
事
／
大
永
三
五
　
神
蝕
吉
田
所
望
／
同
八
三
　
堺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
チ
ヨ
サ
ク
者
発
起
／
天
文
三
卯
　
職
田
七
郎
／
著
作
」
（
四
裏
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
ラ
ハ
シ
ツ
ク
ル
也
　
こ
れ
ら
の
識
語
な
ど
は
、
い
ず
れ
も
公
条
の
記
載
と
思
わ
れ
る
。
今
こ
れ
ら
か
ら
こ
の
註
釈
の
成
立
、
形
態
な
ど
を
推
測
す
れ
ば
、
こ
の
註
釈
は
、
少
く
と
も
父
実
隆
の
大
永
三
年
五
月
・
同
八
年
三
月
・
天
文
三
年
四
月
の
三
度
の
講
尺
を
公
条
が
聞
書
し
、
お
そ
く
と
も
天
文
十
年
ま
で
に
公
条
が
そ
れ
ら
の
講
尺
の
聞
書
を
抄
し
て
、
前
後
不
同
に
書
集
め
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
こ
の
事
は
実
際
に
内
容
を
み
る
に
、
例
え
ば
段
々
が
相
前
後
す
る
と
い
ゲ
様
に
、
本
書
の
形
態
が
非
常
に
未
整
理
の
状
態
の
ま
弐
に
書
写
さ
れ
、
そ
の
形
を
保
つ
て
い
る
事
で
も
明
ら
か
で
あ
る
。
　
な
お
奥
書
に
も
記
さ
れ
て
い
た
如
く
、
未
来
記
・
雨
中
吟
の
口
伝
は
註
の
最
後
に
付
加
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
発
端
に
「
永
正
十
五
　
五
　
十
八
　
御
講
也
」
と
あ
る
か
ら
、
恐
ら
く
こ
の
時
の
実
隆
講
尺
を
公
条
が
聞
書
し
て
お
き
、
そ
れ
を
公
条
自
身
が
付
し
た
も
の
と
思
わ
れ
、
元
来
本
註
釈
聞
書
に
は
こ
れ
ら
口
伝
は
備
わ
つ
て
い
た
と
老
え
ら
れ
る
。
　
本
書
は
大
津
有
一
博
士
「
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
」
に
い
う
「
遣
談
称
聴
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
本
書
の
写
は
か
な
り
新
し
い
が
、
比
較
的
丁
寧
な
書
写
と
思
わ
れ
、
伝
本
が
少
い
こ
と
、
又
オ
ー
ソ
ド
ツ
ク
ス
た
資
料
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
　
註
釈
内
容
は
非
常
に
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
資
料
の
少
い
実
隆
の
大
永
～
天
文
年
間
に
お
け
る
註
釈
を
知
る
上
で
注
目
せ
ら
れ
、
特
に
本
書
が
、
今
ま
で
述
べ
て
来
た
様
に
、
公
条
の
手
に
よ
り
、
父
実
隆
の
講
尺
を
抄
し
書
き
集
め
た
も
の
で
あ
る
事
、
禁
中
御
本
で
あ
つ
た
事
な
ど
か
ら
、
少
く
と
も
大
永
～
天
文
年
間
の
実
隆
説
の
粋
を
集
め
た
も
の
か
と
思
わ
れ
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
⑨
伊
聞
下
　
写
　
下
巻
一
冊
　
三
条
西
実
隆
講
尺
三
条
西
公
条
聞
書
（
遣
談
称
聴
）
　
袋
綴
　
改
装
表
紙
　
楮
　
紙
　
縦
二
十
八
糎
横
二
十
二
糎
　
十
五
枚
　
凡
十
三
行
　
凡
二
十
字
　
内
題
　
扉
表
左
肩
本
文
と
同
筆
（
？
°
）
「
伊
聞
下
」
（
「
伊
抄
下
」
を
消
し
、
そ
の
下
部
に
　
記
す
）
外
題
表
紙
左
肩
替
題
嬢
本
文
と
異
筆
「
伊
勢
物
語
聞
書
」
　
文
禄
期
の
　
写
か
　
奥
書
「
此
本
禁
中
御
本
也
抄
構
名
院
聞
ノ
也
／
本
一
冊
也
奥
二
三
枚
　
二
未
来
雨
中
吟
ノ
／
口
伝
共
ア
リ
シ
ミ
サ
シ
又
ミ
エ
ヌ
所
シ
ユ
ニ
テ
書
／
也
　
一
字
カ
ウ
イ
ツ
レ
モ
本
ノ
コ
ト
ク
也
／
時
文
禄
四
十
二
月
十
五
日
写
之
也
」
　
（
十
五
裏
）
　
　
こ
の
残
闘
本
は
前
掲
本
と
同
様
「
遣
談
称
聴
」
と
い
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
　
　
奥
書
は
前
掲
本
と
ほ
ゴ
同
じ
。
他
識
語
な
ど
は
欠
く
。
　
　
本
書
の
書
写
は
、
本
書
奥
書
に
い
う
「
文
禄
」
期
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
本
　
書
は
、
禁
中
御
本
（
公
条
自
筆
本
か
）
を
文
禄
四
年
十
二
月
十
五
日
に
、
何
　
人
か
が
転
写
し
た
も
の
’
N
残
闘
本
で
あ
る
。
　
　
従
つ
て
本
書
と
前
掲
本
と
の
関
係
は
、
奥
書
や
書
写
年
時
か
ら
は
、
本
書
　
が
前
掲
本
の
原
拠
本
と
推
測
さ
れ
る
。
　
　
こ
の
事
は
又
、
そ
の
内
容
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
り
、
本
書
は
、
前
掲
本
の
　
第
二
十
九
枚
目
裏
か
ら
最
後
ま
で
の
後
半
の
部
分
に
殆
ん
ど
合
致
す
る
。
　
　
さ
ら
に
本
書
と
前
掲
本
と
を
詳
細
に
比
較
す
る
と
、
前
本
は
そ
の
写
は
新
　
し
い
が
、
本
書
を
極
め
て
忠
実
に
書
写
し
て
い
る
事
が
知
ら
れ
る
。
　
　
前
掲
本
が
本
書
の
忠
実
な
転
写
本
で
あ
る
事
は
、
前
掲
本
の
前
半
の
部
分
　
が
、
本
書
の
闘
け
た
部
分
（
伊
聞
上
）
の
忠
実
な
転
写
と
推
測
さ
れ
、
本
書
　
で
闘
け
る
上
巻
の
部
分
の
姿
の
ま
N
を
と
ゴ
め
て
い
る
こ
と
を
容
易
に
推
測
　
さ
せ
る
。
つ
ま
り
本
書
の
「
上
巻
」
は
、
前
掲
本
の
前
半
の
部
分
に
よ
つ
て
補
う
こ
と
が
出
来
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
81
　
　
な
お
前
掲
本
の
所
で
も
触
れ
た
が
、
本
書
及
前
掲
本
本
文
は
、
か
な
り
煩
　
雑
未
整
理
で
あ
り
、
そ
う
し
た
形
態
の
点
か
ら
、
講
尺
を
聞
書
し
た
ま
x
の
　
姿
を
と
f
め
て
い
る
事
が
推
測
さ
れ
、
　
一
般
に
講
尺
聞
書
か
ら
ま
と
ま
つ
た
　
一
註
釈
書
へ
推
移
す
る
形
態
変
化
の
｝
段
階
を
示
す
資
料
と
し
て
注
意
さ
れ
　
る
。
又
実
隆
、
公
条
の
人
や
学
問
を
考
察
す
る
上
に
も
注
目
す
ぺ
き
資
料
と
　
い
え
よ
う
。
⑩
伊
抄
上
（
下
）
　
写
　
二
巻
二
冊
　
三
条
西
公
条
註
釈
書
　
袋
綴
　
灰
色
亀
甲
模
様
原
表
紙
　
薄
斐
紙
（
？
）
　
縦
　
三
十
糎
横
二
十
二
糎
　
上
巻
五
十
三
枚
下
巻
五
十
九
枚
　
十
三
行
　
凡
二
十
　
七
字
　
内
題
扉
表
左
肩
本
文
と
同
筆
「
伊
抄
上
（
下
）
」
　
外
題
表
紙
左
肩
打
付
　
書
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
御
抄
称
名
院
殿
上
（
下
）
」
　
蔵
印
「
三
條
西
」
　
筆
者
　
⑧
「
伊
聞
」
と
同
一
筆
者
　
江
戸
末
期
（
P
）
の
写
か
　
奥
書
「
元
組
武
智
丸
乙
叡
豊
成
孫
／
天
文
五
年
六
月
十
七
日
／
抄
了
／
永
禄
四
五
　
　
　
　
　
　
　
銘
豹
　
十
一
日
ヨ
リ
十
三
目
読
了
／
加
州
宇
津
宮
所
望
」
（
下
五
九
表
）
　
こ
の
他
次
の
識
語
な
ど
が
あ
る
。
露
子
云
訳
募
霧
舞
藤
蔀
髪
栢
麗
露
嵜
臣
所
　
為
也
偏
非
彼
人
作
寄
耳
古
今
之
間
幕
ノ
有
興
間
書
／
載
鰍
又
不
論
自
他
随
便
　
テ
同
人
嵜
様
二
書
列
之
若
是
密
事
ヲ
／
令
混
之
故
鰍
万
葉
集
幕
多
入
之
　
又
　
其
名
目
有
二
義
一
ハ
有
／
密
事
之
故
為
称
僻
事
之
由
号
伊
勢
物
語
諺
二
伊
勢
　
ハ
僻
ト
／
云
故
也
一
ハ
斎
宮
事
ヲ
為
詮
故
号
伊
勢
是
正
義
鰍
泉
／
式
部
本
ニ
　
ハ
以
斎
宮
事
飯
先
二
書
」
（
上
一
裏
）
　
　
「
伊
勢
物
語
度
々
講
席
承
庭
訓
之
条
々
用
捨
類
聚
／
而
今
為
一
冊
師
説
井
今
　
案
臆
説
大
概
不
残
一
事
／
注
之
桃
花
愚
見
是
又
似
有
違
畢
難
有
恐
柳
加
不
／
　
審
来
者
同
志
者
与
之
大
旨
此
物
語
不
可
求
此
抄
之
／
外
者
乎
為
我
家
之
称
不
　
可
出
闘
外
而
己
錐
然
／
能
州
刺
史
匠
作
禅
門
徳
胤
依
懇
望
書
遣
一
／
本
不
可
有
他
見
者
也
／
天
文
五
年
中
秋
目
　
亜
相
都
護
郎
」
（
下
一
裏
）
　
以
上
は
三
条
西
公
条
の
奥
書
・
識
語
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
記
事
に
よ
れ
ば
、
本
書
は
、
天
文
五
年
六
月
十
七
目
に
は
成
立
し
、
そ
れ
に
同
年
中
秋
日
に
公
条
（
亜
相
都
護
郎
）
自
ら
識
語
を
加
え
た
公
条
の
註
釈
書
で
あ
り
、
そ
の
内
容
は
、
実
隆
の
教
え
を
聞
き
取
捨
し
て
集
め
た
師
説
（
実
隆
説
）
と
今
案
臆
説
を
残
ら
ず
註
し
、
さ
ら
に
一
条
兼
良
の
愚
見
抄
の
不
審
な
点
を
加
え
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
又
こ
の
公
条
の
註
釈
書
を
加
州
宇
津
宮
ハ
石
見
守
親
綱
か
）
の
所
望
に
依
り
、
永
禄
四
年
五
月
十
一
日
か
ら
十
三
日
に
渡
り
（
十
一
日
か
ら
十
三
目
の
三
日
間
と
い
う
よ
り
、
十
一
日
か
ら
十
三
日
間
と
考
え
る
べ
き
か
）
講
尺
し
て
い
る
（
公
条
の
講
尺
な
ら
ば
段
す
る
二
年
前
で
七
十
五
歳
）
こ
と
等
々
が
推
測
せ
ら
れ
る
。
　
な
お
識
語
に
よ
れ
ば
、
こ
の
註
釈
書
を
公
条
自
ら
記
し
、
能
登
国
司
修
理
職
の
「
徳
胤
」
に
送
つ
て
い
る
。
こ
の
「
徳
胤
」
の
名
は
、
「
伊
勢
物
語
集
註
」
や
「
伊
勢
物
語
好
海
」
の
伊
勢
物
語
武
田
本
伝
来
の
記
事
中
「
能
州
畠
山
修
理
大
夫
入
道
徳
胤
」
と
あ
る
が
、
同
一
人
か
。
大
津
有
一
博
士
は
「
岩
波
講
座
日
本
文
学
（
伊
勢
物
語
）
」
の
中
で
、
「
集
註
」
「
仔
海
」
に
見
ら
れ
る
「
徳
胤
」
を
、
「
畠
山
義
統
」
と
し
て
お
ら
れ
る
。
「
氏
姓
家
系
大
辞
典
」
な
ど
に
依
る
と
能
州
畠
山
氏
の
系
図
は
煩
雑
で
不
明
瞭
で
あ
り
、
「
義
統
」
と
「
徳
胤
」
は
同
一
人
物
か
判
然
と
し
な
い
。
「
義
統
」
の
孜
年
と
「
徳
胤
」
と
記
す
本
書
の
成
立
年
時
と
の
関
係
に
お
い
て
更
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
又
「
読
史
備
要
」
に
よ
れ
ば
、
「
徳
胤
」
は
「
興
臨
院
伝
翁
畠
山
義
続
」
で
あ
り
、
「
氏
姓
家
系
大
辞
典
」
で
は
、
「
義
綱
、
一
に
義
総
、
義
継
、
義
続
に
作
る
。
修
理
大
夫
た
り
。
」
と
し
て
い
る
。
「
大
統
寺
内
興
臨
院
過
去
帳
」
に
み
ら
れ
る
「
能
登
国
主
従
五
位
下
左
衛
門
佐
畠
山
義
綱
」
と
本
書
に
い
う
「
徳
胤
」
と
は
同
一
人
物
か
。
な
お
「
伊
勢
物
語
嬰
児
抄
」
中
に
「
能
登
の
こ
う
り
ん
ゐ
ん
「
82
と
の
」
「
と
く
ゐ
ん
」
と
あ
る
の
と
も
関
係
が
あ
ろ
う
。
　
さ
て
次
に
註
釈
を
見
る
と
、
「
御
書
入
」
・
「
首
書
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
、
天
文
五
年
以
後
に
公
条
自
ら
追
考
増
補
し
た
跡
が
み
ら
れ
、
又
そ
れ
に
は
「
天
文
十
三
伏
見
殿
ニ
テ
此
儀
ヲ
申
」
・
「
弘
治
二
四
廿
八
日
於
陽
明
申
之
」
な
ど
と
記
さ
れ
て
い
る
所
が
あ
る
。
　
註
釈
内
容
は
、
上
巻
は
初
段
か
ら
五
十
九
段
ま
で
、
下
巻
は
六
十
段
か
ら
百
二
十
五
段
ま
で
が
収
め
ら
れ
、
比
較
的
詳
細
な
註
釈
で
あ
る
。
そ
の
註
釈
の
傾
向
は
、
前
掲
の
公
条
の
識
語
に
も
見
ら
れ
る
が
、
多
く
は
一
条
兼
良
の
愚
見
抄
の
説
を
排
し
、
宗
祇
説
（
特
に
「
肖
聞
抄
」
の
説
）
を
用
い
、
そ
れ
に
実
隆
説
を
加
え
、
さ
ら
に
若
干
の
自
説
を
加
え
た
も
の
x
様
で
あ
る
。
　
公
条
の
ま
と
ま
つ
た
註
釈
が
「
称
談
集
解
」
（
国
会
図
書
館
〔
旧
上
野
支
部
〕
所
蔵
本
「
伊
勢
物
語
抄
上
（
下
）
」
）
の
他
に
あ
ま
り
知
ら
れ
な
い
現
在
、
本
書
は
公
条
の
少
く
と
も
天
文
五
年
ま
で
の
ま
と
ま
つ
た
】
註
釈
書
と
し
て
注
意
せ
ら
れ
、
更
に
追
考
増
補
の
跡
か
ら
は
、
公
条
の
天
文
五
年
以
後
の
註
釈
の
推
移
の
一
端
を
知
る
と
同
時
に
、
天
文
（
言
継
卿
記
に
天
文
十
三
年
七
月
～
八
月
に
か
け
て
公
条
講
尺
の
記
事
あ
り
）
・
弘
治
（
近
衛
恵
雲
院
殿
抄
・
大
覚
寺
准
后
義
俊
抄
他
の
近
衛
家
の
人
々
の
註
釈
に
関
係
す
る
か
）
・
永
禄
年
間
に
、
公
条
の
伊
勢
物
語
講
尺
が
行
わ
れ
た
事
等
々
を
推
測
す
る
上
で
注
意
す
べ
き
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
な
お
本
書
の
写
は
極
め
て
新
し
く
思
わ
れ
る
が
、
前
掲
⑧
「
伊
聞
」
と
同
一
筆
者
で
あ
り
、
本
書
の
書
写
も
原
拠
本
に
非
常
に
忠
実
と
思
わ
れ
、
や
エ
整
理
し
た
と
思
わ
れ
る
個
所
は
あ
る
が
、
本
書
の
原
拠
本
を
推
測
す
る
一
手
掛
り
を
え
ら
れ
よ
う
。
　
な
お
大
津
有
一
博
士
（
「
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
」
1
三
百
十
三
頁
）
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
本
の
「
惟
清
抄
」
と
題
し
た
愚
（
愚
見
抄
）
・
祇
（
山
口
記
）
・
　
肖
（
肖
聞
抄
）
・
惟
（
惟
清
抄
）
、
及
び
勢
（
？
）
の
五
つ
を
列
挙
し
た
諸
註
集
　
成
の
一
本
に
引
用
さ
れ
た
「
勢
」
と
あ
る
註
釈
は
、
公
条
の
註
釈
か
、
或
は
公
　
条
講
釈
の
聞
書
で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
が
、
そ
の
「
勢
」
の
註
釈
と
本
書
の
公
　
条
の
註
釈
書
と
は
、
．
や
N
一
致
す
る
所
が
あ
る
事
を
付
加
え
て
お
こ
う
。
⑪
（
サ
上
（
下
）
）
写
二
巻
二
冊
　
三
条
西
公
条
註
釈
書
　
綴
葉
装
　
表
紙
本
文
料
紙
と
同
薄
斐
紙
　
縦
十
五
　
糎
横
十
一
糎
　
上
巻
八
十
枚
下
巻
五
十
二
枚
　
上
巻
九
行
下
巻
十
三
行
　
上
　
巻
凡
二
十
三
字
下
巻
凡
二
十
八
字
　
内
題
な
し
　
外
題
表
紙
左
肩
細
字
打
付
　
書
本
文
と
同
筆
「
罪
上
（
下
）
」
江
戸
初
期
の
写
か
　
奥
書
「
元
祖
武
智
丸
／
乙
叡
豊
成
孫
／
天
文
五
年
六
月
十
七
日
／
抄
了
／
永
禄
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
カ
ト
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
シ
タ
カ
　
四
五
十
一
日
ヨ
リ
十
三
日
読
了
／
加
州
宇
津
」
（
下
五
三
裏
）
　
　
右
奥
書
に
よ
つ
て
も
推
定
せ
ら
れ
る
如
く
、
本
書
は
前
掲
本
と
同
様
の
公
　
条
の
註
釈
書
で
あ
る
。
従
つ
て
そ
の
他
識
語
な
ど
に
は
、
「
袋
草
子
」
の
引
用
　
（
上
二
表
）
、
「
天
文
五
年
仲
秋
日
　
亜
相
都
護
郎
」
の
公
条
識
語
（
下
五
四
裏
）
　
な
ど
も
あ
り
、
そ
の
内
容
も
ほ
黛
一
致
す
る
。
但
、
後
者
の
公
条
識
語
の
位
　
置
が
奥
書
の
後
に
来
て
帆
る
事
、
題
号
考
と
註
釈
本
文
（
初
段
）
の
問
（
上
六
　
裏
）
に
、
前
掲
本
で
は
見
ら
れ
な
い
次
の
記
載
が
あ
る
事
（
前
掲
⑧
「
伊
聞
」
　
に
見
ゆ
）
な
ど
の
差
異
が
あ
る
。
　
「
此
奥
書
ニ
テ
題
号
ス
ム
ソ
／
一
天
福
ノ
本
ム
ス
メ
へ
附
属
／
一
奥
書
三
ト
　
ホ
リ
ア
リ
謹
本
ソ
／
一
天
福
　
セ
ウ
詞
花
言
葉
／
此
三
ツ
奥
カ
キ
有
ソ
」
　
　
次
に
前
掲
本
に
見
ら
れ
た
天
文
五
年
以
後
の
公
条
自
身
の
書
入
の
跡
を
見
　
る
と
、
本
書
で
は
、
前
掲
本
の
如
く
に
「
御
書
入
」
、
「
首
書
」
な
ど
と
は
全
　
く
記
さ
れ
て
い
な
い
一
方
、
そ
れ
ら
の
部
分
は
、
殆
ん
ど
細
字
書
入
の
ま
エ
　
の
状
態
を
保
つ
て
い
る
。
こ
の
事
は
本
書
が
前
掲
本
よ
り
写
が
古
い
点
な
ど
　
と
合
せ
考
え
れ
ば
、
本
書
は
前
掲
本
よ
り
一
時
代
前
の
姿
を
と
ゴ
め
て
い
る
83
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
　
上
巻
に
初
段
～
五
十
九
段
、
下
巻
に
六
十
段
～
百
二
十
五
段
が
収
め
ら
れ
、
そ
の
註
釈
内
容
は
、
前
掲
本
と
は
若
干
の
異
同
を
有
し
て
い
る
が
、
さ
し
て
変
り
は
な
い
と
い
え
よ
う
。
又
異
同
の
多
く
が
、
前
述
の
書
入
の
部
分
に
見
ら
れ
る
事
は
、
二
本
の
関
係
の
上
で
注
意
さ
れ
る
。
　
本
書
と
前
掲
本
と
は
、
ど
ち
ら
か
が
ど
ち
ら
か
一
方
を
写
し
た
と
い
う
の
で
も
、
原
拠
本
を
一
に
す
る
と
い
う
関
係
で
も
な
い
と
思
わ
れ
る
。
但
か
な
り
近
い
関
係
に
あ
る
事
は
否
め
な
い
。
　
室
町
後
期
に
お
い
て
古
今
、
源
氏
、
伊
勢
学
に
関
し
て
三
条
西
家
の
保
持
す
る
位
置
は
、
後
期
の
学
芸
文
化
を
形
成
す
る
二
条
当
流
、
堂
上
歌
学
な
ど
の
中
で
、
重
要
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
諸
家
の
日
記
記
録
な
ど
か
ら
も
そ
の
こ
と
は
充
分
に
察
知
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
今
目
わ
れ
わ
れ
め
口
に
す
る
三
条
西
家
の
伊
勢
学
の
実
際
と
い
え
ば
、
も
つ
ば
ら
「
惟
清
抄
」
・
「
直
解
」
，
な
ど
で
知
ら
れ
る
実
隆
説
な
ど
で
あ
つ
て
、
公
条
や
実
枝
説
は
と
い
う
と
、
実
隆
説
の
か
げ
に
か
く
さ
れ
て
多
く
な
お
ざ
り
に
さ
れ
、
か
ろ
う
じ
て
幽
斎
の
「
闘
疑
抄
」
（
幽
斎
が
実
枝
説
を
承
け
て
著
わ
し
た
と
い
わ
れ
る
註
釈
書
）
と
実
隆
の
「
惟
清
抄
」
・
「
直
解
」
な
ど
を
比
較
す
る
事
に
よ
つ
て
推
測
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
か
つ
た
。
　
公
条
の
源
氏
学
の
「
細
流
抄
」
に
匹
敵
す
る
伊
勢
物
語
註
釈
が
存
在
し
て
い
た
ろ
う
と
い
う
事
は
想
像
に
難
く
な
い
。
本
書
は
そ
の
想
像
に
や
N
根
拠
を
与
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
公
条
の
註
釈
書
、
そ
の
伝
本
の
少
い
事
は
、
公
条
の
註
釈
書
が
秘
註
の
如
く
堅
く
相
伝
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
　
こ
の
公
条
の
ま
と
ま
つ
た
註
釈
書
の
全
貌
を
明
か
に
し
、
先
註
や
後
註
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
、
そ
の
特
色
や
位
置
付
け
を
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
あ
る
。
　
今
ざ
つ
と
こ
の
註
釈
書
に
つ
い
て
述
べ
て
み
る
な
ら
ば
、
鎌
倉
期
髄
脳
古
註
時
代
の
妄
説
を
打
破
り
、
室
町
期
旧
註
時
代
の
端
緒
を
開
い
た
と
い
う
点
で
常
に
室
町
期
学
問
の
中
心
的
存
在
と
さ
れ
て
い
る
一
条
兼
良
の
「
愚
見
抄
」
，
、
を
多
く
の
場
合
排
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
に
価
す
る
。
公
条
は
二
条
当
流
た
る
宗
舐
説
の
「
肖
聞
抄
」
説
を
多
く
用
い
、
宗
祇
よ
り
相
伝
さ
れ
た
父
実
隆
説
（
「
惟
清
抄
」
な
ど
）
と
、
さ
ら
に
若
干
の
自
説
を
加
え
て
い
る
。
こ
の
事
は
、
愚
見
、
肖
聞
か
ら
実
隆
ま
で
の
諸
説
を
一
応
取
捨
撰
択
し
な
が
ら
集
成
し
て
い
る
点
で
注
意
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
さ
ら
に
加
え
て
自
己
の
説
を
も
若
干
打
出
し
て
い
る
の
は
、
二
条
当
流
に
お
け
る
学
問
相
伝
と
い
う
範
囲
、
枠
内
に
お
い
て
の
発
展
を
若
干
な
り
と
も
示
し
て
い
る
事
で
あ
り
、
特
に
注
意
さ
れ
よ
う
。
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父
実
隆
以
上
に
公
条
が
種
々
新
説
を
出
し
て
い
る
事
は
、
実
際
に
「
閾
疑
抄
」
な
ど
の
後
註
の
中
に
見
ら
れ
る
所
で
あ
り
、
又
切
臨
の
「
集
註
」
の
記
事
に
、
「
近
衛
恵
雲
院
殿
の
抄
」
以
下
三
抄
を
挙
げ
た
後
、
　
以
上
四
人
の
あ
そ
ば
さ
れ
た
る
抄
は
、
称
名
院
殿
よ
り
の
聴
書
也
。
毎
度
　
注
を
付
替
ら
れ
て
、
か
は
り
た
る
所
お
ほ
し
。
と
あ
る
事
か
ら
も
推
測
で
き
、
公
条
の
註
釈
が
、
講
尺
毎
に
変
化
し
付
加
し
て
い
つ
た
事
は
、
前
述
し
た
如
く
本
書
及
前
掲
本
の
書
入
の
部
分
に
見
る
事
が
で
き
、
「
集
註
」
の
記
事
と
ほ
f
符
合
す
る
。
こ
れ
は
公
条
の
学
問
的
態
度
及
学
問
的
進
歩
発
展
を
如
実
に
語
る
も
の
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。
　
さ
ら
に
特
に
公
条
の
学
問
的
進
歩
の
特
徴
を
挙
げ
る
な
ら
、
和
歌
（
特
に
勅
撰
集
）
、
物
語
、
史
書
、
漢
籍
か
ら
歌
論
書
、
註
釈
書
（
河
海
抄
な
ど
）
、
辞
書
（
色
葉
字
類
抄
）
な
ど
な
ど
に
渡
つ
て
、
幅
広
く
出
典
を
求
め
、
そ
れ
ら
を
駆
使
し
て
註
し
て
い
る
所
に
窺
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
は
「
惟
清
抄
」
　
や
「
直
解
」
な
ど
に
見
る
実
隆
説
に
は
な
か
つ
た
一
種
の
学
問
的
発
展
と
い
　
え
よ
う
。
　
　
室
町
期
に
お
け
る
二
条
道
統
の
学
問
が
、
単
に
学
問
の
継
承
伝
承
と
い
う
　
面
に
の
み
学
問
的
価
値
を
有
す
る
な
ら
ば
、
公
条
は
父
実
隆
に
遠
く
及
ば
な
　
か
つ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
そ
の
価
値
が
物
語
の
新
し
い
解
釈
や
そ
の
物
　
語
解
釈
の
た
め
の
新
し
い
面
、
新
し
い
態
度
な
ど
の
進
歩
発
展
に
求
め
ら
れ
　
る
も
の
と
も
す
る
な
ら
ば
、
少
く
と
も
伊
勢
学
に
関
し
て
は
、
公
条
は
父
実
　
隆
を
学
問
的
に
凌
駕
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
　
か
。
　
　
但
こ
の
事
は
二
条
道
統
で
形
作
ら
れ
た
保
守
的
な
伝
受
形
式
に
よ
る
学
問
　
継
承
と
い
う
面
に
お
い
て
は
、
あ
る
べ
き
姿
で
は
な
か
つ
た
の
か
も
し
れ
な
　
い
。
だ
か
ら
本
書
が
二
条
派
で
は
用
い
る
べ
か
ら
ざ
る
六
条
家
の
　
「
袋
草
　
子
」
の
記
事
を
持
つ
て
い
る
こ
と
な
ど
と
も
合
せ
考
え
る
と
、
公
条
の
註
釈
　
書
は
内
に
秘
め
ら
れ
る
べ
き
で
あ
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
公
条
の
註
釈
書
の
伝
　
本
が
少
い
理
由
は
こ
エ
に
存
す
る
と
考
え
る
べ
き
か
。
　
　
さ
て
こ
の
出
典
を
多
く
挙
げ
、
そ
れ
を
駆
使
し
て
い
る
点
が
、
後
註
に
多
　
大
の
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
事
は
、
例
え
ば
「
閾
疑
抄
」
と
比
較
す
る
事
に
　
よ
つ
て
も
明
ら
か
で
あ
り
、
公
条
の
註
釈
が
、
実
枝
（
三
光
院
）
に
伝
わ
り
、
　
幽
斎
に
も
受
継
が
れ
、
さ
ら
に
後
註
へ
も
影
響
し
て
い
る
様
を
窺
わ
し
め
る
。
　
　
更
に
詳
述
す
る
紙
幅
が
な
い
の
で
、
後
の
機
会
に
譲
る
が
、
こ
の
公
条
註
　
釈
書
の
特
色
と
位
置
付
け
を
先
註
や
後
註
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
見
る
こ
と
　
に
よ
り
、
公
条
の
学
問
を
知
る
の
と
同
時
に
、
三
条
西
学
統
、
さ
ら
に
は
幽
　
斎
や
そ
れ
以
後
の
二
条
当
流
の
学
問
の
実
体
を
更
に
明
か
に
す
る
手
掛
り
を
　
得
ら
れ
る
も
の
と
い
え
よ
う
。
⑫
〔
無
題
〕
写
二
束
折
本
表
紙
な
し
　
斐
紙
縦
十
二
糎
横
九
糎
　
】
東
目
六
十
一
折
二
束
目
八
十
六
折
　
凡
入
行
　
凡
十
五
字
　
内
題
・
外
題
共
な
し
　
蔵
印
な
し
　
三
条
西
実
条
あ
た
り
の
筆
か
　
江
．
戸
初
期
の
写
か
（
な
お
一
束
目
二
東
目
共
書
写
は
表
側
か
ら
裏
側
に
渡
る
。
又
一
束
目
に
は
楮
紙
の
附
箋
若
干
あ
り
。
）
一
束
目
奥
に
次
の
記
載
あ
り
。
「
へ
享
禄
元
十
｝
月
二
目
預
依
勅
定
読
申
磯
碇
踊
段
／
三
日
勲
欄
鷹
蘭
以
下
此
所
入
目
至
六
＋
四
段
九
日
至
八
＋
／
十
一
目
至
九
＋
六
十
三
目
終
功
奥
一
段
不
読
申
／
此
物
華
文
明
野
月
受
宗
馨
師
説
了
／
量
旱
壽
蕎
±
量
而
堕
部
之
講
尺
了
／
古
今
集
伝
受
事
　
文
明
十
九
夏
比
受
」
部
説
了
／
へ
享
禄
元
十
一
十
六
日
／
古
今
集
於
御
学
問
所
第
「
至
梅
嵜
申
之
／
同
二
年
四
月
廿
八
日
終
功
了
（
六
一
裏
）
／
ト
リ
ノ
コ
ノ
切
昏
ア
リ
自
築
也
／
此
伊
勢
物
語
者
京
極
黄
門
真
跡
／
無
讐
之
鴻
費
也
添
為
／
後
花
園
院
御
秘
本
之
処
故
相
公
／
羽
林
醸
腱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ウ
ゼ
イ
嵜
道
器
量
抜
群
依
／
叡
感
賜
之
然
而
不
幸
短
命
長
禄
／
三
年
十
月
廿
日
亮
逝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
　
　
　
カ
ウ
　
　
シ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ホ
ロ
フ
ユ
ク
突
樵
歳
／
書
覇
元
年
來
薙
結
拶
鰹
交
存
蕃
好
附
属
柴
（
脚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
　
　
（
虫
損
）
註
に
「
漆
此
字
也
」
）
／
畢
彼
親
元
死
去
後
依
遺
命
／
口
返
送
予
也
　
前
内
大
　
　
　
ウ
ガ
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
コ
ス
臣
判
／
こ
れ
を
た
に
い
ま
は
は
な
れ
て
い
せ
の
あ
ま
の
船
な
か
し
た
る
お
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
ひ
と
を
し
れ
／
私
此
本
駿
河
守
護
／
ク
タ
ス
／
ト
ァ
リ
／
其
の
時
／
寄
也
（
六
二
表
）
」
　
右
の
記
載
に
つ
い
て
】
言
す
る
と
》
前
半
は
三
条
西
実
隆
の
、
伊
勢
物
語
・
古
今
集
に
関
す
る
宗
祇
か
ら
の
伝
受
、
後
奈
良
天
皇
へ
の
読
申
の
記
事
で
あ
り
、
「
実
隆
公
記
」
の
記
事
に
ほ
黛
符
合
す
る
事
は
注
意
せ
ら
れ
る
。
（
但
本
書
の
享
禄
元
年
伊
勢
読
申
の
記
事
中
、
「
三
目
」
に
「
至
計
入
段
」
と
あ
る
記
事
は
、
「
公
記
」
の
「
三
日
…
…
御
子
の
ほ
い
な
し
ま
て
申
之
」
（
現
在
の
定
家
本
三
十
九
段
に
相
当
）
と
は
符
合
し
な
い
。
本
書
の
誤
記
か
。
あ
る
い
は
現
在
の
定
家
本
と
は
異
る
段
の
切
り
方
を
持
つ
伝
本
が
存
在
し
て
い
た
か
。
）
85
　
後
半
の
記
載
は
、
現
学
習
院
大
学
蔵
伝
定
家
筆
天
福
本
伊
勢
物
語
に
挿
込
ま
れ
た
鳥
の
子
の
切
紙
に
記
さ
れ
た
実
隆
自
筆
の
記
載
に
行
取
り
ま
で
一
致
し
、
本
書
の
註
記
に
「
ト
リ
ノ
コ
ノ
切
需
ア
リ
自
筆
也
」
と
も
あ
る
如
く
、
現
学
習
院
大
学
蔵
の
切
紙
を
そ
の
ま
x
に
写
し
取
つ
た
事
が
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
但
し
本
書
で
は
歌
の
註
記
と
し
て
次
の
一
文
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ゴ
　
私
、
此
本
駿
河
守
護
ク
ダ
ス
ト
ア
リ
。
　
其
の
時
嵜
也
。
と
あ
る
。
こ
の
註
記
（
「
私
」
と
は
実
枝
か
実
条
あ
た
り
か
）
は
、
定
家
自
筆
の
天
福
本
の
所
持
伝
来
を
推
測
さ
せ
る
記
事
と
し
て
は
、
か
な
り
信
愚
度
の
高
い
も
の
と
思
わ
れ
、
注
意
さ
れ
る
。
定
家
自
筆
の
天
福
本
は
、
実
隆
所
持
の
後
に
、
駿
河
守
護
（
今
川
五
郎
氏
親
）
に
下
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
（
閾
疑
抄
の
「
伊
勢
へ
下
さ
れ
た
」
と
す
る
説
は
当
ら
ぬ
）
、
歌
の
み
は
今
川
氏
親
に
下
さ
れ
た
時
に
実
隆
が
詠
み
記
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
　
こ
れ
は
す
べ
て
実
隆
に
関
す
る
記
事
で
あ
る
が
、
本
書
の
註
釈
内
容
自
体
と
は
直
接
に
は
関
係
が
な
い
と
思
わ
れ
る
。
何
故
に
こ
れ
ら
の
記
事
を
記
し
た
の
か
。
前
半
の
記
事
は
三
条
西
家
の
講
義
台
本
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
思
わ
れ
る
多
く
の
書
入
を
も
つ
一
写
本
に
見
ら
れ
る
が
、
そ
れ
か
ら
推
測
す
る
と
三
条
西
家
講
尺
に
は
つ
き
も
の
で
あ
つ
た
の
か
。
し
か
し
後
半
の
記
事
は
、
少
く
と
も
実
隆
や
公
条
の
註
釈
書
な
ど
に
は
全
く
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
あ
る
い
は
、
三
条
西
家
学
統
が
代
々
下
る
に
つ
れ
て
薄
く
な
る
三
条
西
学
統
の
祖
と
し
て
の
実
隆
を
再
認
識
さ
せ
る
意
が
あ
る
の
か
。
　
し
か
し
こ
れ
ら
一
連
の
記
事
が
あ
る
こ
と
は
、
本
書
が
三
条
西
家
の
誰
か
（
実
枝
か
実
条
か
）
　
の
註
釈
か
、
講
尺
の
聞
書
に
関
係
し
て
い
る
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
に
充
分
で
あ
ろ
う
。
　
註
釈
内
容
は
、
愚
見
抄
・
松
（
肖
）
聞
抄
・
惟
清
抄
の
他
泄
遙
院
．
称
名
院
・
三
光
院
の
三
条
西
三
代
の
説
々
を
目
挙
げ
て
い
る
諸
註
集
成
の
傾
向
に
あ
　
る
。
　
　
内
容
は
一
束
目
は
初
段
よ
り
五
十
七
段
に
至
り
、
二
東
目
は
五
十
八
段
よ
　
り
百
二
十
四
段
に
至
る
。
但
終
焉
百
二
十
五
段
は
、
百
九
段
と
百
十
段
の
問
　
に
あ
る
。
こ
の
事
は
明
暦
二
年
の
御
講
尺
（
後
水
尾
院
）
聞
書
（
静
嘉
堂
文
　
庫
本
）
の
百
九
段
の
朱
書
入
に
、
　
　
此
段
ノ
次
二
、
終
二
行
道
ト
バ
カ
ネ
テ
ノ
寄
ノ
段
ヲ
実
条
公
禁
中
ニ
テ
ヨ
　
　
マ
レ
シ
ト
也
。
三
光
院
ヨ
マ
レ
シ
例
ア
リ
ト
云
々
。
　
と
あ
る
の
に
符
合
し
、
本
書
は
実
枝
か
実
条
の
禁
中
で
の
御
講
義
の
聞
書
に
　
関
係
し
て
い
る
か
と
推
測
さ
れ
注
意
さ
れ
よ
う
。
⑬
伊
勢
物
語
　
写
　
残
闘
一
冊
　
袋
綴
（
仮
綴
）
　
仮
表
紙
（
本
文
料
紙
同
反
故
裏
）
　
楮
紙
　
縦
二
十
一
糎
横
十
　
四
糎
四
十
三
枚
十
一
行
凡
三
十
字
内
題
墨
付
二
枚
目
表
発
端
に
あ
　
り
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
」
　
外
題
な
し
　
江
戸
初
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
初
段
よ
り
五
十
八
段
途
中
「
す
き
物
の
し
わ
ざ
や
」
の
註
ま
で
あ
り
、
以
　
下
を
欠
く
。
　
　
註
釈
内
容
は
、
肖
聞
抄
説
を
中
心
に
、
主
に
惟
清
抄
説
等
を
併
せ
用
い
る
傾
向
の
註
釈
。
⑭
〔
無
題
〕
写
残
閾
二
冊
　
袋
綴
（
二
冊
目
仮
綴
）
　
改
装
表
紙
（
一
冊
目
の
み
）
　
楮
紙
　
縦
十
一
糎
横
十
　
六
糎
　
一
冊
目
八
十
二
枚
二
冊
目
三
十
五
枚
　
凡
十
五
行
凡
十
六
字
内
　
題
・
外
題
共
な
し
　
江
戸
中
期
頃
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
一
冊
目
七
段
よ
り
七
十
五
段
に
至
り
、
二
冊
目
七
十
六
段
よ
り
九
十
二
段
　
に
至
る
註
釈
。
首
尾
を
欠
く
。
　
　
註
釈
内
容
は
、
①
愚
見
抄
②
松
（
肖
）
聞
抄
③
翠
抄
（
惟
清
抄
）
④
御
抄
（
称
　
名
院
註
釈
書
）
⑤
箋
（
三
光
院
註
釈
）
の
五
本
列
挙
の
諸
註
集
成
の
傾
向
に
あ
一
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一
，
．
　
る
。
　
　
本
書
は
、
「
惟
清
抄
」
の
引
用
が
特
に
少
い
事
、
又
「
御
抄
」
と
し
て
前
掲
　
の
称
名
院
（
公
条
）
の
註
釈
書
を
引
用
し
て
い
る
事
が
注
意
さ
れ
る
。
　
　
特
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
箋
」
と
し
て
三
光
院
（
実
枝
）
の
註
釈
を
挙
げ
　
て
い
る
事
で
あ
り
、
資
料
の
少
い
三
光
院
の
註
釈
の
一
端
を
知
る
上
に
注
意
　
さ
れ
る
。
　
　
な
お
中
院
通
勝
の
源
氏
物
語
註
釈
「
眠
江
入
楚
」
引
用
の
「
箋
」
は
三
光
　
院
説
で
あ
り
、
こ
玉
に
い
う
伊
勢
物
語
の
「
箋
」
も
同
人
説
で
あ
る
。
三
光
　
院
は
源
氏
に
し
ろ
、
伊
勢
に
し
ろ
註
釈
を
「
附
箋
」
上
に
記
し
た
た
め
に
そ
　
の
「
附
箋
」
を
指
し
て
「
箋
」
と
呼
ぶ
の
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
「
箋
」
と
名
　
の
付
い
た
三
光
院
の
註
釈
書
か
、
三
光
院
講
尺
の
聞
書
が
存
在
し
て
い
た
の
　
で
は
な
い
か
と
推
測
も
さ
れ
る
。
⑮
（
伊
勢
物
語
）
写
残
闘
一
冊
　
袋
綴
改
装
表
紙
楮
紙
縦
十
四
糎
横
十
一
糎
四
十
五
枚
十
｝
行
　
凡
二
十
三
字
内
題
な
し
　
外
題
表
紙
左
肩
替
題
籏
本
文
と
異
筆
「
伊
勢
物
　
伍
叩
」
江
゜
戸
中
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
内
容
は
初
め
に
、
業
平
伊
勢
他
の
系
図
、
業
平
他
の
略
伝
、
次
に
「
抄
物
　
相
違
事
」
と
し
て
知
顕
集
・
愚
見
抄
・
松
（
肖
）
聞
抄
等
を
挙
げ
、
続
い
て
　
「
講
釈
軌
不
聴
事
」
（
実
隆
の
伊
勢
物
語
・
古
今
伝
受
の
記
事
）
等
の
記
載
が
　
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■
　
次
に
長
文
の
題
号
考
を
挙
げ
て
い
る
。
　
　
註
釈
は
初
段
か
ら
六
段
ま
で
で
、
そ
の
内
容
は
、
愚
見
抄
・
松
（
肖
）
聞
抄
　
・
環
翠
抄
（
惟
清
抄
）
・
御
抄
（
称
名
院
註
釈
書
）
・
箋
（
三
光
院
註
釈
）
等
五
本
　
を
列
挙
し
た
諸
註
集
成
の
傾
向
に
あ
る
。
　
　
三
光
院
の
註
釈
（
聞
書
）
に
関
係
す
る
か
と
も
思
わ
れ
る
ρ
⑯
〔
無
題
〕
写
残
闘
一
束
　
折
本
　
表
紙
な
し
　
斐
紙
　
縦
十
二
糎
横
九
糎
　
六
十
一
折
　
凡
七
行
　
凡
　
十
入
字
　
内
題
・
外
題
共
な
し
　
江
戸
中
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
内
容
は
初
段
よ
り
九
段
に
至
り
、
以
下
を
欠
く
。
愚
見
抄
・
松
（
肖
）
聞
抄
　
・
環
翠
（
惟
清
）
抄
・
御
抄
（
称
名
院
註
釈
書
）
・
三
光
院
説
を
取
捨
撰
択
せ
ず
　
に
列
挙
し
た
諸
註
集
成
の
傾
向
を
も
つ
註
釈
内
容
。
⑰
〔
無
題
〕
写
残
闘
【
束
　
折
本
　
表
紙
な
し
　
斐
紙
　
縦
十
三
糎
横
九
糎
　
十
五
折
　
凡
入
行
　
凡
十
　
八
字
　
内
題
・
外
題
共
な
し
　
江
戸
中
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
初
段
途
中
「
か
す
が
の
」
」
の
歌
か
ら
五
段
途
中
「
心
や
み
け
り
」
ま
で
　
の
註
釈
。
前
本
同
様
愚
見
抄
以
下
三
光
院
説
ま
で
の
諸
註
集
成
の
傾
向
を
も
　
つ
内
容
。
⑲
〔
無
題
〕
写
残
闘
一
束
　
折
本
　
表
紙
な
し
　
斐
紙
　
縦
十
三
糎
横
九
糎
　
四
十
折
　
凡
七
行
　
凡
二
　
十
字
　
内
題
・
外
題
共
な
し
　
蔵
印
な
し
　
江
戸
中
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
五
段
途
中
「
人
し
れ
ぬ
」
の
註
釈
か
ら
二
十
一
段
終
り
ま
で
の
註
釈
。
内
　
容
は
前
本
同
様
の
諸
註
集
成
の
傾
向
に
あ
る
。
　
　
以
上
の
⑯
⑰
⑱
三
本
は
、
比
較
的
近
い
註
釈
内
容
・
体
裁
を
も
つ
が
、
各
　
ζ
別
の
聞
書
（
講
尺
）
の
様
で
あ
る
。
⑲
（
サ
少
）
写
残
闘
二
束
　
折
本
　
象
牙
裾
色
原
表
紙
（
一
束
目
の
み
）
　
斐
紙
　
縦
十
二
糎
横
九
糎
　
　
　
東
目
四
十
一
折
二
東
目
四
十
入
折
凡
八
行
凡
十
七
字
内
題
な
し
　
外
　
題
［
東
目
表
紙
左
肩
打
付
書
本
文
と
同
筆
「
サ
少
」
　
江
戸
中
期
の
写
か
　
奥
　
書
な
し
　
（
な
お
両
束
共
に
表
側
よ
り
裏
側
に
渡
り
書
写
し
て
お
り
、
又
共
に
若
干
の
一
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【
附
箋
を
も
つ
Q
）
　
　
一
束
目
は
初
段
よ
り
二
十
段
に
至
り
、
二
東
目
は
二
十
一
段
よ
り
四
十
　
五
段
に
至
る
。
以
下
を
欠
く
。
註
釈
内
容
は
、
愚
見
抄
・
松
（
肖
）
聞
抄
・
環
　
翠
抄
・
遣
遙
院
説
・
称
名
院
説
・
箋
（
三
光
院
説
）
の
他
に
幽
抄
（
細
川
幽
　
斎
「
闘
疑
抄
」
）
の
説
々
を
列
挙
並
記
し
た
諸
註
集
成
の
傾
向
に
あ
る
。
　
　
前
掲
諸
本
と
異
り
「
幽
抄
」
と
し
て
「
闘
疑
抄
」
を
挙
げ
て
い
る
点
が
注
　
意
さ
れ
る
。
前
掲
諸
本
と
は
や
x
時
代
が
下
る
註
釈
と
思
わ
れ
る
。
⑳
〔
無
題
〕
写
残
闘
一
束
　
折
本
　
茶
系
襯
色
原
表
紙
（
前
表
紙
の
み
）
　
楮
紙
　
縦
十
五
糎
横
九
糎
　
二
　
十
九
折
　
凡
六
行
　
凡
十
五
字
　
内
題
・
外
題
共
な
し
　
江
戸
中
期
の
写
か
　
奥
書
な
し
　
　
内
容
は
、
物
語
の
総
論
と
も
い
う
べ
ぎ
、
「
抄
物
相
違
事
」
（
知
顕
集
以
下
　
闘
疑
抄
ま
で
）
、
「
伊
勢
物
語
定
家
筆
」
（
三
ツ
奥
書
有
ソ
）
、
「
物
語
之
大
意
」
、
　
「
題
号
考
」
等
々
の
記
載
が
大
部
分
で
あ
る
。
　
　
こ
れ
ら
の
後
に
初
段
よ
り
の
註
釈
本
文
が
あ
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
　
現
在
は
三
十
九
段
の
註
の
一
部
分
の
み
が
あ
る
。
こ
れ
は
後
人
が
註
釈
の
残
　
片
を
糊
付
け
し
た
も
の
か
と
思
わ
れ
る
。
　
　
こ
の
残
片
よ
り
註
釈
内
容
を
推
測
す
れ
ば
、
や
は
り
愚
見
抄
以
下
闘
疑
抄
　
ま
で
の
諸
註
列
挙
の
註
釈
の
様
で
あ
る
。
⑳
（
伊
勢
物
語
）
　
写
　
一
冊
　
綴
葉
装
　
改
装
表
紙
　
薄
斐
紙
　
縦
二
十
五
糎
横
十
八
糎
　
五
十
六
枚
　
十
　
一
行
　
凡
二
十
五
字
内
題
な
し
外
題
表
紙
中
央
替
題
籏
本
文
と
異
筆
「
伊
　
勢
物
語
」
三
条
西
実
枝
あ
た
り
の
筆
か
　
室
町
末
期
の
写
か
　
奥
書
「
永
正
十
三
暦
五
月
晦
日
書
之
」
（
五
七
表
）
　
（
右
奥
書
は
本
文
と
同
筆
。
こ
れ
を
信
用
す
る
な
ら
公
条
あ
た
り
の
筆
か
と
思
わ
れ
る
が
、
本
書
は
こ
の
奥
書
を
も
つ
「
本
の
転
写
本
か
。
）
他
に
次
の
二
本
奥
書
あ
り
。
「
抑
伊
勢
物
語
根
源
古
人
説
、
、
不
同
或
云
在
原
／
中
将
自
記
云
々
因
蝕
有
其
謙
退
比
興
之
／
詞
等
／
又
云
伊
勢
筆
作
也
械
転
粧
静
之
似
彼
家
集
／
文
躰
是
故
号
伊
勢
物
語
以
此
両
説
案
之
／
更
難
決
之
心
中
秘
密
身
上
興
言
他
人
／
推
而
難
注
之
以
之
可
謂
其
自
書
鰍
但
／
疑
萬
葉
古
風
中
多
載
撰
集
之
歌
仁
和
／
聖
日
之
問
粗
記
臨
幸
之
儀
此
等
事
又
／
不
審
伊
勢
家
集
其
端
文
躰
偏
以
同
之
／
是
又
見
先
達
旧
記
庶
幾
其
躰
鰍
両
不
／
知
之
加
之
此
物
語
名
宇
非
彼
筆
者
何
樗
／
伊
勢
乎
或
説
云
為
狩
使
下
向
伊
勢
伍
／
有
此
名
字
其
説
又
難
信
始
則
載
南
京
／
春
日
之
詞
次
注
西
対
夜
月
之
思
冨
士
山
／
之
雪
武
蔵
野
之
煙
凡
非
伊
勢
国
之
事
／
多
以
為
此
物
語
之
肝
心
働
両
説
共
有
不
／
審
古
事
只
仰
而
可
信
／
又
或
説
云
後
人
以
狩
使
事
改
為
此
草
子
之
／
端
為
叶
伊
勢
物
語
之
道
理
也
件
本
／
狼
籍
奇
惰
者
也
伊
行
所
為
也
不
用
之
／
先
年
所
書
之
本
為
人
被
借
失
伽
／
為
備
証
本
重
所
校
合
也
／
戸
部
尚
書
在
判
」
（
五
五
表
～
五
六
表
）
「
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
／
人
今
案
也
更
不
可
用
之
／
此
物
語
古
人
之
説
不
同
或
称
在
中
将
之
自
書
／
或
称
伊
勢
之
筆
作
就
彼
是
有
書
落
／
事
等
上
古
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
／
詞
花
言
葉
而
已
／
戸
部
尚
書
在
判
」
（
五
六
圭
撒
）
　
右
は
定
家
本
の
流
布
本
系
統
と
武
田
本
系
統
（
発
端
を
欠
く
）
の
二
本
奥
書
で
あ
る
。
　
本
書
は
、
以
上
の
奥
書
を
有
す
る
伊
勢
物
語
本
文
（
流
布
本
系
統
か
）
を
持
ち
、
そ
の
本
文
の
巻
頭
、
巻
中
、
巻
末
の
余
白
に
は
、
本
文
と
は
別
筆
（
江
戸
中
期
頃
の
筆
か
）
で
、
多
数
の
註
釈
書
入
が
あ
る
。
　
註
釈
書
入
の
内
容
は
、
愚
見
抄
・
松
（
肖
）
聞
抄
以
下
三
条
西
実
隆
・
公
条
・
実
枝
三
代
の
説
々
を
列
挙
し
た
註
釈
の
様
で
あ
る
。
一88一
　
　
以
上
⑫
〔
無
題
〕
や
そ
れ
以
下
の
一
連
の
残
闘
本
な
ど
か
ら
三
光
院
（
実
　
枝
）
の
註
釈
の
実
際
を
や
x
察
知
で
き
る
か
と
も
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
他
　
日
に
譲
る
こ
と
に
す
る
。
⑳
（
伊
勢
物
語
）
写
一
冊
　
綴
葉
装
　
改
装
表
紙
　
斐
紙
　
縦
二
十
七
糎
横
十
八
糎
　
六
十
六
枚
　
十
行
　
凡
二
十
四
字
　
内
題
な
し
　
外
題
表
紙
中
央
原
（
P
）
題
籏
（
藍
と
紫
流
模
様
）
　
本
文
と
同
筆
「
伊
勢
物
語
」
　
三
条
西
公
条
あ
た
り
の
筆
か
　
室
町
末
期
の
写
　
か
　
奥
に
次
の
定
家
三
本
（
天
福
本
・
武
田
本
・
流
布
本
系
統
）
の
奥
書
を
記
す
。
　
（
朱
筆
）
　
「
杢
四
天
福
二
年
正
月
廿
日
己
未
申
刻
凌
桑
門
之
盲
／
目
連
目
風
雪
之
中
遂
此
’
　
書
写
為
授
鍾
愛
之
／
孫
女
也
同
廿
二
日
校
了
」
（
五
八
裏
）
　
（
朱
　
筆
）
「
一
本
奥
書
合
多
本
所
用
捨
也
可
備
証
本
／
近
代
以
狩
使
事
為
端
之
本
出
来
末
代
之
人
今
／
案
也
更
不
可
用
之
／
此
物
語
古
人
之
説
不
同
或
称
在
中
将
之
自
書
／
或
称
伊
勢
之
筆
作
就
彼
此
有
書
落
事
等
上
古
／
之
人
強
不
可
尋
其
作
者
只
可
翫
詞
華
言
葉
／
而
已
／
戸
部
尚
書
判
」
（
五
九
表
）
　
（
朱
　
筆
）
コ
本
奥
書
抑
伊
勢
物
語
根
源
古
人
説
ζ
不
同
或
云
在
原
中
将
自
／
記
云
々
因
妓
有
其
謙
退
比
興
之
詞
等
又
云
伊
勢
筆
／
作
也
誠
鵬
離
絆
＋
似
彼
家
集
文
躰
是
故
号
伊
勢
物
語
／
以
此
両
説
案
之
更
難
決
之
心
中
秘
密
身
上
興
言
他
／
人
推
而
難
注
之
以
之
可
謂
其
自
書
慰
但
疑
万
葉
／
古
風
之
中
多
載
撰
集
之
歌
仁
和
聖
日
之
間
粗
記
／
臨
幸
之
儀
此
等
事
又
不
審
伊
勢
家
集
其
端
文
躰
／
偏
以
同
之
是
又
見
先
達
藤
記
庶
幾
其
躰
鍬
両
／
不
知
之
加
之
此
物
語
名
字
非
彼
筆
者
何
称
伊
勢
／
乎
或
説
云
為
狩
使
下
向
伊
勢
傍
有
此
名
其
説
／
又
難
信
始
則
載
南
京
春
日
之
詞
次
又
注
西
対
夜
／
月
之
思
冨
士
之
雪
武
蔵
野
之
煙
凡
非
伊
勢
国
事
／
多
以
為
此
物
語
之
肝
心
傍
両
説
共
有
不
審
古
事
／
只
仰
而
可
信
又
或
説
後
人
以
狩
使
事
改
為
此
草
／
子
之
端
為
叶
伊
勢
物
語
之
道
理
也
件
本
狼
／
籍
　
奇
佐
者
也
伊
行
所
為
也
不
用
之
／
先
年
所
書
之
本
為
人
被
借
失
傍
為
備
証
本
　
／
重
所
校
合
也
／
戸
部
尚
書
判
」
（
五
九
裏
～
六
十
表
）
　
　
本
書
は
、
伊
勢
物
語
本
文
（
天
福
本
系
統
）
を
有
す
る
一
本
で
あ
る
が
、
　
そ
の
巻
頭
・
巻
末
に
は
多
数
の
書
入
（
本
文
と
多
く
は
同
筆
。
但
別
筆
も
あ
　
る
）
が
あ
る
。
　
　
例
え
ば
、
巻
頭
に
は
「
漢
書
恵
帝
紀
・
昭
帝
紀
」
、
「
続
目
本
後
紀
」
等
々
　
の
記
載
が
あ
り
、
巻
末
に
ぱ
「
三
代
実
録
」
、
「
国
史
」
、
「
江
察
次
第
」
等
々
　
の
他
に
、
系
図
や
多
数
の
証
歌
を
挙
げ
、
又
大
和
・
源
氏
物
語
等
々
を
抜
書
　
し
て
お
り
、
終
の
方
に
は
前
掲
⑫
〔
無
題
〕
の
奥
の
記
載
の
前
半
に
あ
る
実
隆
　
の
伊
勢
・
古
今
の
伝
受
、
読
申
の
記
事
が
記
さ
れ
て
い
る
（
後
人
筆
）
。
　
　
こ
れ
ら
に
よ
つ
て
推
測
す
れ
ば
、
本
書
は
三
条
西
家
代
々
の
伊
勢
物
語
講
　
尺
（
或
は
註
釈
書
）
の
た
め
に
用
い
ら
れ
た
書
入
本
か
（
本
書
は
あ
る
い
は
そ
　
の
写
し
か
）
と
思
わ
れ
る
。
又
本
文
と
別
筆
の
後
人
の
書
入
も
あ
る
様
に
思
　
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
代
々
の
講
尺
の
問
に
書
加
え
ら
れ
た
跡
を
示
し
て
い
る
　
の
で
あ
ろ
う
。
⑳
伊
勢
物
語
　
写
　
一
冊
　
伝
定
家
自
筆
本
実
隆
自
筆
附
紙
の
天
福
本
伊
勢
物
語
は
現
在
学
習
院
大
学
図
　
書
館
に
蔵
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
x
で
は
省
略
す
る
が
、
本
書
に
つ
い
て
は
、
　
鈴
木
知
太
郎
先
生
の
御
手
に
よ
つ
て
武
蔵
野
書
院
よ
り
影
印
刊
行
さ
れ
て
お
　
り
、
そ
の
御
解
説
を
参
照
さ
れ
た
い
。
一89一
H
「
伊
勢
物
語
」
関
係
解
説
①
（
伊
勢
物
語
）
写
　
一
冊
〔
前
記
目
録
の
①
〕
　
袋
綴
、
縦
二
十
五
・
入
糎
、
横
十
六
。
七
糎
、
多
く
楮
紙
を
用
い
る
が
、
後
半
に
ま
と
め
て
薄
い
斐
紙
を
用
い
、
紙
数
す
べ
て
墨
付
七
十
九
枚
（
端
書
一
枚
半
、
本
文
七
十
六
枚
半
、
奥
書
一
枚
）
、
一
面
端
書
十
行
、
同
じ
く
本
文
並
に
奥
書
入
行
、
一
行
字
詰
凡
そ
二
十
字
乃
至
二
十
二
字
前
後
に
書
写
す
る
。
筆
者
及
び
書
写
年
時
は
不
明
で
あ
る
が
、
筆
蹟
・
料
紙
な
ど
よ
り
判
断
す
れ
ば
、
室
町
末
期
頃
の
書
写
と
思
わ
れ
る
。
表
紙
は
綴
糸
が
新
し
く
思
わ
れ
る
が
原
表
紙
で
あ
ろ
う
か
。
灰
茶
色
系
の
地
に
、
藍
と
紫
の
流
模
様
を
有
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
が
、
現
在
は
損
傷
甚
し
い
。
表
紙
左
肩
上
に
本
文
と
別
筆
で
「
伊
勢
物
語
」
と
記
載
す
る
替
題
嬢
を
持
つ
。
扉
な
く
、
内
題
も
な
い
。
蔵
印
は
、
学
習
院
に
て
付
せ
る
も
の
x
他
に
、
・
墨
付
一
枚
目
冒
頭
右
肩
に
「
三
條
西
」
の
朱
印
を
有
す
る
。
　
本
書
で
注
意
せ
ら
れ
る
の
は
、
伊
勢
物
語
全
段
本
文
と
註
釈
を
具
有
併
記
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
本
書
の
形
態
を
順
を
追
つ
て
記
す
と
、
初
め
に
端
書
（
第
一
葉
表
～
第
二
葉
表
）
と
し
て
、
「
伊
勢
物
語
」
（
題
号
考
）
、
「
本
文
差
別
之
事
」
、
「
中
将
者
」
9
に
つ
い
て
の
記
事
が
、
漢
字
片
仮
名
混
り
文
で
記
載
さ
れ
て
い
る
。
　
続
い
て
初
段
よ
り
百
二
十
五
段
に
至
る
勢
語
本
文
と
註
釈
書
入
が
併
記
（
第
二
葉
裏
～
第
七
十
八
葉
裏
）
さ
れ
て
い
る
。
勢
語
の
散
文
本
文
並
に
和
歌
本
文
は
、
平
仮
名
漢
字
混
り
で
、
そ
の
う
ち
和
歌
は
一
字
乃
至
二
字
程
下
げ
て
一
行
書
に
し
て
あ
る
。
「
方
註
釈
書
入
は
、
す
ぺ
て
片
仮
名
漢
字
混
り
の
細
字
で
、
散
文
本
文
の
傍
、
あ
る
い
は
和
歌
本
文
の
前
後
の
余
白
に
施
さ
れ
て
い
る
が
、
注
意
す
べ
き
は
、
後
半
の
六
十
三
・
七
十
七
・
百
十
四
段
等
に
そ
の
典
型
的
な
例
が
み
ら
れ
る
如
く
、
註
釈
記
載
の
た
め
に
、
勢
語
本
文
の
書
写
に
あ
て
る
べ
き
分
の
行
を
わ
ざ
わ
ざ
あ
け
て
、
そ
の
一
行
を
二
行
割
に
し
て
、
本
文
か
ら
二
字
程
下
げ
て
、
本
文
と
本
文
の
間
に
所
に
よ
つ
て
は
か
な
り
の
長
文
を
整
然
と
註
記
し
て
い
る
個
所
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
書
写
の
仕
方
と
、
こ
れ
ら
の
註
記
が
本
文
と
同
筆
で
あ
る
こ
と
と
か
ら
、
勢
語
本
文
と
註
釈
書
入
と
は
同
時
に
書
写
さ
れ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
　
し
か
し
一
方
、
本
文
と
同
筆
で
は
な
い
註
釈
書
入
も
存
す
る
こ
と
を
一
言
断
つ
て
お
く
必
要
が
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
特
に
前
半
に
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、
明
ら
か
に
後
人
の
仕
業
（
二
様
あ
る
か
）
で
あ
り
、
例
え
ば
、
全
段
に
渡
つ
て
の
段
数
を
記
し
た
朱
筆
や
、
細
宇
片
仮
名
混
り
の
傍
註
、
又
五
段
か
ら
二
十
一
段
に
渡
る
僅
か
な
註
を
有
す
る
二
枚
の
挿
入
紙
な
ど
は
、
筆
蹟
な
ど
よ
り
推
測
す
れ
ぽ
、
三
条
西
実
条
以
後
の
三
条
西
家
の
誰
人
か
の
書
入
か
と
も
思
わ
れ
、
又
こ
玉
で
は
詳
述
し
な
い
が
、
そ
の
註
釈
内
容
も
肖
聞
抄
及
び
そ
れ
以
後
の
註
釈
で
あ
る
。
（
以
下
に
述
べ
る
註
釈
と
は
す
べ
て
勢
語
本
文
と
同
筆
の
も
の
を
指
す
。
）
　
さ
て
勢
語
本
文
と
註
釈
と
の
併
記
に
続
い
て
、
最
後
の
一
葉
で
あ
る
第
七
十
九
葉
表
に
、
「
合
多
本
所
用
捨
也
可
備
証
本
…
…
戸
部
尚
書
在
判
」
の
武
田
本
系
統
の
奥
書
が
あ
り
、
同
裏
に
は
次
の
奥
書
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
（
訓
読
点
は
私
に
入
れ
る
。
）
　
　
此
注
依
二
沙
弥
礼
春
所
望
一
所
二
記
送
一
也
。
其
後
宗
祇
庵
主
写
取
奥
書
所
望
　
　
之
間
染
筆
畢
。
募
以
有
二
赤
面
之
思
一
。
不
レ
可
レ
被
レ
出
二
箱
底
一
而
已
。
　
　
　
文
明
四
年
入
月
十
五
日
　
　
　
　
　
平
常
縁
在
判
　
こ
の
奥
書
に
よ
れ
ば
、
こ
の
註
釈
は
、
沙
弥
礼
春
の
所
望
に
よ
つ
て
平
常
縁
が
記
し
て
送
つ
た
こ
と
が
あ
り
、
そ
の
後
に
宗
紙
庵
主
が
写
取
つ
て
、
常
縁
に
奥
書
を
所
望
し
て
き
た
の
で
、
常
縁
が
文
明
四
年
八
月
十
五
日
に
加
証
し
た
も
90
一
’
の
ら
し
い
。
つ
ま
り
本
書
は
、
常
縁
所
持
本
を
宗
紙
が
転
写
し
、
そ
れ
に
文
明
四
年
常
緑
が
加
証
し
た
宗
紙
所
持
本
の
系
統
の
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
本
書
の
系
統
を
求
め
れ
ば
、
常
縁
所
持
本
へ
湖
り
え
よ
う
。
　
ま
た
常
縁
加
証
に
「
此
注
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
事
は
、
本
書
が
勢
語
本
文
と
註
釈
と
を
具
有
し
て
は
い
る
も
の
エ
、
前
述
の
様
に
註
釈
書
入
の
書
写
が
本
文
と
本
文
と
の
間
に
併
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
多
く
の
註
釈
書
に
見
ら
れ
る
様
な
勢
語
註
釈
の
総
論
と
で
も
い
う
べ
き
端
書
を
有
し
て
い
る
こ
と
等
と
合
せ
考
え
る
に
、
明
ら
か
に
本
書
は
、
端
書
を
含
め
た
註
釈
書
入
の
部
分
を
主
体
と
す
べ
き
一
本
と
い
え
る
。
し
か
も
こ
の
主
体
は
、
い
ず
れ
も
片
仮
名
漢
字
混
り
に
゜
書
写
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
し
か
し
な
が
ら
本
書
の
註
釈
書
入
が
果
し
て
原
拠
本
に
於
て
も
本
文
と
共
に
あ
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
註
釈
の
み
が
原
拠
本
に
あ
り
、
本
書
か
ら
本
文
を
伴
う
様
に
な
つ
た
の
か
は
、
一
概
に
速
断
を
許
さ
れ
な
い
が
、
本
書
の
前
半
に
多
い
傍
註
書
入
、
後
半
に
多
い
ま
と
ま
つ
た
註
記
な
ど
の
書
写
の
姿
か
ら
推
測
し
て
、
註
釈
と
本
文
と
は
す
で
に
原
拠
本
に
具
有
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
た
い
。
た
§
し
本
書
が
原
拠
本
の
ま
x
の
形
で
書
写
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
は
甚
だ
疑
わ
し
く
、
少
な
く
と
も
、
本
書
の
様
に
註
が
整
然
と
書
写
さ
れ
る
以
前
は
、
頭
註
、
脚
註
、
傍
註
な
ど
余
白
の
あ
り
方
次
第
で
様
々
の
書
入
が
な
さ
れ
、
本
文
は
普
通
の
形
で
毎
葉
何
行
か
に
整
然
と
書
写
さ
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
想
像
さ
れ
る
。
　
さ
て
本
書
の
主
体
と
な
る
註
釈
書
入
、
常
縁
の
加
証
に
い
う
「
此
注
」
と
は
｝
体
如
何
な
る
も
の
な
の
か
と
い
え
ば
、
こ
れ
を
判
断
す
る
手
掛
り
は
、
そ
の
註
釈
書
入
自
身
の
中
に
見
出
せ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
殆
ど
の
項
目
ご
と
に
、
そ
の
註
釈
書
入
の
冒
頭
あ
る
い
は
末
尾
に
、
「
古
注
之
説
」
・
「
古
注
説
」
・
「
古
注
一
こ
な
ど
と
明
記
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
従
う
な
ら
、
こ
の
註
釈
書
入
は
以
前
正
体
不
明
と
さ
れ
て
い
た
「
古
注
」
と
思
わ
れ
る
。
　
古
注
と
は
何
か
。
従
来
は
、
室
町
期
（
旧
註
の
時
代
）
以
後
の
註
釈
書
の
記
載
な
ど
に
よ
つ
て
、
鎌
倉
期
（
髄
脳
古
註
の
時
代
）
の
註
釈
の
総
称
で
あ
り
、
具
体
的
に
は
「
知
顕
集
」
、
「
十
巻
の
抄
」
及
び
そ
れ
ら
の
末
書
と
い
つ
た
ふ
う
に
推
測
さ
れ
、
そ
の
内
容
も
諸
註
釈
書
に
わ
ず
か
に
引
用
さ
れ
た
「
古
注
」
な
ど
に
よ
つ
て
、
実
在
人
物
名
を
物
語
の
登
場
人
物
に
付
会
す
る
傾
向
に
あ
る
も
の
と
部
分
的
に
推
測
さ
れ
て
い
た
。
か
つ
て
大
津
博
士
（
「
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
」
百
四
十
一
頁
）
は
、
「
伊
勢
物
語
の
中
に
古
註
と
称
せ
ら
れ
る
も
の
が
あ
つ
た
。
た
ゴ
室
町
時
代
か
ら
み
て
古
い
註
釈
と
い
ふ
意
味
で
、
幾
つ
か
の
も
の
・
を
漠
然
指
し
て
さ
う
云
つ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
作
者
も
題
名
も
分
ら
ぬ
或
一
つ
の
註
釈
を
ざ
う
呼
ん
だ
の
か
甚
だ
曖
昧
な
の
で
あ
る
。
」
と
述
べ
ら
れ
、
諸
伝
本
中
に
古
注
を
採
用
し
た
の
か
と
思
わ
れ
る
書
入
の
あ
る
本
や
註
釈
書
が
存
す
る
こ
と
を
指
摘
さ
れ
た
。
し
か
し
博
士
は
一
方
で
は
「
知
顕
集
」
を
古
注
と
考
え
て
お
ら
れ
る
節
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（
前
掲
書
五
十
九
頁
）
。
　
最
近
片
桐
洋
　
一
氏
（
国
語
国
文
第
三
十
三
巻
第
四
号
「
伊
勢
物
語
古
註
考
」
）
は
、
次
の
様
に
指
摘
さ
れ
た
。
「
こ
x
で
言
う
古
註
は
、
現
代
の
我
々
が
言
う
よ
う
な
、
鎌
倉
時
代
の
註
釈
の
総
称
で
は
な
く
、
…
…
知
顕
集
と
は
異
な
つ
た
、
あ
る
特
定
の
註
釈
を
指
し
て
い
る
。
」
と
さ
れ
、
「
純
粋
な
古
註
」
（
旧
註
や
知
顕
集
の
影
響
を
受
け
ぬ
も
の
）
と
し
て
、
慶
応
義
塾
図
書
館
蔵
「
定
家
流
伊
勢
物
語
註
」
（
以
後
「
慶
応
本
註
」
と
略
称
）
・
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
伊
勢
物
語
塗
籠
抄
」
（
以
後
「
塗
籠
抄
」
と
略
称
）
・
同
書
陵
部
蔵
「
伊
勢
物
語
抄
」
（
以
後
「
書
陵
部
本
抄
」
と
略
称
）
の
三
本
を
挙
げ
ら
れ
、
「
古
註
」
と
は
「
鎌
倉
時
代
初
中
期
に
冷
泉
家
に
秘
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
説
」
と
指
摘
さ
れ
た
。
　
具
体
的
に
本
書
の
「
古
注
之
説
」
を
、
片
桐
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
「
純
粋
な
古
註
」
で
あ
る
前
記
三
本
と
比
較
し
て
み
よ
う
。
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此
物
語
に
四
の
差
別
あ
り
。
一
に
は
業
平
死
て
後
彼
妻
な
り
け
れ
ば
、
伊
勢
業
平
草
案
し
た
り
し
を
中
書
し
て
亭
子
院
へ
奉
る
。
　
働
課
二
作
　
ニ
者
一
伊
勢
物
語
と
号
す
。
二
に
は
伊
勢
斎
宮
を
業
平
お
か
し
け
る
事
を
ふ
し
ぎ
と
し
て
伊
勢
物
語
と
名
つ
く
。
書
陵
部
抄
三
に
は
伊
勢
や
目
向
の
事
に
な
ぞ
ら
へ
て
い
せ
物
が
た
り
と
云
也
。
是
は
伊
勢
の
人
か
と
思
へ
ば
目
向
の
人
也
。
其
に
と
く
に
此
物
語
も
奥
か
と
す
れ
ば
口
な
る
ゆ
へ
に
た
と
へ
て
い
ふ
也
。
日
本
紀
に
云
昔
日
向
国
に
佐
伯
恒
元
と
い
ふ
者
あ
り
、
又
伊
勢
国
に
文
屋
善
算
と
い
ふ
者
あ
り
。
（
以
下
長
文
の
た
め
中
略
）
四
に
は
伊
勢
物
語
と
は
男
女
の
物
語
也
。
長
房
記
に
云
ク
伊
勢
之
示
艶
粉
好
色
ノ
元
道
云
々
。
又
古
語
拾
遺
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
凡
伊
勢
物
語
と
云
名
に
付
て
四
の
義
有
。
一、
ﾆ
平
死
後
に
彼
妻
な
り
け
れ
ば
、
伊
勢
、
業
平
が
草
案
し
た
り
し
を
中
書
し
て
亭
子
院
に
奉
る
。
侃
之
作
者
に
課
て
伊
勢
物
語
と
名
付
る
也
。
二
、
女
御
后
を
お
か
す
人
多
と
い
へ
ど
、
伊
勢
斎
宮
を
犯
し
た
る
事
業
平
一
人
に
か
ぎ
る
。
是
を
伊
勢
物
語
の
肝
心
と
す
る
ゆ
へ
に
伊
勢
物
語
と
い
ふ
也
。
難
云
、
斎
宮
物
語
と
い
ふ
ぺ
し
。
何
ぞ
国
の
名
を
取
て
伊
勢
物
語
と
い
ふ
也
。
此
義
ふ
し
ん
也
。
三
、
伊
勢
や
日
向
の
物
語
に
な
す
べ
く
い
せ
物
語
と
云
也
。
彼
伊
勢
や
日
向
の
事
、
目
本
記
に
云
、
昔
日
向
の
国
に
佐
伯
恒
元
と
い
ふ
人
有
、
伊
勢
の
国
に
文
屋
の
善
算
と
い
ふ
者
有
。
（
以
下
甚
だ
長
文
の
た
め
中
略
）
四
、
伊
勢
物
語
と
は
男
女
の
物
語
な
り
。
其
故
は
、
日
本
記
に
は
伊
を
ば
女
と
よ
み
、
勢
を
ば
男
と
よ
む
也
。
又
ひ
慶
応
本
註
】
問
云
伊
勢
物
語
ト
云
ハ
心
如
何
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
オ
答
云
一
ニ
ハ
傍
勢
業
平
ノ
中
書
ヲ
清
書
メ
宇
多
院
二
献
ゼ
シ
カ
バ
作
者
二
旦
ホ
セ
テ
為
レ
名
。
　
　
　
　
　
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
デ
ニ
ニ
ハ
斎
宮
奉
レ
嫁
之
仁
自
レ
昔
至
γ
今
　
　
ト
云
コ
ト
　
　
　
　
　
　
7
　
　
　
　
　
　
ル
ト
　
　
ニ
無
・
不
レ
蒙
二
神
罰
一
而
業
平
錐
・
奉
三
密
　
　
　
ニ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ト
タ
も
通
二
斎
宮
一
不
レ
蒙
二
神
罰
一
可
レ
知
匪
二
直
　
ヒ
ト
ニ
　
　
　
ル
ニ
　
　
　
　
　
　
ト
也
人
一
依
γ
為
二
珍
事
一
為
レ
名
。
三
ニ
ハ
物
語
次
第
不
同
也
。
奥
ヲ
パ
端
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
　
タ
ニ
書
キ
端
ヲ
バ
奥
二
書
ケ
リ
。
而
間
、
伊
勢
ヤ
目
向
ノ
物
語
ト
云
義
也
。
　
　
ク
　
私
云
此
第
三
義
称
徳
天
皇
御
宇
伊
勢
　
　
　
ノ
国
二
文
屋
良
笄
ト
云
者
ア
リ
、
又
日
向
　
サ
イ
キ
ノ
国
佐
伯
恒
元
ト
云
者
同
－
年
同
i
月
同
－
目
同
－
時
生
死
々
魂
晩
互
二
入
リ
替
ル
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
へ
事
ア
リ
。
日
本
記
読
ト
テ
掛
閉
申
人
ア
レ
　
　
　
　
ト
シ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ド
難
二
指
南
一
之
問
不
レ
能
二
委
細
一
。
問
多
義
ノ
中
二
何
ヲ
カ
可
レ
為
ノ
正
。
答
　
　
　
　
　
ヤ
リ
為
レ
秘
二
実
義
一
出
二
多
義
一
ヲ
実
ニ
ハ
男
女
ノ
物
語
也
。
日
本
記
云
伊
者
女
種
ヲ
本
書
伊
勢
物
語
此
題
号
一
二
二
之
儀
ア
リ
。
「
ニ
ハ
伊
勢
ト
イ
フ
女
ノ
書
テ
宇
多
院
二
奉
・
リ
ケ
レ
バ
也
Q
三
ニ
ハ
伊
勢
ヤ
日
向
之
物
語
ト
云
儀
ア
リ
。
当
流
之
儀
ニ
ア
ラ
ズ
。
然
レ
ド
モ
此
物
語
之
指
南
ト
ハ
成
ベ
シ
。
（
こ
の
「
三
」
の
記
事
は
、
次
に
示
す
「
ニ
ニ
ハ
男
女
ノ
物
語
ト
云
心
也
」
以
下
の
記
事
の
後
に
あ
る
。
私
に
順
序
を
変
え
る
）
ニ
ニ
ハ
男
女
ノ
物
語
ト
云
心
也
。
費
　
　
　
　
ヲ
ン
ナ
オ
ト
コ
長
房
記
二
伊
勢
之
契
ハ
示
一
艶
粉
　
　
　
ヲ
好
色
之
首
云
々
。
又
陰
陽
記
二
伊
一
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云
勢
を
ば
い
き
ほ
ひ
と
よ
め
り
。
故
に
此
二
字
は
男
女
也
。
さ
れ
ば
男
女
物
語
也
。
ち
や
う
ぼ
う
記
に
云
、
伊
勢
物
が
た
り
は
示
艶
粉
好
色
の
道
と
云
々
さ
れ
ば
伊
勢
は
男
女
な
り
。
又
、
古
語
拾
遺
に
は
勢
を
ば
い
き
ほ
ひ
と
よ
め
り
。
故
に
此
二
字
は
男
女
也
。
又
花
厳
経
に
は
伊
生
男
女
と
説
り
。
さ
れ
ば
伊
の
文
字
は
女
の
儀
也
。
又
陰
陽
記
に
云
、
伊
は
伊
入
乃
子
万
蒙
也
．
ハ
蒔
万
種
か
へ
め
。
此
伊
勢
二
字
男
女
な
る
証
拠
其
故
多
し
。
傍
伊
勢
物
語
と
は
男
女
物
語
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
ト
　
　
ハ
ヲ
ト
コ
タ
ネ
ヲ
サ
ム
ト
ヨ
メ
リ
。
勢
者
男
種
ヲ
マ
ク
ト
ヨ
メ
リ
。
　
　
　
カ
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
ト
云
ヘ
リ
　
費
長
房
記
云
伊
勢
契
ハ
示
二
艶
－
粉
好
－
色
ノ
道
一
ヲ
。
サ
ン
バ
イ
モ
セ
ナ
リ
。
　
　
　
　
　
ヲ
ン
ナ
ハ
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
太
平
後
記
云
伊
亡
国
之
使
人
勿
レ
愛
在
ニ
　
　
　
　
ヲ
ト
コ
ハ
　
ノ
　
ナ
リ
　
　
　
ル
コ
ト
　
テ
　
　
　
ノ
十
失
一
。
　
勢
国
護
媒
公
勿
レ
捨
定
在
二
百
徳
4
　
ソ
　
　
　
　
　
ト
　
凡
伊
勢
者
陰
陽
之
ニ
ー
法
天
地
之
象
儀
ナ
リ
。
（
以
下
長
文
の
た
め
後
略
）
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
ハ
孕
二
万
像
引
勢
ハ
蒔
二
万
種
一
云
々
。
又
太
平
後
記
二
伊
ハ
亡
国
之
使
ナ
リ
人
勿
愛
コ
ト
必
有
十
失
↓
勢
ハ
護
国
之
媒
タ
リ
、
公
勿
捨
コ
ト
定
（
？
°
）
有
百
徳
一
云
々
。
又
花
厳
経
二
伊
ハ
出
男
子
ト
云
々
。
又
長
能
私
記
二
業
平
ト
ツ
イ
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
艮
二
男
女
会
合
之
行
一
ヲ
顕
二
和
語
興
　
　
ヲ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ
　
　
　
　
　
　
　
ク
由
之
媒
一
記
一
二
帖
之
遺
筆
↓
是
名
二
伊
勢
物
語
一
云
々
。
、
此
日
男
と
い
ふ
に
付
て
こ
の
義
有
。
　
一
に
は
業
平
下
位
下
官
に
し
て
后
、
斎
宮
の
上
位
を
犯
し
た
る
事
を
か
く
故
に
、
我
名
を
か
く
し
て
昔
男
と
い
ふ
也
。
是
当
家
の
義
也
。
家
隆
云
い
さ
な
ぎ
い
さ
な
み
の
尊
嫁
し
て
一
女
三
男
を
う
む
事
廿
一
日
の
間
也
。
さ
れ
ば
ゐ
ん
や
う
の
起
な
る
故
に
業
平
好
色
の
事
を
書
て
昔
と
条
后
ヲ
奉
ノ
通
、
伊
勢
斎
宮
ヲ
奉
レ
嫁
之
ン
ヌ
了
。
為
二
自
他
之
振
舞
一
ヲ
昔
男
ト
書
ケ
い
ふ
。
む
か
し
は
廿
一
日
と
書
る
が
故
リ
o
に
い
ふ
な
り
。
顕
云
其
義
な
ら
ば
む
か
し
と
は
神
代
の
事
、
男
と
は
業
平
が
事
な
り
。
神
代
と
今
と
を
一
に
な
し
て
、
む
か
し
男
と
い
ふ
事
如
何
。
如
此
な
ら
ば
神
代
を
し
や
う
こ
と
し
て
業
平
が
事
を
か
け
る
と
は
不
見
。
唯
業
平
即
二
神
の
如
に
見
へ
た
り
。
此
義
ふ
し
ん
也
。
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，
　
以
上
は
総
論
の
」
部
と
初
段
の
一
部
を
比
較
し
て
み
た
の
で
あ
る
α
　
は
じ
め
に
片
桐
氏
の
挙
げ
ら
れ
た
「
純
粋
な
古
註
」
三
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
み
る
に
、
三
本
は
文
の
末
尾
ま
で
か
な
り
一
致
す
る
と
い
え
る
様
な
関
係
に
は
な
く
、
氏
も
い
わ
れ
る
様
に
、
「
大
き
く
把
え
れ
ば
明
ら
か
に
同
種
で
あ
る
。
」
と
い
う
事
な
の
で
あ
る
α
こ
の
事
を
念
頭
に
お
い
て
、
本
書
を
三
本
各
、
、
に
比
較
し
た
結
果
を
み
る
と
、
三
本
中
に
本
書
と
全
く
一
致
す
る
も
の
は
な
く
、
本
書
と
三
本
各
ζ
と
と
は
か
な
り
の
差
異
が
あ
り
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
差
異
は
、
純
粋
な
古
註
三
本
相
互
の
間
に
み
ら
れ
る
差
異
の
程
度
よ
り
も
、
更
に
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
　
殊
に
著
し
い
差
異
は
、
総
論
で
、
三
本
各
ミ
に
み
ら
れ
る
「
二
」
の
「
伊
勢
斎
宮
密
通
」
に
よ
る
題
号
に
つ
い
て
の
記
事
が
本
書
に
は
な
い
事
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
の
冒
頭
に
、
「
此
題
号
一
二
二
之
儀
ア
リ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
事
に
よ
り
、
書
落
さ
れ
た
と
は
見
難
く
、
又
初
段
の
「
昔
男
」
の
註
に
つ
い
て
も
、
そ
の
註
が
三
本
で
は
「
斎
宮
密
通
」
の
事
件
等
に
よ
つ
て
な
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
本
書
で
は
、
斎
宮
の
名
を
出
さ
ず
不
鮮
明
な
註
に
な
つ
て
い
る
こ
と
等
と
も
合
せ
考
え
れ
ば
、
「
二
」
の
「
伊
勢
斎
宮
密
通
」
に
よ
る
題
号
が
本
書
に
な
い
こ
と
は
、
本
書
は
「
古
注
」
で
あ
る
と
い
つ
て
も
「
純
粋
な
古
註
」
三
本
と
は
、
か
な
り
大
差
の
あ
る
註
釈
で
あ
り
、
「
大
き
く
把
え
れ
ば
同
種
」
と
は
い
え
な
い
程
の
異
つ
た
註
釈
、
「
古
注
」
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
も
す
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
題
号
に
つ
い
て
更
に
考
え
れ
ば
、
例
え
ば
知
顧
集
や
肖
聞
抄
な
ど
、
髄
脳
古
註
の
時
代
や
旧
註
の
時
代
を
通
し
て
、
「
伊
勢
斎
宮
の
事
を
旨
と
し
て
」
、
7
斎
宮
密
通
を
不
思
議
と
し
て
」
、
「
斎
宮
に
逢
ふ
事
肝
心
と
し
て
」
な
ど
、
「
斎
宮
」
に
よ
る
題
号
の
詮
義
の
あ
る
こ
と
は
、
狩
使
段
を
発
端
に
し
た
本
が
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
と
も
関
連
し
て
、
常
に
註
釈
並
に
題
号
考
証
に
は
不
可
欠
の
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
そ
の
題
号
の
こ
と
が
本
書
に
な
い
事
は
、
本
書
の
註
釈
の
内
容
、
性
格
に
関
わ
つ
て
く
る
何
ら
か
の
理
由
が
、
あ
る
い
は
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
　
さ
て
更
に
塗
籠
抄
や
慶
応
本
註
と
の
関
係
を
、
十
二
段
、
六
十
段
の
二
個
所
か
ら
み
る
と
、
　
　
　
　
　
　
°
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抄
昔
男
人
の
娘
を
ぬ
す
み
て
む
さ
し
の
へ
行
と
は
長
良
卿
奈
良
に
住
給
ひ
け
る
時
、
二
条
后
の
い
ま
だ
女
御
に
て
親
の
も
と
に
ま
し
ま
す
を
ぬ
す
み
て
春
日
野
の
草
村
の
中
へ
か
く
れ
行
を
云
也
。
春
日
野
を
武
蔵
野
と
い
ふ
事
は
日
本
紀
に
云
、
文
武
天
皇
の
御
時
に
小
野
美
作
吾
と
い
ふ
入
武
蔵
守
に
て
多
年
東
国
し
た
り
け
る
に
、
或
年
京
都
へ
の
ぼ
り
て
病
悩
し
け
り
。
子
を
呼
び
て
い
ひ
け
る
は
、
我
本
国
に
て
命
終
せ
ん
と
思
ふ
に
、
此
所
に
て
死
な
ん
事
心
に
か
x
れ
り
。
さ
れ
ば
我
死
た
ら
ば
慶
応
本
註
春
日
野
ヲ
武
蔵
野
ト
云
柏
違
ハ
彼
野
二
武
蔵
塚
ト
云
所
ア
リ
。
今
ノ
神
ナ
ビ
ノ
森
ハ
是
ナ
リ
。
日
本
記
云
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
　
　
サ
　
　
　
コ
文
武
天
皇
御
宇
二
中
納
言
美
ー
作
－
胡
丸
ト
云
人
武
蔵
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ル
守
ニ
テ
多
年
ス
ミ
侍
シ
ガ
奈
良
二
上
テ
俄
二
死
之
間
春
日
野
中
ウ
ヅ
ム
。
後
二
彼
墓
所
動
テ
天
下
二
人
ヲ
悩
病
ス
。
爾
時
人
ニ
ツ
キ
テ
云
、
我
武
州
二
執
心
ア
リ
。
彼
国
ニ
テ
死
ナ
ン
ト
思
シ
ニ
コ
X
ニ
テ
死
タ
ル
事
・
本
立
思
ナ
シ
。
我
ヲ
武
蔵
堺
ヘ
ヲ
ク
レ
ト
云
。
竹
剛
時
幽
旦
旨
ヲ
下
テ
彼
墓
ヲ
武
蔵
塚
ト
名
ク
。
依
レ
之
其
辺
ヲ
本
書
古
注
之
説
、
人
ノ
ム
ス
メ
ト
ハ
ニ
条
后
也
。
長
良
卿
、
大
和
守
ニ
テ
ヲ
ハ
シ
ケ
ル
時
ヌ
ス
ミ
奉
ル
也
。
春
日
野
ニ
ム
サ
シ
ツ
カ
ト
云
所
ア
リ
。
此
日
武
蔵
国
ヨ
リ
上
ケ
ル
人
ノ
奈
良
京
ニ
テ
身
マ
カ
リ
ケ
ル
ヲ
ヲ
サ
メ
シ
所
也
。
ヲ
リ
く
ハ
人
二
詫
シ
テ
武
蔵
二
執
心
ア
ル
ヨ
シ
申
セ
シ
カ
バ
、
彼
塚
ヲ
武
蔵
ツ
カ
ト
名
付
ケ
リ
。
草
村
ノ
中
ト
ハ
彼
ム
サ
シ
ツ
カ
ニ
女
ヲ
隠
シ
贋
一
ト
也
。
骸
を
武
蔵
国
へ
お
く
れ
よ
と
い
ひ
て
死
け
り
。
死
後
に
本
国
へ
も
つ
か
は
し
や
ら
で
春
日
野
に
埋
む
。
後
に
恨
み
た
x
り
て
け
れ
ば
武
蔵
よ
り
土
を
取
よ
せ
て
又
塚
を
築
な
を
し
て
武
蔵
塚
と
い
ふ
宣
命
を
よ
み
た
り
。
今
塚
の
あ
た
り
を
皆
以
む
さ
し
野
と
い
ふ
也
。
家
童
子
ま
め
に
お
も
は
ん
と
云
人
に
付
て
と
い
ふ
は
、
小
町
は
大
江
ノ
惟
章
が
妻
に
成
て
宇
佐
へ
行
を
云
也
。
人
の
国
へ
と
い
ふ
は
つ
く
し
へ
行
事
を
云
、
此
男
宇
佐
の
使
に
行
と
は
惟
章
貞
観
十
二
年
四
月
に
宇
佐
へ
行
を
云
也
。
使
承
官
人
と
云
は
勅
使
を
う
け
給
り
て
も
て
な
す
也
。
武
蔵
野
ト
云
也
α
サ
レ
パ
古
今
ニ
リ
、
此
物
語
ニ
ハ
武
蔵
野
ト
云
。
ハ
春
日
野
ト
ア
家
童
子
ト
云
ハ
小
町
。
マ
メ
ニ
ヲ
モ
ハ
ン
ー
ト
云
人
ニ
ツ
キ
テ
ト
云
ハ
、
大
内
記
大
江
惟
章
宇
佐
官
人
使
－
ノ承
長
官
ニ
テ
筑
前
国
大
泊
ト
云
所
へ
行
也
。
使
承
ノ
長
官
ト
云
ハ
宇
佐
勅
使
ヲ
モ
テ
ナ
ス
人
也
。
惟
章
ハ
　
　
ハ
カ
セ
　
　
　
　
　
　
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
　
ノ
春
宮
文
子
士
江
家
長
者
兼
大
宰
大
弐
ナ
リ
。
右
京
権
大
夫
惟
致
】
男
江
侍
従
ガ
兄
ナ
リ
。
師
祖
官
人
ト
云
　
ノハ
儲
御
師
読
ナ
レ
バ
云
、
同
事
也
。
業
平
又
文
徳
天
皇
御
宇
天
安
元
年
五
月
｝
日
勅
使
ニ
テ
京
ヲ
出
テ
筑
紫
へ
下
也
。
異
本
二
貞
観
十
二
年
四
月
二
日
ト
モ
イ
ヘ
リ
。
此
段
古
注
之
説
、
小
町
ト
ア
リ
。
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十
二
段
を
み
る
と
、
本
書
は
、
二
本
と
ほ
ゴ
同
じ
内
容
を
持
つ
て
は
い
る
が
、
比
較
的
簡
略
で
あ
り
、
又
六
十
段
で
は
、
　
一
部
を
の
ぞ
き
、
全
く
省
略
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
気
付
く
。
本
書
と
各
本
と
は
二
本
間
の
差
異
よ
り
一
層
大
き
い
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
の
比
較
だ
け
で
は
不
充
分
だ
が
、
こ
れ
ら
の
大
き
な
差
異
を
考
え
れ
ば
、
本
書
は
三
本
の
い
ず
れ
よ
り
も
総
体
的
に
極
め
て
簡
賂
で
あ
り
、
特
に
注
意
さ
れ
る
の
は
、
例
え
ば
慶
応
本
註
な
ど
が
、
新
楽
府
、
伯
撰
、
政
纏
（
伝
）
、
文
集
、
史
記
、
貞
観
政
要
、
左
伝
、
漢
書
、
後
漢
書
他
二
十
余
点
、
又
万
葉
、
古
撰
、
後
撰
、
三
教
指
帰
、
日
本
記
（
紀
）
、
古
今
、
拾
遺
他
数
点
な
ど
、
極
め
て
多
数
の
漢
籍
、
和
書
の
類
を
註
釈
に
際
し
て
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
本
書
で
は
、
前
掲
の
総
論
の
部
分
を
除
く
と
、
六
段
「
く
さ
の
う
へ
に
を
き
た
り
け
る
」
の
註
に
「
文
集
」
及
「
左
伝
」
、
十
段
「
む
さ
し
の
く
に
ま
で
」
の
註
に
「
毛
詩
」
、
三
十
九
段
「
と
も
し
け
ち
」
の
註
に
「
文
撰
」
及
「
浬
繋
経
」
、
五
十
入
段
「
か
り
に
も
お
に
の
す
だ
く
」
　
の
註
に
「
文
選
」
及
「
唯
識
論
」
、
と
い
う
具
A
口
に
極
め
て
僅
か
の
出
典
に
留
ま
つ
て
い
る
。
　
そ
の
ほ
か
、
六
十
段
の
比
較
で
み
た
如
く
、
本
書
で
は
註
す
べ
き
所
に
註
が
な
く
註
釈
の
欠
落
が
非
常
に
多
い
こ
と
を
窺
う
こ
と
が
で
き
、
又
註
釈
が
全
く
な
い
段
が
、
二
十
六
、
二
十
九
、
三
十
入
、
四
十
九
、
七
十
二
、
七
十
五
、
入
十
四
、
百
二
十
四
段
な
ど
の
多
き
に
達
し
て
い
る
。
　
こ
れ
ら
簡
略
、
抜
粋
的
傾
向
を
み
る
と
、
本
書
は
前
掲
三
本
い
ず
れ
か
の
抜
粋
抄
出
本
で
あ
ろ
う
か
と
、
ま
ず
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
が
、
総
論
で
み
た
様
に
、
「
斎
宮
密
通
」
に
よ
る
題
号
が
な
い
こ
と
や
、
文
の
順
序
が
異
る
こ
と
、
又
文
の
末
々
ま
で
一
致
は
し
な
い
こ
と
、
特
に
後
述
す
る
様
に
、
す
べ
て
が
全
く
一
致
す
る
内
容
の
註
釈
で
は
な
い
こ
と
等
々
か
ら
、
本
書
は
少
く
と
も
三
本
い
ず
れ
か
の
直
接
の
抜
粋
抄
出
本
と
い
つ
た
極
め
て
近
い
関
係
の
本
と
は
い
、
κ
な
い
の
で
あ
る
。
　
で
は
本
書
の
古
注
は
三
本
と
は
全
く
異
つ
た
古
注
な
の
だ
ろ
う
か
。
先
に
比
較
し
た
所
か
ら
み
れ
ば
、
題
号
の
一
部
に
大
差
は
あ
る
に
し
ろ
、
十
二
段
の
比
較
な
ど
に
よ
つ
て
も
明
ら
か
な
様
に
、
基
本
的
に
は
や
は
り
三
本
と
同
種
の
内
容
を
も
ち
、
本
書
は
前
掲
三
本
の
問
の
差
異
の
程
度
と
同
様
に
、
大
ぎ
く
把
え
れ
ば
三
本
と
同
じ
性
格
の
内
容
を
も
つ
て
い
る
こ
と
は
論
を
ま
た
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
古
注
の
性
格
と
共
に
更
に
考
え
て
み
た
い
。
　
一
条
兼
良
は
「
愚
見
抄
」
の
総
論
に
、
「
知
顕
集
」
や
「
十
巻
の
抄
」
の
名
を
挙
げ
て
、
　
’
ひ
そ
か
に
是
を
披
見
す
る
に
来
歴
ど
も
別
の
せ
た
る
和
漢
の
書
典
一
と
し
て
　
ま
こ
と
あ
る
事
な
し
。
昔
物
語
の
本
意
を
う
し
な
ふ
の
み
な
ら
ず
詞
花
言
葉
　
の
た
よ
り
に
も
な
り
が
た
し
。
末
学
の
と
も
が
ら
ゆ
め
く
信
用
す
べ
か
ら
　
ず
。
邪
路
に
趣
か
ん
事
う
た
が
ふ
べ
か
ら
ず
。
（
続
群
書
類
従
所
収
本
。
以
　
下
同
）
と
記
し
た
様
に
、
鎌
倉
時
代
の
註
釈
は
室
町
時
代
に
至
つ
て
は
、
荒
唐
無
穰
な
常
識
を
逸
脱
し
た
説
と
し
て
強
く
否
定
さ
れ
る
風
潮
に
あ
つ
た
。
旧
註
（
室
町
期
）
は
こ
の
妄
説
を
否
定
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
築
か
れ
て
い
る
こ
と
は
註
釈
史
上
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
「
古
注
」
も
実
際
鎌
倉
期
の
妄
説
と
し
て
そ
の
風
潮
の
中
に
在
つ
た
と
推
測
す
る
に
難
く
な
い
。
と
い
う
の
は
兼
良
は
更
に
同
抄
総
論
に
お
い
て
、
「
知
顕
集
」
や
「
十
巻
の
抄
」
と
は
記
さ
ず
に
、
「
或
説
」
な
ど
と
し
て
鎌
倉
期
と
思
わ
れ
る
註
釈
に
な
さ
れ
て
い
た
妄
説
を
強
く
否
定
し
て
い
る
が
、
そ
の
否
定
さ
れ
た
妄
説
に
前
掲
三
本
や
本
書
の
古
注
の
内
容
、
性
格
が
一
致
す
る
と
い
つ
た
注
目
す
べ
き
点
が
み
え
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
　
業
平
の
中
将
の
か
よ
ひ
侍
る
女
を
ば
、
を
の
つ
か
ら
物
語
の
中
に
其
名
を
あ
　
ら
は
し
侍
る
は
不
及
申
。
又
代
々
の
撰
集
な
ど
の
中
に
、
そ
の
歌
に
付
て
ま
　
X
作
者
を
の
せ
侍
る
事
あ
り
。
し
か
る
を
近
古
の
末
釈
に
一
々
に
其
名
を
あ
　
ら
は
し
侍
る
。
い
と
お
ぼ
つ
か
な
き
事
な
る
べ
し
。
た
と
ひ
其
世
に
生
あ
ひ
　
た
り
と
も
、
か
x
る
み
そ
か
わ
ざ
を
ば
、
あ
ま
ね
く
人
し
る
べ
か
ら
ず
。
い
　
は
む
や
数
百
年
の
後
に
出
で
、
数
百
年
の
先
を
を
し
は
か
り
に
い
ふ
べ
き
事
．
は
、
た
と
ひ
名
哲
の
口
伝
た
り
と
い
ふ
共
、
信
用
に
た
ら
ぬ
事
な
る
べ
し
。
と
述
べ
て
い
る
、
そ
の
「
物
語
の
中
に
其
名
を
あ
ら
は
し
侍
る
」
点
で
あ
り
、
ま
た
、
　
或
説
に
業
平
は
あ
づ
ま
へ
は
不
下
。
此
物
語
に
東
国
の
名
所
を
あ
ら
は
し
侍
　
る
は
、
ひ
が
し
山
或
都
ち
か
き
処
に
か
た
と
り
て
い
ふ
と
い
へ
り
。
是
大
な
　
る
あ
や
ま
り
也
。
あ
づ
ま
へ
下
た
る
事
は
、
古
今
、
後
撰
、
大
和
物
語
な
ど
　
に
分
明
に
の
せ
た
る
上
は
、
是
に
過
た
る
証
櫨
有
べ
か
ら
ず
。
と
い
う
、
「
あ
づ
ま
へ
は
不
下
」
の
点
で
あ
る
。
　
こ
の
二
点
は
、
鎌
倉
期
註
釈
の
主
な
性
格
で
あ
る
が
、
こ
の
性
格
に
つ
い
て
本
書
と
前
掲
三
木
の
「
古
註
」
と
が
一
致
す
る
か
ど
う
か
を
比
べ
て
み
よ
う
。
は
じ
め
に
、
登
場
人
物
に
実
在
人
物
の
姓
名
を
顕
す
点
に
つ
い
て
、
塗
寵
抄
、
慶
応
本
註
の
入
・
九
・
十
段
を
例
に
と
つ
て
比
較
す
る
と
次
の
様
で
あ
る
。
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段
　
　
　
塗
籠
抄
　
　
　
　
　
　
ー
友
と
す
る
人
一
人
二
人
と
い
ふ
は
紀
有
常
平
定
文
也
。
「
慶
応
本
註
⑧⑨⑨⑨⑩⑩
「
ゆ
き
く
て
駿
河
の
国
と
い
ふ
は
左
大
弁
高
経
干
時
駿
河
守
に
て
あ
り
け
り
。
其
家
に
行
を
い
ふ
也
。
富
士
の
山
を
見
れ
ば
と
い
ふ
は
清
和
天
皇
の
御
事
也
。
王
の
位
を
富
士
山
に
た
と
へ
、
我
位
を
比
叡
山
に
た
と
ふ
る
也
。
猶
ゆ
き
く
て
武
蔵
下
総
に
到
る
と
い
ふ
は
長
良
中
納
言
は
武
蔵
守
に
て
吹
田
川
の
北
に
家
作
あ
り
。
国
経
卿
は
下
総
守
に
て
南
の
川
端
に
家
作
し
て
住
ひ
け
る
。
む
さ
し
の
国
ま
で
と
い
ふ
は
紀
有
常
武
蔵
守
に
て
み
よ
し
の
x
里
に
す
め
り
。
女
と
は
有
常
が
娘
也
。
⑩
こ
と
人
に
あ
は
せ
ん
と
い
ふ
は
平
定
文
を
聾
に
と
ら
ん
と
す
る
也
。
ト
モ
ト
ス
ル
人
ヒ
ト
リ
フ
タ
リ
ト
云
ハ
紀
有
常
平
定
文
。
（
ナ
シ
）
冨
士
山
ヲ
ミ
ル
ト
云
ハ
実
ノ
冨
士
ノ
山
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
清
和
御
門
ヲ
申
也
。
御
門
ハ
王
位
ナ
リ
。
（
中
略
）
山
ハ
コ
ェ
ニ
喩
ヘ
パ
ヒ
エ
ノ
山
ヲ
ハ
タ
チ
パ
カ
リ
カ
サ
ネ
ア
ゲ
タ
ラ
ン
ホ
ド
ト
云
ハ
業
平
殿
上
入
ナ
レ
パ
、
我
位
ヨ
リ
御
門
ノ
御
位
マ
デ
ハ
廿
代
　
　
ネ
ア
ケ
ヲ
重
上
タ
レ
バ
喩
テ
云
也
。
ム
サ
シ
ノ
国
ト
シ
モ
ツ
サ
ノ
国
ト
中
ノ
云
ハ
良
再
…
武
蔵
守
ナ
レ
バ
国
ト
、
良
房
御
子
長
平
下
総
守
ナ
レ
バ
国
ト
云
フ
。
（
前
略
）
是
ハ
有
常
武
蔵
守
ニ
テ
有
シ
カ
バ
大
和
国
イ
　
ル
　
マ
　
ノ
伊
留
麻
郡
…
ミ
ヨ
シ
ノ
X
里
ニ
ス
メ
パ
（
後
略
）
（
ナ
シ
）
本
書
古
注
之
説
、
友
ト
ス
ル
人
ト
ハ
有
常
定
文
也
。
古
注
之
説
、
駿
河
之
国
ニ
イ
タ
リ
テ
ト
ハ
高
経
ノ
家
二
行
ヲ
云
也
。
高
経
ハ
ニ
条
后
ノ
弟
其
時
駿
河
守
ナ
玩
バ
カ
ク
云
ヘ
リ
。
古
注
之
説
、
也
。
冨
士
ノ
山
ヲ
清
和
天
皇
二
喩
へ
奉
ル
古
注
之
説
、
武
蔵
国
ト
ハ
長
良
卿
ノ
御
事
、
下
総
国
ト
ハ
遠
経
之
御
事
也
。
是
ハ
長
良
卿
ノ
御
子
也
。
法
勝
寺
ニ
ア
ル
吹
田
川
ヲ
ヘ
ダ
N
テ
マ
シ
マ
ス
也
。
古
注
之
説
、
武
蔵
国
ト
ハ
有
常
ガ
所
ト
也
。
有
常
其
時
武
蔵
守
二
任
ズ
レ
パ
カ
ク
書
タ
ル
也
。
　
女
ハ
纂
ガ
ム
ス
孟
。
異
本
云
有
常
武
蔵
守
ニ
テ
下
向
之
時
業
平
ニ
ア
ハ
セ
シ
ト
テ
娘
ヲ
具
シ
テ
武
蔵
国
へ
下
ケ
ル
。
（
後
略
）
コ
ト
人
ト
ハ
平
ノ
定
文
也
。
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こ
の
様
に
人
物
名
を
一
々
顕
し
て
い
る
の
は
他
段
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。
以
上
仮
に
本
書
と
塗
籠
抄
と
が
ほ
ゴ
一
致
す
る
所
を
挙
げ
て
み
た
た
め
に
、
例
え
ば
九
段
「
武
蔵
国
と
下
総
国
」
及
十
段
「
こ
と
人
」
の
註
の
様
に
、
慶
応
本
註
の
み
人
物
名
は
異
つ
て
い
る
。
し
か
し
勿
論
慶
応
本
註
と
本
書
ど
の
み
が
一
致
す
る
所
も
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
本
書
と
前
掲
三
本
と
は
基
本
的
に
は
、
人
物
名
を
顕
す
と
い
う
同
性
格
を
も
ち
、
そ
の
内
容
も
一
致
す
る
所
が
多
い
と
い
う
事
が
明
ら
か
に
な
つ
た
と
思
う
。
　
さ
ら
に
女
性
名
を
明
記
し
て
い
る
段
々
に
つ
い
て
み
る
と
、
本
書
で
は
、
ω
二
条
后
が
他
を
圧
し
て
多
く
、
続
い
て
②
小
野
小
町
、
⑧
紀
有
常
女
、
ω
染
殿
内
侍
、
㈲
四
条
后
、
⑥
伊
勢
等
の
順
に
多
く
人
名
を
付
会
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
今
小
野
小
町
に
つ
い
て
慶
応
本
註
と
比
較
し
て
示
せ
ば
次
の
様
で
あ
る
。
（
慶
応
本
註
）
1
8
2
1
2
2
2
5
2
8
3
7
4
2
×
6
0
6
2
7
4
8
3
　
一
鵬
m
m
（
本
　
　
書
）
一
　
一
×
2
5
2
8
3
7
4
2
5
0
6
0
6
2
×
8
3
m
㎜
m
　
一
　
両
本
が
一
致
す
る
段
々
は
十
六
段
中
半
数
以
上
の
九
段
を
数
え
る
の
で
あ
る
。
一
方
一
致
せ
ぬ
段
々
は
七
段
に
及
ぶ
が
、
そ
の
中
「
＝
で
示
し
た
様
に
、
一
本
に
記
載
な
く
不
明
な
の
は
四
段
で
あ
る
。
こ
の
不
明
の
個
所
は
あ
る
い
は
小
町
を
付
会
し
て
い
た
の
か
も
し
れ
ぬ
。
そ
う
な
ら
ば
十
六
毅
中
十
三
段
ま
で
が
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
速
断
は
許
さ
れ
な
い
。
と
い
う
の
は
m
段
を
み
る
と
慶
応
本
註
は
「
小
町
」
だ
が
、
書
陵
部
本
抄
に
は
「
四
条
后
或
本
染
殿
后
」
と
あ
る
の
に
よ
り
、
本
書
の
不
明
の
個
所
が
「
小
町
」
か
「
四
条
后
」
か
「
染
殿
后
」
な
の
か
は
一
概
に
い
え
ぬ
こ
と
明
白
で
あ
る
。
こ
れ
は
次
の
こ
と
に
よ
つ
て
も
い
え
る
。
「
×
」
で
示
し
た
三
個
所
に
は
全
く
異
る
人
名
が
付
会
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
一
致
せ
ぬ
七
段
中
三
段
は
小
町
を
付
会
せ
ず
に
、
2
2
段
は
本
書
で
は
「
染
殿
内
侍
」
（
慶
応
本
註
で
は
「
異
本
染
殿
内
侍
」
）
を
、
5
0
段
は
慶
応
本
註
で
は
「
伊
勢
」
（
「
異
本
小
町
」
）
を
、
7
4
段
は
本
書
で
は
「
二
条
后
」
を
そ
れ
ぞ
れ
付
会
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
か
く
見
れ
ば
厳
密
に
は
内
容
の
細
部
ま
で
全
く
一
致
す
る
性
格
を
も
つ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
。
し
か
し
十
六
段
中
九
段
ま
で
が
一
致
し
、
明
ら
か
に
異
る
の
は
三
段
に
す
ぎ
ぬ
と
い
う
こ
と
か
ら
推
測
す
れ
ば
、
本
書
と
慶
応
本
註
は
人
名
を
付
会
す
る
と
い
到
性
格
は
勿
論
の
こ
と
、
そ
の
性
格
の
細
か
な
内
容
に
渡
つ
て
も
、
少
く
と
も
小
町
に
関
し
て
は
か
な
り
一
致
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
い
え
よ
う
。
　
次
に
東
下
り
の
否
定
に
つ
い
て
み
よ
う
。
こ
の
否
定
論
は
本
書
で
は
、
東
下
り
の
冒
頭
で
あ
る
は
ず
の
七
段
の
「
京
に
あ
り
わ
び
て
」
の
註
に
、
　
古
注
之
説
、
京
ニ
ア
リ
佗
テ
ト
ハ
佗
（
P
）
ユ
ヘ
ニ
勅
勘
カ
ウ
フ
ル
事
也
。
ア
　
ヅ
マ
ト
ハ
東
山
へ
行
事
ト
也
。
流
罪
也
。
と
あ
り
、
明
ら
か
に
東
下
り
を
否
定
し
、
「
東
山
に
籠
居
」
す
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
東
山
籠
居
説
は
、
勿
論
前
掲
三
本
も
同
様
で
あ
る
。
　
そ
の
ほ
か
七
段
以
後
の
一
連
の
東
国
名
所
や
風
物
が
、
都
近
辺
の
名
所
や
風
物
を
比
喩
す
る
と
す
る
点
、
又
多
く
の
段
に
お
け
る
強
引
と
い
う
べ
き
人
物
名
の
付
会
な
ど
の
点
に
つ
い
て
は
、
本
書
と
前
掲
三
本
と
は
ほ
ゴ
一
致
す
る
と
い
え
よ
う
。
　
念
の
た
め
例
示
す
れ
ば
、
本
書
に
お
い
て
七
段
「
伊
勢
尾
張
」
を
「
男
女
ノ
契
ノ
終
」
と
し
て
い
る
の
は
、
慶
応
本
註
や
塗
籠
抄
な
ど
も
同
じ
で
あ
り
、
八
段
「
浅
間
ノ
嶽
」
を
「
我
身
ノ
浅
マ
ニ
ナ
ル
」
と
す
る
の
は
慶
応
本
註
も
、
九
段
「
三
河
国
」
を
「
染
殿
后
、
二
条
后
、
四
条
后
三
人
」
と
す
る
の
は
慶
応
本
註
、
塗
籠
抄
と
も
等
し
く
、
「
国
」
を
「
物
思
フ
ク
ル
シ
ミ
」
と
す
る
の
は
慶
応
本
註
も
同
じ
で
、
「
駿
河
国
」
を
「
駿
河
守
高
経
」
、
「
富
士
ノ
山
」
を
「
清
和
天
皇
」
に
す
る
の
は
、
慶
応
本
註
も
塗
籠
抄
も
等
し
く
、
「
武
蔵
国
」
を
「
長
良
卿
」
、
「
下
総
国
」
を
「
遠
経
」
、
「
角
田
川
」
を
「
吹
田
川
」
と
す
る
の
は
塗
籠
抄
も
同
じ
で
あ
り
、
「
渡
守
」
を
「
関
白
」
と
す
る
の
は
慶
応
本
註
、
塗
籠
98
》
抄
も
同
じ
く
、
「
水
ノ
上
二
遊
ビ
ツ
N
」
を
「
曲
水
ノ
宴
」
°
と
す
る
の
は
塗
籠
抄
と
同
｝
で
あ
り
、
又
十
二
段
「
武
蔵
野
」
を
「
春
日
野
」
と
す
る
の
は
慶
応
本
註
、
塗
寵
抄
共
に
同
じ
で
あ
り
、
十
四
段
「
栗
原
ノ
ア
ネ
ハ
ノ
松
」
を
「
其
比
大
原
ノ
奥
ニ
ア
ネ
ハ
ト
云
谷
ア
リ
。
ソ
ノ
ト
コ
ロ
ニ
住
玉
シ
時
也
。
」
と
註
し
て
い
る
の
は
、
ほ
ゴ
塗
籠
抄
と
同
じ
で
あ
る
。
　
こ
の
様
に
本
書
と
塗
籠
抄
、
慶
応
本
註
な
ど
と
は
比
喩
の
事
柄
も
そ
れ
ぐ
「
致
す
る
所
が
多
く
、
基
本
的
に
性
格
、
内
容
は
一
致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
　
以
上
二
点
に
つ
い
て
の
古
注
の
考
え
方
、
物
語
の
と
ら
え
方
は
、
特
に
重
要
な
性
格
だ
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
が
基
本
的
に
は
一
致
し
て
い
る
事
は
、
本
書
と
前
掲
σ
純
粋
な
古
註
三
本
と
は
内
容
的
に
は
ほ
f
同
一
の
も
の
で
あ
り
、
大
き
く
把
え
れ
ば
同
種
で
あ
る
事
を
示
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
　
以
上
本
書
と
純
粋
な
古
註
と
い
う
三
本
と
を
比
較
し
て
き
た
が
、
そ
の
関
係
は
基
本
的
に
同
じ
性
格
n
内
容
を
も
つ
て
は
い
る
も
の
x
、
詳
細
に
そ
の
内
容
を
比
較
検
討
す
れ
ば
、
や
エ
差
異
が
あ
る
こ
と
は
先
に
も
述
べ
た
し
、
今
ま
で
種
々
比
較
し
た
所
で
も
解
せ
よ
う
。
で
は
な
ぜ
差
異
が
生
じ
た
の
か
。
　
片
桐
氏
は
、
前
掲
三
本
相
互
の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
る
秘
伝
が
色
々
の
形
で
伝
え
ら
れ
、
講
義
さ
れ
、
聞
書
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
か
な
り
の
異
り
を
生
じ
た
も
の
だ
と
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
と
同
様
に
本
書
と
三
本
と
の
関
係
は
、
異
つ
た
講
義
、
聞
書
に
よ
つ
て
生
じ
た
差
異
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
点
か
ら
は
、
三
本
と
は
や
Σ
異
つ
た
本
書
の
様
な
純
粋
な
古
注
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
書
と
三
本
各
ミ
と
の
差
異
が
、
三
本
相
互
の
問
で
の
差
異
よ
り
甚
し
く
、
そ
の
差
異
が
本
書
で
は
漢
籍
和
書
の
出
典
が
少
く
、
註
釈
す
べ
き
個
所
に
註
が
な
く
、
簡
略
抜
粋
的
傾
向
を
も
つ
こ
と
な
ど
を
み
る
と
、
唯
そ
れ
だ
け
に
よ
つ
て
生
じ
た
差
異
と
は
思
え
な
い
の
で
あ
る
。
　
本
書
は
三
本
と
は
異
っ
た
あ
る
大
部
の
註
、
古
注
か
ら
、
何
人
か
に
よ
つ
て
抜
粋
抄
出
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
先
に
も
見
た
様
に
本
書
の
註
の
お
お
む
ね
は
、
「
古
注
之
説
」
と
明
記
さ
れ
て
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
本
書
は
元
来
鎌
倉
期
の
註
釈
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
だ
か
ら
、
「
古
注
」
と
呼
ば
れ
る
様
に
な
る
の
は
少
く
と
も
鎌
倉
期
よ
り
「
時
代
後
の
こ
と
で
あ
る
べ
く
、
恐
ら
く
室
町
期
に
入
つ
て
か
ら
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
本
書
が
鎌
倉
期
に
お
け
る
あ
る
講
尺
の
聞
書
で
あ
り
、
そ
れ
が
そ
の
ま
玉
の
形
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
を
保
つ
て
い
る
の
な
ら
ば
、
元
来
そ
れ
が
「
古
注
」
と
い
｝
名
で
呼
ば
れ
た
り
記
さ
れ
た
り
す
る
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
事
は
、
本
書
の
「
古
注
之
説
」
と
あ
る
う
ち
の
「
古
注
」
と
は
あ
る
大
部
の
然
る
べ
き
名
を
も
つ
た
「
古
注
」
か
ら
の
抜
粋
抄
出
に
際
し
て
記
さ
れ
た
名
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
も
更
に
そ
の
抄
出
の
際
に
、
人
の
手
が
加
わ
り
、
古
注
と
し
て
は
不
純
な
も
の
が
加
わ
つ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
、
「
純
粋
な
る
古
註
」
と
い
う
三
本
と
は
異
る
性
格
を
も
つ
て
い
る
事
か
ら
い
え
る
の
で
あ
る
。
　
片
桐
氏
が
三
本
に
も
と
つ
い
て
挙
げ
ら
れ
た
古
註
の
性
格
に
、
「
あ
ら
ゆ
る
事
蹟
の
年
月
日
を
記
す
る
こ
と
」
、
例
え
ば
、
四
段
「
む
月
の
十
日
ば
か
り
の
ほ
ど
に
他
に
か
く
れ
に
け
り
」
を
「
貞
観
七
年
正
月
の
事
」
と
、
十
七
段
「
年
ご
ろ
お
と
つ
れ
ざ
り
け
る
人
の
」
を
「
貞
観
十
二
年
の
三
月
也
」
、
又
入
十
段
「
お
と
ろ
へ
た
る
家
に
藤
の
花
植
ゑ
た
る
人
…
…
三
月
の
つ
ご
も
り
」
を
「
貞
観
十
二
年
三
月
の
事
」
な
ど
と
根
拠
不
明
の
年
月
日
を
ま
で
付
会
す
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
年
月
日
を
記
す
こ
と
は
本
書
に
は
全
く
見
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
又
「
未
勘
、
不
明
と
い
う
記
述
は
　
切
存
し
な
い
」
と
い
う
性
格
に
ρ
い
て
も
、
本
書
の
古
注
と
三
本
の
古
註
と
の
間
に
は
や
x
異
る
節
が
み
ら
れ
、
例
え
ば
九
十
五
段
「
女
の
つ
か
う
ま
つ
る
を
」
の
本
書
の
註
に
は
、
｝
99
古
注
之
説
、
有
常
ノ
女
ト
也
。
不
審
也
。
若
染
殿
ノ
内
侍
鰍
。
（
後
略
）
又
百
三
段
「
つ
か
ひ
た
ま
ひ
け
る
人
」
に
は
、
　
古
注
二
小
町
ト
ア
リ
。
不
審
也
。
と
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
は
本
文
と
同
筆
で
あ
る
。
「
不
審
也
」
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
下
の
註
記
は
古
注
成
立
以
後
に
後
人
が
付
加
し
た
も
の
、
あ
る
い
は
本
書
の
成
立
の
お
り
に
付
加
さ
れ
た
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
但
、
も
し
本
書
の
右
注
を
純
粋
な
も
の
と
み
て
よ
い
の
な
ら
ば
、
こ
の
本
書
の
古
注
に
は
す
で
に
「
不
審
」
と
い
う
字
句
が
あ
つ
た
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
片
桐
氏
の
古
註
の
特
徴
説
は
必
ず
し
も
当
ら
ぬ
こ
と
に
な
ろ
う
。
氏
の
指
摘
に
従
う
限
り
は
、
本
書
は
三
本
と
は
や
玉
異
つ
た
性
格
を
も
ち
、
特
に
後
者
の
例
か
ら
は
本
書
に
は
や
x
不
純
な
る
手
が
加
わ
つ
て
い
る
と
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
　
不
純
な
る
も
の
玉
付
加
は
、
次
の
点
か
ら
一
層
判
然
と
す
る
よ
う
で
あ
る
。
八
十
三
段
「
心
も
と
な
が
り
て
」
の
註
に
、
　
古
注
之
説
、
此
段
同
前
。
心
モ
ト
ナ
ガ
リ
テ
ト
ハ
其
比
中
将
ノ
小
町
ヲ
妻
ニ
　
モ
チ
テ
留
主
ヲ
云
リ
。
是
ヲ
禾
用
。
又
九
十
六
段
「
か
さ
も
ひ
と
つ
ふ
た
つ
」
の
註
に
は
、
　
古
注
之
説
、
カ
サ
ヒ
ト
ツ
ニ
ツ
ト
ハ
父
長
良
卿
ノ
御
方
へ
二
条
后
ノ
事
ヲ
申
　
ス
男
二
人
ア
リ
。
是
ヲ
カ
サ
ト
云
。
男
ヲ
パ
カ
サ
ト
云
、
女
ヲ
バ
コ
サ
メ
ト
　
云
事
神
道
ニ
ア
リ
。
此
男
ハ
和
泉
大
将
定
国
右
大
将
当
純
此
二
人
之
事
也
。
　
此
説
当
流
不
用
之
。
な
ど
と
あ
る
「
不
用
」
、
「
当
流
不
用
之
」
の
記
述
で
あ
る
。
こ
の
様
な
記
述
は
他
に
、
総
論
、
九
段
、
五
十
入
段
、
五
十
九
段
、
九
十
三
段
な
ど
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
様
に
本
書
に
お
い
て
「
不
用
」
、
「
当
流
不
用
之
」
な
ど
と
い
つ
て
い
る
説
々
は
、
純
粋
な
古
註
、
例
え
ば
慶
応
本
註
で
は
、
今
挙
げ
た
八
十
三
段
、
九
十
六
段
を
み
る
と
、
　
マ
ク
ラ
ト
テ
ノ
寄
ハ
業
平
小
町
ヲ
家
ニ
ヲ
キ
テ
ト
ク
カ
ヘ
ラ
バ
ヤ
ト
思
テ
ヨ
　
メ
ル
也
。
と
い
x
、
本
書
で
業
平
が
留
主
を
し
て
い
る
の
に
符
合
し
、
又
九
十
六
段
で
は
、
　
女
ノ
身
ニ
カ
サ
｝
ニ
ト
云
ハ
実
ノ
瘡
ニ
ハ
ア
ラ
ズ
。
九
条
右
大
臣
源
有
国
ノ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ム
ス
コ
　
一
男
和
泉
ノ
右
大
将
定
国
、
近
院
右
大
臣
源
能
有
卿
男
近
院
右
大
将
当
純
此
　
二
人
長
良
ノ
葺
ニ
ナ
ル
ト
云
ヲ
｝
ツ
ニ
ツ
ト
ハ
云
也
。
男
ヲ
カ
サ
ト
云
事
　
（
後
略
）
と
い
x
、
本
書
の
説
に
合
致
し
、
本
書
の
説
は
明
ら
か
に
古
注
で
あ
る
。
そ
し
て
本
書
で
は
そ
れ
を
「
不
用
」
と
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
こ
の
記
述
は
明
ら
か
に
後
人
の
付
加
と
考
え
る
べ
き
古
注
と
し
て
は
不
純
な
付
加
物
で
あ
る
。
　
「
当
流
」
と
は
何
流
で
あ
る
の
か
。
「
当
流
不
用
之
」
と
し
て
い
る
の
み
で
、
次
に
当
流
の
説
を
挙
げ
て
い
る
註
が
な
い
の
で
一
概
に
は
い
え
な
い
が
、
「
古
註
は
既
に
鎌
倉
末
期
に
は
成
立
し
、
冷
泉
家
に
秘
伝
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
説
」
と
さ
れ
た
片
桐
氏
の
説
に
従
え
ば
、
「
当
流
不
用
之
」
の
記
載
は
、
古
注
を
排
す
る
人
、
つ
ま
り
二
条
派
の
何
人
か
に
よ
つ
て
付
加
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
N
で
い
う
「
当
流
」
と
は
二
条
流
と
推
測
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
推
測
を
裏
付
け
る
も
の
と
し
て
、
先
に
挙
げ
た
九
十
六
段
の
註
を
二
条
派
で
あ
る
宗
祇
の
講
尺
を
ま
と
め
た
「
肖
聞
抄
」
と
比
較
し
て
み
る
と
、
肖
聞
抄
で
は
「
む
か
し
お
と
こ
」
の
註
に
、
　
女
身
に
か
さ
一
二
い
で
き
に
け
り
。
（
中
略
）
身
に
か
さ
ひ
と
つ
ふ
た
つ
と
　
い
へ
る
は
、
契
を
い
ひ
の
べ
ん
の
心
に
や
。
古
註
太
不
可
然
。
（
続
群
書
類
　
従
所
収
本
）
－
と
あ
り
、
こ
の
様
に
古
註
を
明
ら
か
に
排
し
て
註
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
書
に
み
る
後
人
の
付
加
の
態
度
、
註
釈
傾
向
と
一
致
す
る
。
兼
良
の
「
愚
見
抄
」
を
発
端
と
し
て
古
注
を
排
す
る
傾
向
は
後
に
至
る
ま
で
つ
ゴ
き
、
常
縁
以
後
宗
祇
、
実
隆
に
し
て
も
二
条
当
流
に
お
い
て
は
こ
と
ぐ
く
荒
唐
無
稽
の
鎌
倉
期
一
100
の
註
釈
を
打
破
る
立
場
か
ら
そ
の
学
問
は
生
ま
れ
、
そ
れ
に
よ
つ
て
そ
の
学
統
は
築
か
れ
て
ゆ
く
傾
向
に
あ
つ
た
。
実
際
に
今
「
肖
聞
抄
」
の
引
用
で
み
た
如
く
、
二
条
当
流
の
諸
註
釈
書
中
に
は
し
ば
く
「
古
註
に
…
…
云
々
、
当
流
不
用
之
」
な
ど
と
し
て
古
註
を
引
き
な
が
ら
そ
れ
を
排
し
、
そ
れ
に
よ
つ
て
当
流
の
説
が
打
立
て
ら
れ
て
い
る
有
様
を
窺
え
る
。
　
以
上
「
当
流
」
が
二
条
流
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
本
書
の
後
人
の
付
加
は
二
条
派
の
何
人
か
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
書
の
古
注
は
、
そ
れ
を
排
す
べ
き
二
条
派
の
人
が
冷
泉
流
註
を
写
し
、
あ
る
い
は
参
考
の
た
め
に
も
つ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
本
書
が
二
条
派
の
人
の
手
に
か
玉
る
も
の
と
い
う
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
本
書
が
冷
泉
派
の
講
尺
の
聞
書
で
、
そ
の
聞
書
の
際
に
書
入
れ
ら
れ
た
姿
を
維
持
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
前
掲
三
本
と
は
異
つ
た
あ
る
大
部
の
古
注
か
ら
抜
粋
抄
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
簡
単
な
も
の
に
な
つ
て
い
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
つ
ま
り
簡
単
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
古
注
の
説
を
排
し
異
説
を
も
つ
て
い
た
二
条
派
の
人
だ
か
ら
、
こ
れ
ら
の
説
が
妄
説
で
あ
る
事
を
知
つ
て
お
り
、
こ
の
註
釈
を
手
も
と
に
お
き
、
彼
ら
の
註
釈
の
参
考
の
た
め
に
し
よ
う
と
は
し
た
も
の
」
、
彼
ら
に
と
つ
て
は
、
た
父
古
注
の
基
本
的
な
解
釈
を
知
る
事
だ
け
で
よ
い
の
で
あ
つ
た
。
だ
か
ら
漢
籍
、
和
書
の
煩
多
な
出
典
や
故
事
来
歴
の
多
く
を
殆
ん
ど
必
要
と
し
な
か
つ
た
の
で
あ
り
、
又
必
要
な
所
の
み
抜
粋
す
れ
ば
そ
れ
で
こ
と
足
り
た
の
で
あ
ー
つ
た
の
だ
ろ
う
。
　
さ
て
二
条
派
の
手
に
か
x
る
と
思
わ
れ
る
本
書
は
、
一
体
二
条
派
の
誰
人
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
最
初
に
挙
げ
た
本
書
の
奥
書
が
や
x
解
決
の
糸
口
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
　
常
縁
が
宗
祇
に
加
証
し
た
文
明
四
年
の
本
書
奥
書
に
よ
り
本
書
の
「
古
注
之
説
」
、
冷
泉
流
註
釈
が
、
文
明
四
年
以
前
に
二
条
道
統
た
る
常
縁
、
宗
祇
の
手
許
に
あ
つ
た
と
い
う
事
実
を
察
知
で
ぎ
、
特
に
本
書
は
常
縁
の
抜
粋
抄
出
に
か
エ
わ
る
所
が
大
き
い
と
推
測
で
き
よ
う
か
。
本
書
の
奥
書
か
ら
本
書
に
関
係
す
る
諸
伝
本
を
推
測
す
る
な
ら
ば
、
宗
祇
が
写
取
つ
た
原
拠
本
は
、
常
縁
が
礼
春
に
記
送
つ
た
も
の
で
は
ま
ず
な
か
ろ
う
か
与
、
常
縁
所
持
の
一
本
と
、
そ
れ
を
原
拠
と
し
た
宗
紙
自
筆
に
常
縁
自
筆
加
証
の
宗
祇
所
持
本
（
こ
の
系
統
の
一
本
が
本
書
）
と
、
常
縁
自
筆
礼
奉
所
持
本
と
い
う
ふ
う
に
、
本
書
以
外
に
少
く
と
も
三
本
が
存
在
し
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。
こ
の
事
は
常
縁
、
宗
祇
が
本
書
の
如
き
古
注
を
明
ら
か
に
手
に
し
て
い
た
と
思
わ
せ
る
に
充
分
で
あ
る
。
　
こ
ん
な
意
味
か
ら
も
本
書
は
、
特
に
古
注
と
常
縁
、
宗
舐
の
関
係
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
も
の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
注
意
さ
れ
る
。
天
文
十
八
年
に
三
条
西
公
条
が
実
隆
の
度
凌
の
講
尺
の
聞
書
を
ま
と
め
た
「
伊
勢
物
語
迫
談
称
聴
」
に
、
．
　
東
常
縁
ハ
サ
シ
タ
ル
人
ニ
テ
モ
ナ
キ
者
ニ
ハ
以
二
古
注
一
よ
む
。
よ
き
門
弟
ニ
　
ハ
十
伶
式
ニ
レ
よ
も
U
ト
一
瓜
々
。
又
「
伊
勢
物
語
闘
疑
抄
」
（
細
川
幽
斎
）
に
、
　
二
条
家
に
も
も
と
は
古
注
を
も
て
よ
み
て
聞
す
る
事
あ
り
。
道
に
執
心
ふ
か
　
き
人
に
は
、
其
上
に
て
古
注
を
捨
て
た
罫
今
よ
む
当
流
の
趣
を
読
伝
た
る
と
　
な
り
。
「
伊
勢
物
語
愚
案
抄
」
（
後
陽
成
院
）
に
は
、
　
】
同
前
、
宗
紙
も
は
じ
め
つ
か
た
は
古
注
を
交
へ
て
よ
み
た
り
。
と
い
う
記
述
が
そ
れ
み
＼
あ
る
。
冷
泉
流
古
注
を
常
縁
は
か
く
の
如
く
読
み
、
宗
紙
も
は
じ
め
の
頃
に
は
古
注
を
交
へ
て
読
ん
だ
の
で
あ
る
。
二
条
派
葵
孝
直
門
の
常
縁
は
、
ま
た
冷
泉
派
正
徹
の
庵
を
し
ば
く
訪
れ
、
歌
話
を
聞
い
て
い
る
。
そ
の
点
彼
は
二
条
冷
泉
両
派
の
学
風
を
も
つ
て
い
た
と
い
え
る
か
ら
、
二
101
条
派
で
は
本
式
に
よ
み
、
さ
し
た
る
人
に
て
も
な
き
者
に
は
冷
泉
流
古
注
を
読
ん
で
い
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。
こ
の
常
縁
の
読
ん
だ
古
注
と
は
本
書
の
様
な
古
注
を
い
う
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
又
宗
祇
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
彼
の
伊
勢
物
語
の
学
統
は
古
今
集
等
と
同
様
に
常
縁
に
求
め
ら
れ
る
。
宗
祇
が
常
縁
に
伊
勢
物
語
の
伝
受
を
受
け
た
記
事
は
、
「
伊
勢
物
語
註
」
（
宗
歓
聞
書
）
の
奥
書
に
、
「
右
此
本
次
第
、
宗
祇
老
翁
、
東
野
州
二
歌
道
伝
受
之
刻
、
此
伊
勢
物
語
之
註
、
師
説
之
不
残
愚
意
書
写
云
々
」
と
あ
り
、
宗
紙
は
伊
勢
物
語
を
「
歌
道
伝
受
之
刻
」
即
ち
古
今
伝
受
を
常
縁
か
ら
受
け
た
文
明
三
年
の
頃
に
残
ら
ず
授
つ
た
事
に
な
り
、
本
書
は
文
明
三
年
頃
か
ら
文
明
四
年
八
月
十
五
日
以
前
に
宗
祇
が
常
縁
所
持
本
を
写
し
た
伊
勢
物
語
註
釈
と
推
測
さ
れ
、
宗
舐
の
読
ん
だ
と
い
う
古
注
も
や
は
り
常
縁
と
同
様
な
も
の
で
あ
り
、
従
つ
て
本
書
の
様
な
古
注
で
あ
つ
た
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
更
に
い
5
な
ら
、
本
書
奥
書
に
三
条
西
家
の
誰
人
の
名
も
見
え
ぬ
が
、
本
書
の
様
な
古
注
が
宗
舐
よ
り
実
隆
へ
、
そ
し
て
三
条
西
代
々
へ
も
伝
来
し
た
と
容
易
に
推
測
さ
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
事
は
本
書
が
三
条
西
家
旧
蔵
本
で
あ
つ
た
事
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
三
条
西
家
代
々
が
二
条
道
統
を
う
け
つ
ぎ
築
く
の
に
当
つ
て
古
今
伝
受
へ
の
前
段
階
と
し
て
伊
勢
物
語
な
ど
を
宗
祇
な
ど
よ
り
残
ら
ず
伝
受
さ
れ
る
と
い
う
性
質
に
お
い
て
い
え
る
と
思
う
。
果
し
て
三
条
西
家
三
代
も
古
注
を
交
え
て
読
ん
だ
こ
と
は
、
後
水
尾
院
の
「
伊
勢
物
語
御
抄
」
に
、
　
遣
遙
院
、
称
名
院
、
三
光
院
等
も
古
注
を
ま
じ
へ
て
よ
む
事
あ
り
。
と
も
あ
る
に
よ
つ
て
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
一
連
の
記
述
は
、
旧
註
の
中
心
た
る
二
条
派
学
問
は
常
に
古
注
を
批
判
し
つ
x
学
問
を
継
承
し
、
形
作
つ
て
い
つ
た
の
で
あ
る
伽
、
二
条
道
統
た
る
人
々
の
手
に
は
冷
泉
家
の
古
注
が
伝
来
し
て
い
て
、
そ
れ
ら
の
古
注
を
吟
味
し
、
よ
く
自
分
の
も
の
と
し
て
、
自
ら
の
学
統
を
築
い
て
い
つ
た
も
の
と
思
わ
れ
、
師
が
説
く
所
の
古
注
を
た
黛
無
批
判
に
受
け
て
い
る
の
で
は
な
か
つ
た
と
推
測
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
　
こ
の
様
に
人
々
が
古
注
を
読
ん
だ
こ
と
、
又
古
注
を
含
め
た
伊
勢
物
語
伝
受
に
よ
る
古
注
の
伝
来
の
こ
と
は
事
実
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
具
体
的
に
は
ど
の
様
な
古
注
を
読
ん
だ
か
、
あ
る
い
は
常
縁
、
宗
舐
、
又
三
条
西
家
の
人
々
が
ど
の
様
な
古
注
を
手
に
し
、
伝
来
さ
せ
て
い
た
か
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
点
、
本
書
に
い
う
「
古
注
之
説
」
は
簡
略
で
、
あ
る
大
部
の
古
注
か
ら
の
抜
粋
で
あ
り
、
二
条
派
の
人
の
手
が
加
わ
つ
て
は
い
る
も
の
x
、
や
玉
そ
れ
ら
を
具
体
的
に
裏
付
け
る
資
料
に
な
る
か
と
思
わ
れ
る
。
　
本
書
の
「
古
注
之
説
」
が
常
縁
や
宗
紙
に
よ
つ
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
傍
証
は
甚
だ
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
「
常
縁
と
古
注
」
を
考
え
る
時
、
常
縁
の
伊
勢
物
語
註
釈
が
明
証
さ
れ
て
い
る
も
の
が
な
い
の
は
甚
だ
残
念
で
あ
る
。
大
津
博
士
は
註
釈
と
明
証
の
あ
る
も
の
は
ま
だ
一
つ
も
見
て
い
な
い
と
し
て
、
一
応
「
伝
東
野
州
常
縁
筆
本
」
及
「
常
縁
筆
外
題
家
熈
公
筆
」
と
い
わ
れ
る
伊
勢
物
語
に
書
入
を
も
つ
二
部
を
例
に
挙
げ
ら
れ
、
古
注
で
は
な
い
か
と
さ
れ
た
（
前
掲
書
百
九
九
頁
）
。
一
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23
@
つ
玉
ゐ
つ
の
歌
伝
常
縁
筆
　
　
本
本
書
口
伝
。
丸
。
じ
男
モ
五
歳
女
モ
五
歳
ノ
時
ヨ
リ
井
ケ
タ
ニ
タ
ケ
ヲ
ク
ラ
ベ
テ
夫
婦
ト
ナ
ラ
ン
ト
契
シ
ト
也
。
是
ハ
古
注
二
云
所
也
。
23
@
か
う
ち
の
く
に
た
か
や
す
の
こ
ほ
り
に
の
右
　
　
河
内
国
高
安
郡
司
佐
伯
忠
雄
女
。
高
安
ノ
郡
使
佐
ノ
忠
雄
ガ
娘
ニ
カ
ヨ
フ
ヲ
云
ト
也
。
古
注
説
。
58　23
風
ふ
け
ば
の
歌
当
山
盗
賊
緑
林
白
浪
。
一（
i
シ
）
と
な
り
な
り
け
る
宮
は
ら
に
の
右
桓
十
姫
宮
生
子
内
親
王
。
一（
i
・
）
58
@
こ
と
も
な
き
女
ど
も
の
右
藷
大
輔
三
善
成
髪
隆
婆
．
一（
i
・
）
61
す
だ
れ
の
う
ち
な
る
の
右
平
貞
常
文
妹
、
左
衛
縁 門
督
正
澄
筆 妻
o
本
ガ古
イ注
本 モ之
E説
ト　（
也中
゜略
）
ス
ダ
レ
ノ
内
ナ
ノレ
人
ト
ノ、
書 定
文
ノ
6
あ
く
た
河
と
い
ふ
河
を
の
右
一
・
伝
。
［（
i
シ
）
10
@
む
か
し
男
武
蔵
の
く
に
ま
で
の
右
一
有
常
武
馨
ナ
・
ケ
ル
時
也
。
一
有
箕
時
武
蔵
守
荏
ズ
・
バ
多
妻
ル
也
．
51
@
人
の
せ
む
ざ
い
に
の
右
遍
照
力
家
。
　
［
説
二
条
后
御
前
。
古
注
之
説
、
人
ノ
前
栽
ト
ハ
僧
正
遍
昭
ガ
セ
ン
ザ
イ
ト
云
リ
。
又
二
条
ノ
后
ノ
セ
ン
ザ
イ
ト
云
。
両
説
ア
リ
。
124
い
か
な
り
け
る
こ
と
を
の
下
此
寄
深
意
尤
可
二
口
伝
司
（
ナ
シ
）
125
っ
ゐ
に
ゆ
く
み
ち
と
は
の
歌
中
将
五
十
六
ニ
テ
元
慶
四
年
五
月
廿
八
日
死
ス
ト
テ
ニ
条
后
ニ
タ
テ
マ
ツ
ル
也
。
此
二
段
業
平
没
後
二
伊
勢
ガ
此
物
語
ニ
モ
家
集
ニ
モ
書
入
タ
ル
也
。
古
注
之
説
、
元
慶
四
年
五
月
廿
八
目
五
十
六
歳
ニ
メ
逝
去
ノ
時
ヨ
メ
ル
亘
珊
也
。
古
注
之
説
心
ハ
（
中
略
）
此
寄
ハ
身
マ
カ
リ
ヌ
ル
日
二
条
后
二
奉
シ
ト
也
。
后
ハ
目
ヲ
ヘ
テ
御
返
再
ア
リ
シ
ト
也
。
（
後
略
）
103
　
以
上
二
部
に
つ
い
て
比
較
し
て
み
た
が
、
本
書
は
先
に
も
み
た
様
に
欠
落
し
て
い
る
註
が
多
い
の
で
甚
だ
あ
い
ま
い
で
あ
る
。
し
か
し
一
致
す
る
所
も
あ
り
、
逆
に
全
く
異
る
註
を
持
つ
て
い
る
所
は
殆
ん
ど
な
い
と
い
え
よ
う
。
こ
の
比
較
し
た
二
部
が
常
縁
の
用
い
た
古
注
で
あ
り
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
た
古
注
が
本
書
に
見
る
古
注
之
説
と
欠
落
の
差
は
あ
つ
て
も
そ
の
外
す
べ
て
一
致
す
る
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
常
縁
は
本
書
に
み
る
様
な
抜
粋
的
傾
向
を
も
つ
簡
単
な
古
注
を
用
い
た
の
で
は
な
く
、
本
書
が
抜
粋
抄
出
し
た
原
拠
本
で
あ
る
大
部
の
古
注
を
用
い
た
も
の
と
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。
但
、
こ
れ
ら
二
部
が
常
縁
の
註
釈
書
入
か
ど
う
か
確
か
に
し
が
た
く
、
常
縁
の
用
い
て
い
た
古
注
の
実
際
は
わ
か
ら
な
い
と
し
て
お
こ
う
。
　
｝
方
「
宗
祇
と
古
注
」
に
つ
い
て
宗
紙
講
尺
を
肖
柏
が
聞
書
し
た
「
肖
聞
抄
」
（
続
群
書
類
従
所
収
本
）
に
引
か
れ
た
「
古
註
」
を
と
つ
て
比
較
す
る
と
、
次
の
様
で
あ
る
。
肖
聞
抄
2
西
京
に
女
あ
り
け
り
　
古
註
に
は
二
条
后
云
々
。
4
ほ
か
に
か
く
れ
に
け
り
　
古
註
に
長
良
卿
の
も
と
へ
と
云
　
々
。
6
お
に
あ
る
所
　
古
註
鬼
間
事
7
む
か
し
お
と
こ
京
に
あ
り
わ
び
　
て
　
古
註
に
種
々
讐
喩
。
本
昌1・
＝＃
古
注
之
説
此
女
ハ
長
良
卿
ノ
御
ム
ス
メ
ニ
条
后
ノ
御
事
ト
也
。
古
注
ニ
ホ
カ
ニ
カ
ク
レ
ニ
ケ
リ
ト
ハ
長
良
卿
ノ
御
モ
ト
ヘ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
事
也
。古
注
之
説
鬼
ア
ル
所
ト
モ
シ
ラ
デ
ト
ハ
内
裡
二
蔵
ノ
間
庁
ノ
問
鬼
ノ
間
ト
テ
三
ア
リ
。
南
鬼
ノ
間
ト
ハ
先
帝
ノ
御
具
足
ヲ
置
所
也
。
（
後
略
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
？
）
古
注
之
説
京
ニ
ア
リ
佗
テ
ト
ハ
佗
ユ
ヘ
ニ
勅
勘
カ
ウ
フ
ル
事
也
。
ア
ヅ
マ
ト
ハ
東
山
へ
行
事
ト
也
。
流
罪
也
。
伊
勢
ヲ
ハ
リ
ト
ハ
男
女
ノ
契
ノ
終
ノ
ヨ
シ
也
。
伊
熱
〃
ト
云
字
ヲ
ヲ
ン
ナ
男
ト
ヨ
ム
ニ
ヨ
ン
リ
ト
也
o
23
ﾄ
つ
か
ら
い
ひ
か
ゐ
　
古
註
に
は
実
に
と
る
に
は
あ
ら
　
ず
、
成
敗
す
る
心
也
と
云
々
。
古
注
二
下
知
ス
ル
事
ト
イ
ヘ
リ
。
63
q
三
人
を
よ
び
て
　
古
註
三
人
の
名
。
古
注
之
説
（
中
略
）
フ
タ
リ
ノ
子
ト
ハ
大
将
顕
景
大
納
言
関
路
此
二
人
也
。
古
注
之
説
サ
ブ
ラ
フ
ナ
ル
子
ト
ハ
文
徳
第
一
王
子
惟
高
親
王
ノ
御
事
也
。
む
か
し
男
深
草
に
古
註
に
二
条
后
と
い
へ
り
、
和
崩
御
後
事
云
々
。
9
す
行
じ
や
あ
ひ
た
り
　
古
註
に
は
遍
照
又
寂
蓮
な
ど
云
　
り
o
古
注
之
説
二
条
后
清
和
崩
御
ノ
後
此
所
二
住
玉
フ
ニ
（
後
略
）
古
注
之
説
修
行
者
ハ
僧
正
遍
昭
ト
也
。
23
ﾂ
x
ゐ
つ
の
ゐ
つ
x
に
　
此
五
文
字
古
註
説
あ
や
ま
れ
　
り
。
調
五
と
か
く
な
ど
い
へ
る
　
事
（
後
略
）
男
モ
五
歳
女
モ
五
歳
ノ
時
ヨ
リ
井
ケ
タ
ニ
タ
ヶ
ヲ
ク
ラ
ベ
テ
夫
婦
ト
ナ
ラ
ン
ト
契
シ
ト
也
。
是
ハ
古
注
二
云
所
也
。
104
「
69
獅
ﾌ
お
ぼ
ろ
な
る
　
古
註
五
月
四
日
夜
と
云
々
。
1
う
ゐ
か
う
ぶ
り
し
て
　
又
古
註
の
儀
に
、
う
ゐ
か
う
ぶ
　
り
し
て
な
ら
の
京
に
か
り
し
た
　
る
と
つ
f
け
て
み
る
に
や
Q
1
は
ら
か
ら
す
み
け
り
　
古
註
に
は
此
兄
弟
の
女
を
有
常
　
女
と
云
。
23
翌
ｨ
や
な
く
　
古
註
説
は
、
お
や
時
を
う
し
な
　
ひ
て
、
な
き
が
ご
と
く
に
な
り
　
た
る
也
云
々
。
24
ｲ
弓
ま
弓
槻
弓
　
古
註
に
は
三
年
と
い
ふ
。
24
v
ふ
事
い
は
で
ぞ
た
ゴ
に
　
古
註
に
種
凌
説
あ
り
古
注
之
説
カ
リ
ノ
使
ト
ハ
（
中
略
）
五
月
四
日
五
目
カ
リ
ヲ
シ
テ
（
後
略
）
（
ナ
シ
）
（
ナ
シ
）
（
ナ
シ
）
（
ナ
シ
）
（
ナ
シ
）
　
「
肖
聞
抄
」
中
に
は
二
十
七
項
目
の
註
に
「
古
註
」
と
明
記
さ
れ
て
二
十
九
例
を
挙
げ
て
い
る
。
以
上
比
較
し
た
様
に
三
つ
に
分
け
て
み
た
が
、
最
初
は
｝
致
す
る
註
で
あ
り
、
二
十
九
例
中
十
七
例
を
数
え
、
次
に
挙
げ
た
の
は
や
N
異
る
註
と
思
わ
れ
る
も
の
で
以
上
の
三
例
の
み
、
最
後
の
は
本
書
で
は
註
が
欠
落
し
て
い
る
も
の
で
九
例
を
数
え
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
み
る
と
、
　
一
致
す
る
と
思
わ
れ
る
註
が
半
分
以
上
あ
り
比
較
的
近
い
関
係
に
あ
る
と
思
え
、
又
や
X
異
る
註
三
例
も
右
に
見
る
様
に
全
く
異
つ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
本
書
そ
の
も
の
を
「
肖
聞
抄
」
に
お
い
て
宗
舐
が
用
い
た
と
い
え
る
ほ
ど
に
は
す
べ
て
一
致
し
て
い
な
い
。
と
い
う
の
は
常
縁
に
つ
い
て
み
た
の
と
同
様
に
本
書
の
欠
落
の
個
所
を
「
肖
聞
抄
」
で
は
「
古
註
」
と
し
て
用
い
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
が
全
く
異
る
註
が
殆
ど
な
く
、
一
致
す
る
註
が
多
い
こ
と
か
ら
、
宗
祇
が
用
い
た
古
注
は
本
書
そ
の
も
の
で
は
な
い
が
、
本
書
の
古
注
の
如
き
系
統
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
、
あ
る
い
は
本
書
が
抜
粋
抄
出
に
際
し
て
用
い
た
原
拠
本
に
よ
る
可
能
性
は
充
分
に
あ
る
と
い
え
よ
う
か
。
さ
て
又
「
肖
聞
抄
」
中
の
「
古
註
」
す
べ
て
が
、
宗
舐
が
講
尺
に
用
い
た
も
の
で
は
な
く
、
肖
柏
が
聞
書
を
ま
と
め
る
際
に
用
い
た
「
古
註
」
も
含
ま
れ
て
い
る
か
と
も
老
え
ら
れ
よ
う
。
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
や
玉
異
る
註
や
本
書
の
欠
落
の
註
な
ど
は
肖
柏
に
よ
つ
て
補
修
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
り
え
、
元
来
宗
砥
が
肖
柏
に
講
尺
し
た
の
は
本
書
を
用
い
た
も
の
で
あ
る
と
も
い
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
や
N
臆
測
の
き
ら
い
が
あ
ろ
う
。
　
以
上
常
縁
、
宗
祇
に
つ
い
て
本
書
の
古
注
そ
の
も
の
を
講
尺
や
註
釈
に
実
際
に
用
い
た
か
ど
う
か
を
見
て
き
た
が
、
ま
だ
一
向
に
判
然
と
し
な
い
。
し
か
し
本
書
の
奥
書
な
ど
に
よ
り
、
本
書
は
少
く
と
も
常
縁
、
宗
祇
が
手
に
し
て
見
て
い
た
古
注
と
考
え
ら
れ
、
又
三
条
西
家
代
々
も
、
二
条
道
統
に
相
反
す
る
本
書
の
如
き
妄
説
、
冷
泉
古
注
を
参
老
に
し
つ
x
註
釈
や
講
尺
を
し
た
事
実
は
推
測
さ
れ
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
。
　
さ
て
奥
書
に
見
え
る
常
縁
と
礼
春
、
宗
祇
の
関
係
に
つ
い
て
更
に
愚
考
を
述
べ
て
お
こ
う
。
常
縁
と
彼
自
身
此
注
を
記
送
つ
た
沙
弥
礼
春
と
の
関
係
は
、
礼
春
が
ど
の
様
105
な
人
で
あ
る
か
わ
か
ら
ぬ
か
ら
に
は
不
明
で
あ
る
。
礼
春
は
常
縁
が
こ
の
註
釈
を
記
送
つ
た
人
で
あ
る
こ
と
か
ら
み
れ
ば
、
学
問
あ
る
い
は
和
歌
な
ど
に
心
得
が
あ
つ
た
人
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
「
古
注
」
を
送
つ
た
と
い
う
点
か
ら
は
、
「
さ
し
た
る
人
に
て
も
な
き
者
」
で
あ
つ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
　
常
縁
、
宗
祇
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
文
明
三
年
に
両
度
、
更
に
そ
の
後
同
九
年
頃
ま
で
続
い
た
と
い
う
古
今
伝
受
の
こ
と
、
お
よ
び
そ
の
伝
受
に
よ
つ
て
二
条
道
統
の
伝
受
形
式
を
確
立
せ
し
め
た
こ
と
（
小
高
敏
郎
先
生
「
日
本
文
学
入
門
」
）
、
な
ど
に
よ
つ
て
名
高
い
が
、
こ
こ
で
は
文
明
三
年
古
今
伝
受
以
後
、
本
書
奥
書
に
み
る
文
明
四
年
ま
で
の
一
年
余
に
お
け
る
両
人
の
交
渉
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。
と
い
う
の
は
奥
書
の
、
宗
舐
が
常
縁
所
持
本
を
写
取
つ
た
本
に
常
縁
が
加
証
し
た
記
述
は
、
そ
の
加
証
と
い
う
性
質
か
ら
二
人
の
出
会
を
意
味
す
る
と
考
え
る
の
が
穏
当
と
思
う
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
又
常
縁
に
宗
祇
が
古
今
伝
受
し
た
記
述
、
（
吉
沢
義
則
「
室
町
文
学
史
」
掲
出
古
今
集
一
本
）
　
古
今
集
之
事
初
度
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
文
明
三
年
八
月
十
五
目
以
相
伝
之
説
奉
伝
受
僧
宗
祇
了
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
従
五
位
下
平
常
縁
判
及
び
、
（
荒
木
良
雄
「
宗
祇
」
掲
出
古
今
和
歌
集
抄
）
　
伝
受
之
後
宗
祇
庵
主
此
一
帖
以
被
見
常
縁
、
所
存
少
々
加
筆
者
也
、
門
弟
随
　
一
思
尤
在
之
、
％
為
後
証
又
加
此
詞
卒
　
　
文
明
四
年
五
月
三
日
　
　
平
常
縁
在
判
　
こ
の
二
つ
の
常
縁
の
加
証
も
二
人
の
出
会
を
意
味
し
て
い
る
と
考
え
た
い
。
　
文
明
三
年
の
古
今
伝
受
が
ど
こ
で
行
わ
れ
た
か
諸
説
相
分
れ
る
為
か
、
伝
受
後
｝
年
余
の
両
人
の
動
向
に
つ
い
て
も
諸
説
が
分
か
れ
て
二
人
の
交
渉
に
つ
い
て
は
不
明
瞭
な
点
が
多
い
。
伝
受
が
美
濃
国
山
田
で
行
わ
れ
た
と
す
る
荒
木
良
雄
（
「
宗
祇
」
）
、
河
村
定
芳
（
「
東
常
縁
」
）
両
氏
は
、
伝
受
の
文
明
三
年
後
、
宗
祇
が
同
五
年
に
帰
洛
す
る
ま
で
は
、
宗
祇
は
常
縁
の
諸
講
尺
を
受
け
、
又
諸
本
書
写
に
日
夜
を
美
濃
国
で
過
し
た
と
い
わ
れ
る
。
こ
れ
に
従
う
な
ら
両
人
は
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
つ
で
も
会
え
る
状
態
に
お
り
、
文
明
三
年
八
月
十
五
日
、
同
四
年
五
月
三
目
、
同
年
八
月
十
五
日
な
ど
の
加
証
は
美
濃
国
に
お
い
て
な
さ
れ
た
考
え
ら
れ
、
伝
受
一
年
後
の
両
人
の
交
渉
に
は
一
応
何
の
疑
念
も
生
じ
な
い
の
で
あ
る
。
　
こ
の
美
濃
国
説
は
井
上
宗
雄
氏
（
「
中
世
歌
壇
史
の
研
究
室
町
前
期
」
二
三
四
頁
）
の
調
査
に
よ
れ
ば
従
い
か
ね
る
様
で
あ
り
、
伊
地
知
鉄
男
氏
（
「
宗
祇
」
）
が
伊
豆
国
三
島
で
伝
受
が
あ
つ
た
と
さ
れ
た
方
が
よ
り
穏
当
と
思
え
る
。
そ
し
て
伝
受
後
一
年
余
は
、
恐
ら
く
文
明
三
年
十
月
か
十
一
月
か
に
記
さ
れ
た
（
井
上
氏
）
と
思
わ
れ
る
東
野
州
消
息
に
よ
り
、
両
人
は
別
々
に
行
動
し
、
宗
祇
は
文
明
四
年
秋
帰
洛
の
途
に
つ
く
ま
で
心
敬
と
共
に
関
東
の
武
士
を
指
導
し
て
江
戸
に
居
り
、
一
9
方
常
縁
は
美
濃
国
山
田
に
居
た
か
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
両
人
の
交
渉
が
ど
こ
で
あ
つ
た
か
が
問
題
と
な
る
わ
け
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
　
そ
こ
で
今
そ
れ
を
加
証
の
一
々
に
つ
い
て
み
る
に
、
①
文
明
三
年
八
月
十
五
日
の
出
会
は
、
江
戸
で
と
い
う
よ
り
伝
受
後
ま
だ
そ
の
ま
玉
三
島
に
宗
祇
と
常
縁
が
い
た
時
と
考
え
た
方
が
よ
か
ろ
う
。
②
文
明
四
年
五
月
三
日
の
出
会
は
、
少
く
と
も
同
年
春
に
は
宗
紙
は
江
戸
に
下
り
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
常
縁
は
同
三
年
伝
受
後
に
一
旦
美
濃
に
帰
り
、
そ
れ
か
ら
江
戸
の
宗
紙
の
許
を
訪
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
は
井
上
氏
が
同
年
夏
に
は
常
縁
は
美
濃
に
は
い
な
か
つ
た
と
推
測
せ
ら
れ
て
い
る
の
と
「
致
す
る
。
但
も
し
宗
紙
が
す
で
に
江
戸
を
五
月
に
は
発
ち
帰
洛
の
途
に
あ
つ
た
と
す
る
な
ら
、
常
縁
、
宗
祇
の
交
渉
は
江
戸
で
な
か
つ
た
こ
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
三
島
辺
り
で
は
な
か
つ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
　
さ
て
本
書
奥
書
に
み
る
③
文
明
四
年
八
月
十
五
日
は
ど
こ
で
出
会
つ
た
の
だ
ろ
う
か
。
宗
祇
は
秋
に
帰
洛
の
途
に
つ
い
た
と
い
う
。
冬
十
月
六
日
に
は
遠
江
106
国
堀
河
（
浜
名
湖
畔
）
の
駿
河
守
賢
重
邸
を
訪
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
そ
れ
以
前
に
江
戸
を
発
つ
た
事
は
明
ら
か
で
、
途
中
ど
こ
に
も
寄
道
滞
留
し
な
い
と
考
え
る
な
ら
九
月
の
終
り
頃
に
江
戸
を
発
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
従
え
ば
両
人
の
出
会
は
や
は
り
江
戸
で
と
い
う
事
に
な
る
。
常
縁
は
こ
の
年
五
月
と
八
［
月
に
江
戸
の
宗
祇
の
も
と
を
訪
れ
た
事
に
な
り
、
美
濃
に
ば
か
り
い
な
か
つ
た
事
に
な
る
。
だ
が
加
証
し
て
も
ら
う
事
か
ら
み
る
と
宗
紙
が
常
縁
を
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
、
す
る
と
美
濃
滞
在
の
常
縁
を
宗
祇
が
訪
れ
た
の
で
は
な
く
、
常
縁
が
少
く
と
も
五
月
か
ら
入
月
頃
に
か
け
て
や
玉
長
く
江
戸
の
近
辺
に
居
留
し
、
そ
こ
を
宗
祇
が
訪
れ
た
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。
さ
て
又
一
方
で
は
宗
祇
は
す
で
に
七
月
頃
に
は
江
戸
を
発
つ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
常
縁
と
宗
祇
は
江
戸
と
堀
河
の
間
で
出
会
つ
た
事
に
な
り
、
そ
の
場
，
所
も
宗
祇
が
常
縁
を
訪
れ
る
方
が
穏
当
だ
ろ
う
か
ら
、
こ
の
八
月
の
出
会
は
丁
度
前
年
伝
受
の
行
わ
れ
た
伊
豆
国
三
島
近
辺
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
、
常
縁
は
再
び
三
島
近
辺
に
滞
留
し
、
そ
こ
を
宗
舐
が
訪
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
十
月
に
堀
河
に
行
く
ま
で
や
X
長
く
三
島
近
辺
に
い
る
常
縁
の
許
に
と
ゴ
ま
つ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
　
以
上
伝
受
後
一
年
余
の
間
の
両
人
の
出
会
、
交
渉
を
三
本
の
加
証
か
ら
推
測
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
9
し
て
み
た
が
、
両
者
の
動
向
が
共
に
不
明
瞭
で
あ
る
た
め
に
解
決
は
全
く
困
難
と
い
え
よ
う
。
加
証
と
い
う
性
質
か
ら
両
人
の
出
会
が
あ
つ
た
と
考
え
、
又
伝
受
後
一
年
余
江
戸
か
ら
東
海
道
近
辺
に
い
た
宗
祇
が
常
縁
に
全
く
出
会
わ
ぬ
と
い
う
よ
り
出
会
つ
た
と
老
え
る
方
が
穏
当
で
、
そ
の
点
伝
受
後
一
年
余
の
間
、
江
戸
あ
る
い
は
三
島
近
辺
で
両
人
は
し
ば
く
出
会
い
交
渉
し
て
い
る
と
臆
測
さ
れ
る
本
書
加
証
や
古
今
集
聞
書
な
ど
の
奥
書
は
、
両
人
の
年
譜
を
構
成
す
る
上
に
注
意
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
つ
た
が
故
に
以
上
の
様
に
憶
測
を
加
え
て
み
た
の
で
あ
る
。
　
最
後
に
、
「
此
注
」
と
常
縁
が
加
証
し
た
如
く
、
本
書
の
物
語
本
文
は
付
随
的
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
ら
さ
し
て
注
意
す
べ
き
で
な
い
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
一
言
付
加
え
て
お
こ
う
。
前
掲
の
古
注
と
思
わ
れ
る
書
入
を
有
す
る
「
伝
常
縁
筆
（
実
は
正
徹
筆
か
）
本
伊
勢
物
語
」
は
、
山
田
清
市
氏
（
「
伊
勢
物
語
東
下
野
守
平
常
縁
筆
」
）
解
説
に
従
え
ば
武
田
本
に
お
け
る
善
本
と
い
わ
れ
る
。
こ
の
武
田
本
に
冷
泉
流
古
注
が
書
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
x
、
「
古
注
之
説
」
を
書
入
れ
る
本
書
の
物
語
本
文
が
武
田
本
系
統
奥
書
を
有
し
て
い
る
こ
と
エ
は
、
偶
然
の
一
致
で
は
な
く
、
冷
泉
家
、
古
注
、
武
田
本
の
三
者
の
間
に
は
何
ら
か
の
関
わ
り
が
あ
ろ
う
と
推
測
し
う
る
。
さ
て
本
書
の
物
語
本
文
に
つ
い
て
み
る
と
、
仮
名
遣
い
の
誤
り
な
ど
多
く
、
又
脱
字
脱
語
な
ど
も
あ
り
、
比
較
的
多
く
の
誤
写
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
、
さ
し
て
よ
い
本
文
と
は
い
え
な
い
。
又
本
文
行
間
に
普
通
あ
る
武
田
本
勘
物
は
全
く
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
が
武
田
本
系
統
の
一
本
で
あ
る
事
は
奥
書
が
示
し
て
い
る
。
因
み
に
天
福
本
系
統
と
武
田
本
系
統
相
互
の
異
同
個
所
、
つ
ま
り
武
田
本
本
文
の
特
質
個
所
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
四
十
五
個
所
（
池
田
亀
鑑
「
伊
勢
物
語
に
就
き
て
の
研
究
」
で
は
四
十
三
個
所
と
し
た
が
、
山
田
氏
は
百
一
、
百
十
」
段
の
二
個
所
を
加
え
ら
れ
た
）
に
つ
い
て
本
書
の
物
語
本
文
を
比
較
す
る
と
、
107
章
段
236569
武
凪
本
本
文
（
伝
常
縁
筆
本
）
　
　
　
　
　
　
む
す
き
に
け
ら
し
も
い
も
み
さ
る
ま
に
　
　
．
本
　
　
書
　
　
本
　
　
文
　
　
　
　
　
　
む
す
き
に
け
ら
し
な
い
も
み
さ
る
ま
に
・
の
お
・
・
兜
の
く
に
よ
⊥
　
　
　
　
　
女
の
ね
や
も
ち
か
く
あ
り
け
れ
は
こ
の
お
と
こ
人
の
国
よ
り
女
の
ね
や
ち
か
く
有
け
れ
は
、、、1
101
一
・
た
に
か
く
・
欠
奪
ほ
み
一
し
た
に
か
く
る
x
人
お
ほ
み
　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
い
に
し
へ
や
あ
り
も
や
し
け
ん
　
い
に
し
へ
は
あ
り
も
や
し
け
ん
　
以
上
五
個
所
に
つ
い
て
差
異
が
あ
る
の
み
で
あ
つ
て
、
他
の
四
十
個
所
は
武
田
本
の
基
準
本
文
に
合
致
し
て
い
る
。
な
お
五
個
所
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
本
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
書
本
文
は
百
一
段
（
天
福
本
本
文
「
を
ほ
み
」
）
の
一
例
を
除
き
、
他
四
個
所
は
す
べ
て
天
福
本
本
文
に
合
致
し
て
い
る
。
　
以
上
不
明
瞭
な
所
が
多
く
、
煩
雑
な
こ
と
彩
し
い
が
、
一
応
本
書
を
紹
介
す
る
と
い
う
つ
も
り
で
気
付
い
た
ま
x
に
見
て
き
た
の
で
あ
る
．
　
し
ば
し
ぽ
述
べ
た
ご
と
く
、
本
書
は
確
か
に
「
古
注
之
説
」
を
持
つ
て
い
る
が
、
「
純
粋
な
る
古
註
」
三
本
と
は
や
x
異
る
大
部
の
古
注
か
ら
の
抜
粋
抄
出
本
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
古
注
の
全
貌
を
窺
う
に
は
本
書
は
全
く
「
純
粋
な
る
古
註
」
三
本
に
は
及
ぱ
な
い
。
し
か
し
鎌
倉
期
の
「
古
注
」
を
註
釈
史
、
研
究
史
を
は
じ
め
享
受
史
な
ど
に
つ
い
て
も
究
明
す
る
時
に
は
、
本
書
の
様
な
古
注
の
存
在
も
顧
み
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
本
書
は
二
条
派
の
人
か
と
思
わ
れ
る
人
の
手
が
や
x
加
わ
つ
て
い
る
と
は
い
う
も
の
x
、
本
書
の
様
な
冷
泉
流
古
注
が
少
く
と
も
二
条
派
の
常
縁
、
宗
紙
に
、
さ
ら
に
三
条
西
家
へ
も
伝
来
し
て
い
て
、
彼
ら
が
見
且
つ
用
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
点
で
、
特
に
注
意
さ
れ
よ
う
。
②
愚
見
抄
下
（
一
条
兼
良
著
）
写
下
巻
｝
冊
〔
前
記
目
録
の
②
〕
　
横
本
（
十
三
・
五
×
十
八
糎
）
、
楮
紙
袋
綴
。
紙
数
五
十
入
枚
（
扉
一
枚
、
本
文
五
十
五
枚
半
、
奥
書
一
枚
半
）
、
一
面
十
二
行
、
一
行
凡
十
三
乃
至
十
七
字
。
平
仮
名
漢
字
混
り
（
若
干
片
仮
名
混
る
）
の
墨
筆
。
全
文
一
筆
。
筆
者
不
明
。
江
戸
初
～
中
期
頃
の
写
か
。
表
紙
は
三
条
西
家
に
て
修
補
せ
る
も
の
。
繧
色
、
入
つ
丁
字
車
浮
紋
（
三
条
西
家
紋
）
を
有
す
。
題
叢
な
く
、
内
題
は
扉
表
中
央
に
「
愚
見
抄
下
」
と
本
文
と
同
筆
に
て
記
す
。
蔵
印
は
学
習
院
に
て
付
せ
る
も
の
x
外
な
し
。
　
書
写
は
、
ま
ず
勢
語
本
文
語
句
を
挙
げ
、
改
行
し
て
本
文
語
句
よ
り
一
字
乃
至
二
宇
程
下
げ
て
註
を
施
し
、
章
段
毎
に
最
初
の
本
文
語
句
の
右
肩
に
各
ζ
段
数
を
入
れ
る
。
上
巻
を
欠
く
が
、
下
巻
は
六
十
六
段
（
定
家
本
の
六
十
五
段
に
当
る
）
よ
り
最
終
百
廿
六
段
（
定
家
本
の
百
廿
五
段
）
ー
ち
な
み
に
続
群
書
類
従
本
は
六
十
段
よ
り
を
下
巻
と
す
る
t
ま
で
を
お
さ
め
、
葉
数
に
し
て
第
二
葉
表
よ
り
第
五
十
七
葉
表
に
至
る
。
そ
の
裏
か
ら
、
「
三
代
実
録
云
」
云
々
の
業
平
略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
も
　
歴
が
あ
り
、
続
い
て
「
京
極
黄
門
伊
執
物
語
両
本
奥
書
」
と
記
し
て
は
い
る
も
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
ト
　
の
x
、
コ
本
云
、
合
多
本
所
用
拾
也
可
備
証
本
…
…
只
可
翫
詞
藤
言
葉
而
己
」
の
一
本
奥
書
の
み
で
（
第
五
十
入
葉
裏
第
四
行
を
以
て
）
終
り
、
「
戸
部
尚
書
判
」
の
記
も
な
い
。
こ
れ
は
故
意
に
筆
を
省
い
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
。
た
讐
し
そ
の
理
由
を
明
ら
か
に
し
な
い
。
　
本
文
に
つ
い
て
続
群
書
類
従
本
に
よ
つ
て
校
合
を
試
み
る
に
、
大
き
な
異
同
は
少
い
が
、
類
従
本
よ
り
ま
k
誤
脱
、
誤
写
と
目
す
べ
き
も
の
が
目
だ
ち
、
書
写
年
時
及
奥
書
の
断
絶
と
合
せ
考
え
れ
ば
、
必
ず
し
も
善
本
と
は
言
い
が
た
い
よ
う
で
あ
る
。
　
次
に
そ
の
異
同
の
例
の
二
三
を
挙
げ
る
。
（
上
段
に
続
群
書
類
従
本
を
挙
げ
、
下
段
に
本
書
の
異
同
を
示
す
。
な
お
括
弧
内
の
数
字
は
、
本
書
段
数
（
例
6
6
）
．
続
群
書
類
従
本
頁
数
（
可
ハ
n
U
佃
）
・
同
類
従
本
上
段
下
段
通
し
の
行
数
（
例
3
3
）
の
順
に
示
し
た
。
）
　
ω
　
誤
写
と
自
さ
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
（
6
6
㎜
3
3
）
後
に
は
あ
た
ご
山
－
彼
に
は
あ
た
ご
山
（
6
7
餅
3
3
）
行
平
守
平
仲
平
ー
行
平
守
平
伴
平
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
鵬
1
）
在
原
弘
景
ー
在
原
弘
京
108
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
0
謝
1
6
）
御
か
げ
に
か
く
さ
れ
む
ー
御
か
げ
に
か
き
れ
む
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
2
剛
3
4
）
魚
貝
等
を
す
ま
し
め
i
魚
貝
こ
を
す
ま
し
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
（
9
4
鵬
2
5
）
た
ぐ
ひ
な
き
人
を
ー
た
が
ひ
な
き
人
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
4
晒
2
8
）
あ
ふ
な
く
は
お
ふ
な
く
と
い
ふ
詞
ー
あ
ふ
な
く
と
は
あ
ふ
な
く
と
い
ふ
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
（
9
7
㎝
2
0
）
此
女
の
お
と
x
ひ
な
る
人
－
此
女
の
お
と
こ
い
な
る
人
（
1
8
㎝
2
9
）
六
は
レ
ヶ
ま
し
く
け
り
ー
六
は
か
ま
し
く
け
り
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ワ
」
3
6
乙
2
ρ
0
霊
■
6
）
思
ひ
に
か
は
か
ぬ
や
な
ぞ
1
思
に
か
は
ら
ぬ
や
な
ぞ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奥
晒
2
5
）
合
多
本
所
用
捨
也
－
合
多
本
所
用
拾
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
奥
晒
2
7
）
此
物
語
古
人
之
説
－
此
物
語
古
今
説
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
（
奥
晒
3
0
）
詞
花
言
葉
ー
詞
藤
言
葉
　
回
　
脱
宇
と
目
さ
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
鵬
3
2
）
月
の
つ
い
た
ち
二
日
－
月
の
つ
ひ
ち
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
（
7
8
謝
1
2
）
御
さ
x
ぎ
に
お
さ
め
1
御
さ
x
ぎ
お
さ
め
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
コ
（
8
2
鵬
1
9
）
我
君
の
し
ろ
し
め
す
日
の
も
と
1
我
君
の
し
ろ
し
日
の
も
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
（
8
5
…
…
2
0
）
古
今
集
第
十
七
に
1
古
今
集
第
七
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
（ハ
O
4
6
0
1
3
1
－
n
o
）
け
な
ば
け
な
な
ん
と
よ
め
る
寄
ー
け
な
ば
け
な
ん
と
よ
め
る
葺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
鵬
2
6
）
い
ふ
が
ご
と
し
ー
い
ふ
が
ご
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
（ρ
O
4
ハ
∠
2
4
1
ー
ハ
o
）
元
慶
四
年
か
の
え
ね
の
年
－
元
慶
四
年
ね
の
と
し
　
㈲
　
衛
字
と
目
さ
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
1
田
2
4
）
古
今
集
第
二
ー
古
今
集
第
十
二
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
㎝
9
）
中
将
を
い
と
お
し
く
は
x
の
思
ー
中
将
を
い
と
お
か
し
く
は
x
の
思
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
7
鰹
8
Y
こ
の
か
み
の
つ
り
は
り
を
ー
こ
の
か
み
の
つ
く
り
は
り
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
拠
鋭
1
8
）
初
五
文
字
い
つ
し
か
も
と
書
か
へ
た
り
ー
初
五
文
は
字
い
つ
し
か
も
と
書
か
へ
た
り
　
目
　
脱
文
と
貝
さ
れ
る
も
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
　
　
　
コ
（
8
0
餅
1
5
）
木
の
陰
の
高
事
を
千
ひ
ろ
と
い
へ
り
。
み
こ
の
生
給
ふ
を
た
と
ヘ
コ
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
る
也
。
夏
冬
わ
か
ず
此
御
か
げ
に
ー
木
の
陰
の
高
き
事
わ
か
ず
此
御
か
げ
に
（
0
2
㎝
7
）
貞
観
六
年
三
月
入
日
任
左
兵
衛
督
従
四
位
卦
。
跡
十
一
．
一
年
正
月
十
　
　
三
目
参
議
－
貞
観
六
年
三
月
入
日
任
左
兵
衛
督
従
四
位
正
月
十
三
日
参
議
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
㈱
2
3
）
余
情
あ
く
ま
で
有
寄
な
り
1
余
情
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
（
1
3
脚
2
5
）
読
人
不
知
の
再
也
。
又
古
注
の
た
と
へ
寄
に
か
き
た
り
ー
読
人
不
・
知
の
寄
に
か
き
た
り
　
こ
れ
ら
の
他
に
も
、
仮
名
一
つ
の
書
き
誤
り
に
よ
る
意
味
不
通
の
も
の
と
お
ぼ
し
き
個
所
な
ど
も
若
干
見
ら
れ
る
な
ど
、
書
写
の
際
の
不
注
意
と
思
わ
れ
る
個
所
は
、
比
較
的
に
多
い
。
こ
の
事
は
、
本
書
が
さ
し
て
丁
寧
な
書
写
本
で
は
－
な
い
事
を
物
語
つ
て
い
よ
う
。
　
し
か
し
一
方
で
は
、
続
群
書
類
従
本
を
訂
す
べ
し
と
思
わ
れ
る
良
い
点
も
僅
か
で
は
あ
る
が
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
0
謝
7
）
是
は
わ
れ
て
も
の
心
也
－
是
は
わ
か
れ
て
も
の
心
也
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
6
脱
2
7
）
袖
ぬ
れ
て
海
土
（
活
宇
ノ
誤
力
）
の
－
袖
ぬ
れ
て
泉
郎
の
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
5
…
…
5
）
貞
観
元
年
九
月
に
亮
ず
1
貞
観
三
年
九
月
に
麗
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
併
…
…
2
5
）
い
ひ
し
に
や
う
に
も
ー
い
ひ
し
や
う
に
も
（
2
7
4
1
1
6
1
1
）
こ
の
両
首
の
研
後
拾
遺
集
第
十
一
に
ー
こ
の
両
首
の
幕
後
掛
集
第
十
一
に
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
（
…
…
晦
3
2
）
此
お
と
こ
お
ほ
か
る
人
な
れ
ば
1
此
お
と
こ
心
お
ほ
か
る
人
な
れ
ば
・　
以
上
の
他
に
ま
た
、
校
合
面
か
ら
は
、
に
わ
か
に
そ
の
善
悪
の
判
断
は
下
し
か
ね
る
が
、
続
群
書
類
従
本
と
の
や
x
大
き
な
異
同
の
注
意
す
べ
き
個
所
が
、
109
舳
ま
x
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
ら
は
諸
伝
本
と
の
関
係
を
知
る
上
で
の
一
っ
の
手
が
か
り
と
も
な
ろ
う
。
こ
x
に
そ
の
二
三
の
例
を
挙
げ
て
、
諸
伝
本
と
の
比
較
の
料
に
供
し
た
い
。
　
ω
　
項
目
（
勢
語
本
文
引
用
句
と
註
の
部
分
共
に
）
ナ
シ
（
8
8
…
…
1
5
）
そ
の
滝
物
よ
り
こ
と
な
り
　
滝
の
な
り
す
が
た
。
何
に
も
勝
た
る
也
ー
ナ
シ
　
n
回
　
註
の
部
分
の
み
ナ
シ
（
7
6
脇
1
5
）
よ
に
は
詞
也
ー
ナ
シ
（
「
よ
に
逢
事
か
た
き
女
に
な
む
」
の
註
）
　
㈲
　
註
の
部
分
の
一
部
分
ナ
シ
（
8
8
脳
2
9
）
た
ら
ぬ
は
あ
し
き
を
い
ふ
な
り
ー
ナ
シ
（
「
ゐ
中
人
の
晋
に
は
あ
ま
れ
り
や
た
ら
ず
や
」
の
註
）
（
0
8
眼
2
7
）
治
也
ー
ナ
シ
（
「
ま
だ
わ
か
け
れ
ば
ふ
み
も
お
さ
く
し
か
ら
ず
」
　
モ
の
註
）
（
0
8
眼
3
0
）
そ
れ
は
別
の
事
也
ー
ナ
シ
（
前
註
に
同
じ
）
　
エ（
2
5
脇
3
1
）
慈
鎮
和
尚
寄
。
思
ふ
事
な
ど
問
人
の
な
か
る
ら
ん
あ
ふ
げ
ば
空
に
月
ぞ
さ
や
け
き
。
と
よ
み
給
へ
り
。
此
物
語
の
寄
を
思
へ
る
に
や
ー
お
も
ふ
事
な
ど
（
「
思
ふ
事
」
の
註
）
　
以
上
ω
回
㈲
の
例
は
本
書
に
欠
け
て
い
る
例
で
あ
る
が
、
㈲
の
最
後
の
百
二
十
五
段
の
例
を
除
き
、
他
の
例
す
べ
て
は
愚
見
抄
の
初
稿
本
（
斑
山
文
庫
旧
蔵
「
伊
勢
物
語
愚
見
抄
」
1
田
中
宗
作
氏
「
伊
勢
物
語
研
究
史
の
研
究
」
所
収
ー
以
下
同
）
に
は
欠
け
ず
に
見
え
る
の
で
あ
る
。
本
書
の
欠
落
は
あ
る
い
は
書
写
者
の
誤
脱
に
よ
る
か
。
　
口
　
註
の
部
分
に
増
加
が
あ
る
（
7
0
㎜
1
8
）
系
図
な
ど
に
も
高
階
氏
の
人
は
伊
勢
の
神
宮
に
ま
い
ら
ぬ
事
と
ー
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
リ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　
　
　
　
系
図
な
ど
に
も
高
階
氏
に
か
き
た
り
こ
の
い
は
れ
に
よ
り
て
高
階
氏
の
人
は
伊
勢
の
神
宮
に
ま
い
ら
ぬ
事
と
（
「
か
の
伊
勢
の
斎
宮
な
り
け
る
人
の
お
や
」
の
註
）
　
こ
の
本
書
の
一
文
は
、
ほ
黛
初
稿
本
に
一
致
し
て
い
る
。
　
㈱
書
入
ナ
シ
（
1
6
晒
1
9
）
御
自
第
書
入
給
ふ
。
但
小
野
小
町
が
さ
れ
か
う
べ
奥
州
の
入
十
島
に
有
け
る
事
江
次
第
に
見
え
た
り
。
巻
の
首
に
記
せ
り
ー
ナ
シ
（
「
お
き
の
ゐ
て
身
を
」
の
註
）
　
な
お
、
こ
の
書
入
は
初
稿
本
に
も
な
い
。
こ
の
書
入
に
っ
い
て
一
言
付
加
え
る
な
ら
、
大
津
博
士
（
「
伊
勢
物
語
古
註
釈
の
研
究
」
）
に
よ
れ
ば
、
こ
の
書
入
は
兼
良
自
身
の
も
の
で
あ
り
、
彼
は
こ
の
他
に
も
七
十
段
（
定
家
本
段
数
）
に
頭
書
を
自
ら
記
し
て
い
る
と
い
う
。
し
か
し
本
書
に
．
は
、
こ
れ
ら
の
書
入
並
び
に
頭
書
の
跡
は
い
ず
れ
も
見
ら
れ
な
い
。
一
方
本
書
に
は
、
百
四
（
定
家
本
の
　　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
@　
百
三
）
段
「
心
あ
や
ま
り
や
し
た
り
け
ん
云
々
」
の
註
の
「
中
将
あ
や
ま
り
て
み
こ
た
ち
の
め
し
つ
が
ひ
け
る
女
に
物
い
ひ
け
る
也
」
の
後
に
続
く
、
「
仁
明
御
，
1
0
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
子
ハ
．
．
、
・
で
改
行
セ
以
下
．
行
に
．
文
徳
天
皇
光
孝
天
髪
。
申
也
・
の
一
文
が
、
一
小
字
書
入
体
で
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
一
文
は
続
群
書
類
従
本
に
見
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
本
書
の
筆
者
が
誤
脱
を
自
ら
添
加
補
正
し
た
も
の
と
老
え
て
み
た
が
、
本
書
の
書
写
の
仕
方
（
行
の
取
方
、
一
行
字
数
等
）
よ
り
み
れ
ば
、
小
字
で
書
か
れ
る
理
由
は
な
く
、
又
異
本
を
書
き
加
え
た
も
の
と
も
思
え
ず
、
原
拠
本
の
ま
エ
に
写
し
お
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
思
え
る
。
一
例
の
み
で
速
断
は
許
さ
れ
な
い
が
、
も
し
そ
う
で
あ
る
な
ら
、
あ
る
い
は
こ
の
一
文
も
、
誰
か
（
兼
良
か
、
そ
れ
以
後
の
人
）
の
書
入
の
姿
を
と
欝
め
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
（
但
、
初
稿
本
に
は
こ
の
一
文
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
推
測
は
や
玉
不
審
で
も
あ
る
。
）
　
さ
て
、
本
書
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
前
述
し
た
如
く
奥
書
が
断
絶
し
て
い
て
不
明
瞭
で
は
あ
る
が
、
文
明
再
稿
本
に
属
す
る
「
続
群
書
類
従
本
」
と
の
校
合
よ
り
み
れ
ば
、
漢
文
の
奥
書
を
も
つ
文
明
再
稿
本
系
統
に
属
す
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
大
津
博
士
（
前
掲
書
）
の
調
査
さ
れ
た
仮
名
の
奥
書
を
も
つ
長
禄
初
稿
本
の
二
本
、
即
ち
「
桃
園
文
庫
蔵
本
」
及
び
や
玉
文
明
再
稿
本
の
要
素
を
も
つ
の
で
は
な
い
か
と
疑
い
の
あ
る
「
刈
谷
図
書
館
蔵
本
」
、
又
、
田
中
宗
作
氏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
の
前
掲
書
に
見
え
る
田
中
氏
蔵
「
斑
山
文
庫
旧
蔵
本
」
に
本
書
を
比
較
し
た
結
果
は
、
総
じ
て
、
よ
り
続
群
書
類
従
本
に
近
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
　
今
百
廿
五
（
定
家
本
の
百
廿
四
）
段
に
つ
い
て
本
書
を
四
本
に
比
較
し
て
み
る
と
次
の
様
で
あ
る
。
桃
　
園
　
文
　
庫
　
本
斑
山
文
庫
旧
蔵
本
思
ふ
事
い
は
で
た
x
に
そ
や
み
ぬ
べ
き
我
と
ひ
と
し
き
人
し
な
け
れ
ば
　
此
寄
を
秘
密
玄
極
の
事
と
云
人
あ
り
。
皆
例
の
あ
や
ま
り
也
。
中
将
の
心
な
に
事
と
し
り
（
知
〔
斑
本
〕
）
が
た
し
。
刈
谷
図
書
館
本
お
も
ふ
事
い
は
で
ぞ
た
黛
に
や
み
ぬ
べ
き
我
と
ひ
と
し
ぎ
人
し
な
け
れ
ば
　
心
の
う
ち
に
お
も
ふ
事
も
き
x
し
る
人
が
な
け
れ
ば
い
は
ぬ
な
ら
ひ
也
。
こ
れ
は
朝
夕
の
言
種
に
つ
け
て
も
又
教
内
教
外
の
宗
旨
に
い
た
る
ま
で
も
口
口
口
は
い
は
ぬ
が
つ
ね
の
な
ら
ひ
な
り
。
中
将
の
心
何
事
と
さ
ら
に
し
り
が
た
し
。
何
事
と
い
ひ
あ
ら
わ
さ
ば
い
ふ
に
て
こ
そ
あ
れ
。
い
は
ぬ
と
は
い
ふ
べ
か
ら
ず
。
そ
れ
を
秘
密
玄
極
の
事
に
い
ふ
人
あ
り
。
み
な
例
の
あ
や
ま
れ
る
説
也
。
何
事
せ
ん
と
お
も
は
せ
侍
り
て
こ
そ
お
　
ふ
か
く
　
て
自
静
仏
乗
の
さ
と
り
に
も
中
く
か
な
ひ
侍
べ
け
れ
。
吉
水
僧
正
の
お
も
ふ
事
な
ど
と
ふ
人
の
な
か
る
ら
ん
仰
ば
空
に
月
ぞ
さ
や
け
き
と
よ
み
た
ま
へ
け
る
は
此
寄
の
詞
と
れ
り
と
お
ぼ
え
た
り
。
続
　
群
　
書
　
類
　
従
　
本
思
ふ
事
い
は
で
ぞ
た
§
に
や
み
ぬ
べ
き
我
に
ひ
と
し
き
人
し
な
け
れ
ば
　
心
の
中
に
お
も
ふ
事
も
。
聞
し
る
人
な
け
れ
ば
い
は
ぬ
な
ら
ひ
也
。
是
は
あ
さ
ゆ
ふ
の
こ
と
ぐ
さ
。
又
教
内
教
外
の
道
に
い
た
る
ま
で
も
。
知
音
に
あ
は
ね
ば
い
は
れ
ぬ
物
也
。
中
将
の
心
何
事
と
し
り
が
た
し
。
そ
れ
を
房
内
秘
密
の
術
な
ど
釈
せ
る
説
有
。
大
ぎ
な
る
あ
や
ま
り
也
。
何
事
と
条
目
を
い
ふ
程
な
ら
ば
。
は
や
人
に
も
い
ひ
き
か
せ
た
る
に
成
ぬ
。
さ
る
に
よ
り
て
も
の
語
に
も
し
か
み
＼
の
い
は
れ
を
可
書
。
か
き
あ
ら
は
さ
ぬ
に
て
知
ぬ
。
え
も
い
は
ぬ
事
な
る
べ
し
。
慈
鎮
和
尚
嵜
。
思
ふ
事
な
ど
問
人
の
な
か
る
ら
ん
あ
ふ
げ
ば
空
に
月
ぞ
さ
や
け
き
。
と
よ
み
給
へ
り
。
此
物
語
の
寄
を
思
へ
る
に
や
。
学
習
院
大
学
本
お
も
ふ
こ
と
　
心
の
中
に
思
事
も
き
x
し
る
へ
き
人
な
げ
れ
ば
い
は
ぬ
な
ら
ひ
也
。
是
は
朝
夕
の
こ
と
ぐ
さ
又
教
内
教
外
の
道
に
い
た
る
ま
で
も
知
音
に
あ
は
ね
ば
い
は
れ
ぬ
物
也
。
中
将
の
心
何
事
と
し
り
が
た
し
。
そ
れ
を
房
内
秘
密
の
術
な
ど
鐸
せ
る
説
あ
り
。
大
な
る
あ
や
ま
り
也
。
な
に
事
と
条
目
を
云
ほ
ど
な
ら
ば
は
や
人
に
も
い
ひ
き
か
せ
た
る
に
な
り
ぬ
。
さ
る
に
よ
り
て
は
物
が
た
り
に
も
し
か
み
＼
の
い
は
れ
を
か
く
べ
き
が
。
か
き
あ
ら
は
さ
ぬ
に
て
し
り
ぬ
。
え
も
い
は
ぬ
事
な
る
べ
し
。
お
も
ふ
事
な
ど
111
　
こ
の
様
に
、
よ
り
続
群
書
類
従
本
に
近
い
の
で
あ
る
。
　
さ
ら
に
最
後
に
六
十
七
（
定
家
本
の
六
十
六
）
段
と
百
廿
六
（
定
家
本
の
百
廿
五
）
段
の
全
部
を
例
に
と
つ
て
続
群
警
類
従
本
と
比
較
し
て
お
こ
う
。
学
習
院
大
学
本
む
か
し
お
と
こ
津
ノ
国
に
し
る
所
あ
り
け
る
に
あ
に
お
と
x
と
も
だ
ち
ひ
き
ゐ
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
こ
　
中
将
ノ
連
枝
ハ
行
平
守
平
伴
平
な
ど
を
云
ぺ
し
。
な
に
ハ
づ
を
け
さ
こ
そ
ミ
つ
ノ
浦
ご
と
に
　
後
撰
集
第
十
七
二
あ
り
。
け
さ
を
け
ふ
こ
そ
と
か
け
り
。
御
津
ハ
難
波
津
を
云
。
う
ミ
渡
バ
世
二
す
ミ
あ
き
た
る
心
也
。
う
ミ
に
よ
せ
た
る
也
。
つ
ゐ
に
行
　
古
今
集
第
十
六
哀
傷
寄
に
入
た
り
。
大
和
物
語
に
ハ
中
将
此
研
を
よ
ミ
て
な
ん
さ
て
ハ
て
に
け
る
と
か
け
り
。
業
平
ハ
元
慶
四
年
ね
の
と
し
五
月
廿
八
日
年
五
十
六
に
て
卒
す
。
此
寄
ハ
獲
麟
の
｝
句
な
る
べ
し
。
昔
男
う
ゐ
か
う
ぶ
り
し
て
と
云
に
ハ
じ
ま
続
群
書
類
従
本
む
か
し
男
津
国
に
し
る
所
有
け
る
に
あ
に
を
と
N
と
も
だ
ち
ひ
き
ゐ
て
　
中
将
の
連
枝
は
行
平
。
守
平
。
仲
平
な
ど
を
云
べ
し
。
難
波
づ
を
け
さ
こ
そ
み
つ
の
浦
ご
と
に
是
や
此
世
を
う
み
わ
た
る
ふ
ね
　
後
撰
第
十
七
に
あ
り
。
今
朝
こ
そ
・
を
け
ふ
こ
そ
と
か
け
り
。
御
津
は
難
波
津
を
い
ふ
。
世
を
う
み
わ
た
る
は
。
世
に
す
み
あ
き
た
る
心
也
。
そ
れ
を
う
み
に
よ
せ
た
る
也
。
つ
ゐ
に
行
道
と
は
か
ね
て
聞
し
か
ど
昨
目
今
日
と
は
思
は
ざ
り
し
を
　
古
今
集
第
十
六
哀
傷
寄
に
入
た
り
。
大
和
物
語
に
は
中
将
此
寄
を
読
て
な
ん
さ
て
は
て
に
け
る
と
書
り
。
業
平
は
元
慶
四
年
か
の
え
ね
の
年
五
月
廿
八
日
年
五
十
六
に
て
卒
す
。
此
寄
は
獲
麟
の
一
句
な
る
べ
し
。
む
か
し
男
う
ゐ
か
う
ぶ
り
し
て
と
い
ふ
に
り
て
此
一
首
に
か
き
と
罫
め
侍
て
始
終
を
あ
ら
ハ
し
侍
る
作
者
の
心
絶
妙
な
る
物
を
や
。
始
て
。
此
一
首
に
書
留
侍
て
。
始
終
を
あ
ら
は
し
侍
る
作
者
の
心
。
絶
妙
な
る
も
の
を
や
。
（
昭
和
三
十
九
年
十
二
月
稿
、
同
四
十
年
十
二
月
改
縮
補
筆
）
（
追
記
）
　
慶
応
大
学
図
書
館
本
の
閲
覧
に
際
し
て
は
池
田
利
夫
、
堀
田
信
夫
両
　
先
生
に
多
大
の
御
配
慮
を
賜
わ
り
、
又
本
稿
執
筆
に
際
し
て
は
小
高
敏
郎
教
　
授
そ
の
他
諸
先
生
方
の
御
懇
切
な
御
教
示
を
賜
わ
り
ま
し
た
。
厚
く
感
謝
申
　
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
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